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第１章 総説

１ 改訂の経緯及び基本方針

(1) 改訂の経緯

今の子供たちやこれから誕生する子供たちが，成人して社会で活躍する頃には，

我が国は厳しい挑戦の時代を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少，グ

ローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により，社会構造や雇用環境は大きく，

また急速に変化しており，予測が困難な時代となっている。また，急激な少子高

齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあっては，一人一人が持続可能な社会

の担い手として，その多様性を原動力とし，質的な豊かさを伴った個人と社会の

成長につながる新たな価値を生み出していくことが期待される。

こうした変化の一つとして，人工知能（ＡＩ）の飛躍的な進化を挙げることが

できる。人工知能が自ら知識を概念的に理解し，思考し始めているとも言われ，

雇用の在り方や学校において獲得する知識の意味にも大きな変化をもたらすので

はないかとの予測も示されている。このことは同時に，人工知能がどれだけ進化

し思考できるようになったとしても，その思考の目的を与えたり，目的のよさ・

正しさ・美しさを判断したりできるのは人間の最も大きな強みであるということ

の再認識につながっている。

このような時代にあって，学校教育には，子供たちが様々な変化に積極的に向

き合い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々な情報を見極め知識の

概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこ

と，複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすることが求め

られている。

このことは，本来，我が国の学校教育が大切にしてきたことであるものの，教

師の世代交代が進むと同時に，学校内における教師の世代間のバランスが変化し，

教育に関わる様々な経験や知見をどのように継承していくかが課題となり，また，

子供たちを取り巻く環境の変化により学校が抱える課題も複雑化・困難化する中

で，これまでどおり学校の工夫だけにその実現を委ねることは困難になってきて

いる。

こうした状況を踏まえ，平成26年11月には，文部科学大臣から新しい時代にふ

さわしい学習指導要領等の在り方について中央教育審議会に諮問を行った。中央

教育審議会においては，２年１か月にわたる審議の末，平成28年12月21日に「幼

稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」（以下「中央教育審議会答申」という。）を示し

た。
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中央教育審議会答申においては，“よりよい学校教育を通じてよりよい社会を

創る”という目標を学校と社会が共有し，連携・協働しながら，新しい時代に求

められる資質・能力を子供たちに育む「社会に開かれた教育課程」の実現を目指

し，学習指導要領等が，学校，家庭，地域の関係者が幅広く共有し活用できる「学

びの地図」としての役割を果たすことができるよう，次の６点にわたってその枠

組みを改善するとともに，各学校において教育課程を軸に学校教育の改善・充実

の好循環を生み出す「カリキュラム・マネジメント」の実現を目指すことなどが

求められた。

①「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力）

②「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と，教科等間・学校段階間のつながりを踏

まえた教育課程の編成）

③「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施，学習・指導の改善

・充実）

④「子供一人一人の発達をどのように支援するか」（子供の発達を踏まえた指導）

⑤「何が身に付いたか」（学習評価の充実）

⑥「実施するために何が必要か」（学習指導要領等の理念を実現するために必要

な方策）

これを踏まえ，平成29年３月31日に学校教育法施行規則を改正するとともに，

幼稚園教育要領，小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領を公示した。小学

校学習指導要領は，平成30年４月１日から第３学年及び第４学年において外国語

活動を実施する等の円滑に移行するための措置（移行措置）を実施し，平成32年

４月１日から全面実施することとしている。また，中学校学習指導要領は，平成

30年４月１日から移行措置を実施し，平成33年４月１日から全面実施することと

している。

(2) 改訂の基本方針

今回の改訂は中央教育審議会答申を踏まえ，次の基本方針に基づき行った。

①今回の改訂の基本的な考え方

ア 教育基本法，学校教育法などを踏まえ，これまでの我が国の学校教育の実

践や蓄積を生かし，子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層
ひら

確実に育成することを目指す。その際，子供たちに求められる資質・能力と

は何かを社会と共有し，連携する「社会に開かれた教育課程」を重視するこ

と。

イ 知識及び技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視

する平成20年改訂の学習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上で，知識

の理解の質を更に高め，確かな学力を育成すること。
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ウ 先行する特別教科化など道徳教育の充実や体験活動の重視，体育・健康に

関する指導の充実により，豊かな心や健やかな体を育成すること。

②育成を目指す資質・能力の明確化

中央教育審議会答申においては，予測困難な社会の変化に主体的に関わり，感

性を豊かに働かせながら，どのような未来を創っていくのか，どのように社会や

人生をよりよいものにしていくのかという目的を自ら考え，自らの可能性を発揮

し，よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるようにするこ

とが重要であること，こうした力は全く新しい力ということではなく学校教育が

長年その育成を目指してきた「生きる力」であることを改めて捉え直し，学校教

育がしっかりとその強みを発揮できるようにしていくことが必要とされた。また，

汎用的な能力の育成を重視する世界的な潮流を踏まえつつ，知識及び技能と思考

力，判断力，表現力等をバランスよく育成してきた我が国の学校教育の蓄積を生

かしていくことが重要とされた。

このため「生きる力」をより具体化し，教育課程全体を通して育成を目指す資

質・能力を，ア「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」

の習得）」，イ「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対

応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成）」，ウ「どのように社会・世界と

関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向

かう力・人間性等」の涵養）」の三つの柱に整理するとともに，各教科等の目標
かん

や内容についても，この三つの柱に基づく再整理を図るよう提言がなされた。

今回の改訂では，知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むために「何

のために学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら，授業の創意工夫

や教科書等の教材の改善を引き出していくことができるようにするため，全ての

教科等の目標及び内容を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学

びに向かう力，人間性等」の三つの柱で再整理した。

③「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

子供たちが，学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し，これか

らの時代に求められる資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び続け

ることができるようにするためには，これまでの学校教育の蓄積を生かし，学習

の質を一層高める授業改善の取組を活性化していくことが必要であり，我が国の

優れた教育実践に見られる普遍的な視点である「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善）を推

進することが求められる。

今回の改訂では「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進め

る際の指導上の配慮事項を総則に記載するとともに，各教科等の「第３ 指導計

画の作成と内容の取扱い」において，単元や題材など内容や時間のまとまりを見
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通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を進めることを示した。

その際，以下の６点に留意して取り組むことが重要である。

ア 児童生徒に求められる資質・能力を育成することを目指した授業改善の取

組は，既に小・中学校を中心に多くの実践が積み重ねられており，特に義務

教育段階はこれまで地道に取り組まれ蓄積されてきた実践を否定し，全く異

なる指導方法を導入しなければならないと捉える必要はないこと。

イ 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく，児童生徒に目指す

資質・能力を育むために「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」

の視点で，授業改善を進めるものであること。

ウ 各教科等において通常行われている学習活動（言語活動，観察・実験，問

題解決的な学習など）の質を向上させることを主眼とするものであること。

エ １回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく，単元や題材など

内容や時間のまとまりの中で，学習を見通し振り返る場面をどこに設定する

か，グループなどで対話する場面をどこに設定するか，児童生徒が考える場

面と教員が教える場面をどのように組み立てるかを考え，実現を図っていく

ものであること。

オ 深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要になること。

各教科等の「見方・考え方」は，「どのような視点で物事を捉え，どのよう

な考え方で思考していくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視

点や考え方である。各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすものであり，

教科等の学習と社会をつなぐものであることから，児童生徒が学習や人生に

おいて「見方・考え方」を自在に働かせることができるようにすることにこ

そ，教師の専門性が発揮されることが求められること。

カ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には，その確実な

習得を図ることを重視すること。

④各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進

各学校においては，教科等の目標や内容を見通し，特に学習の基盤となる資質

・能力（言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等）や現代的な諸課題に

対応して求められる資質・能力の育成のためには，教科等横断的な学習を充実す

ることや，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を，単元や題

材など内容や時間のまとまりを見通して行うことが求められる。これらの取組の

実現のためには，学校全体として，児童生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，

教育内容や時間の配分，必要な人的・物的体制の確保，教育課程の実施状況に基

づく改善などを通して，教育活動の質を向上させ，学習の効果の最大化を図るカ

リキュラム・マネジメントに努めることが求められる。
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このため総則において，「生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目

的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこ

と，教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実施

に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなど

を通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を

図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努める」こ

とについて新たに示した。

⑤教育内容の主な改善事項

このほか，言語能力の確実な育成，理数教育の充実，伝統や文化に関する教育

の充実，体験活動の充実，外国語教育の充実などについて総則や各教科等におい

て，その特質に応じて内容やその取扱いの充実を図った。
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２ 数学科改訂の趣旨及び要点

平成28年12月の中央教育審議会答申では，各教科の目標や内容等に関する主な

改善事項が示されており，この度の中学校数学科の改訂は，これを踏まえて行わ

れたものである。

中学校数学科においては，数学的に考える資質・能力を育成する観点から，現

実の世界と数学の世界における問題発見・解決の過程を学習過程に反映させるこ

とを意図して数学的活動の一層の充実を図った。また，社会生活などの様々な場

面において，必要なデータを収集して分析し，その傾向を踏まえて課題を解決し

たり意思決定をしたりすることが求められており，そのような能力を育成するた

め，統計的な内容等の改善・充実を図った。

(1) 現行学習指導要領の成果と課題

中央教育審議会答申では，算数科・数学科における平成20年改訂の学習指導要

領の成果と課題について，次のように示されている。

○ 現行の学習指導要領により，ＰＩＳＡ２０１５では，数学的リテラシー

の平均得点は国際的に見ると高く，引き続き上位グループに位置している

などの成果が見られるが，学力の上位層の割合はトップレベルの国・地域

よりも低い結果となっている。また，ＴＩＭＳＳ２０１５では，小・中学

生の算数・数学の平均得点は平成７年（１９９５年）以降の調査において

最も良好な結果になっているとともに，中学生は数学を学ぶ楽しさや，実

社会との関連に対して肯定的な回答をする割合も改善が見られる一方で，

いまだ諸外国と比べると低い状況にあるなど学習意欲面で課題がある。さ

らに，小学校と中学校の間で算数・数学の勉強に対する意識に差があり，

小学校から中学校に移行すると，数学の学習に対し肯定的な回答をする生

徒の割合が低下する傾向にある。

○ さらに，全国学力・学習状況調査等の結果からは，小学校では，「基準

量，比較量，割合の関係を正しく捉えること」や「事柄が成り立つことを

図形の性質に関連付けること」，中学校では，「数学的な表現を用いた理由

の説明」に課題が見られた。また，高等学校では，「数学の学習に対する

意欲が高くないこと」や「事象を式で数学的に表現したり論理的に説明し

たりすること」が課題として指摘されている。

今回の改訂では，これらの課題に適切に対応できるよう改善を図った。
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(2) 数学科の目標の改善

①目標の示し方

今回の改訂では，算数科・数学科において育成を目指す資質・能力を，「知識

及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三

つの柱に沿って明確化し，各学校段階を通じて，実社会との関わりを意識した数

学的活動の充実等を図っている。中学校数学科の目標についても，「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱

で整理して示した。

②数学科における「数学的な見方・考え方」

「数学的な見方・考え方」については，これまでの学習指導要領の中で，「数

学的な見方や考え方」として教科の目標に位置付けられたり，評価の観点名とし

て用いられたりしてきた。

今回の改訂では，「見方・考え方」を働かせた学習活動を通して，目標に示す

資質・能力の育成を目指すこととした。これは，中央教育審議会答申において，

「見方・考え方」は，各教科等の学習の中で働き，鍛えられていくものであり，

各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方として整理されたことを踏ま

えたものである。中学校数学科では，「数学的な見方・考え方」については，「事

象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的

に考えること」であると考えられる。

数学の学習では，「数学的な見方・考え方」を働かせながら，知識及び技能を

習得したり，習得した知識及び技能を活用して探究したりすることにより，生き

て働く知識となり，技能の習熟・熟達につながるとともに，より広い領域や複雑

な事象を基に思考・判断・表現できる力や，自らの学びを振り返って次の学びに

向かおうとする力などが育成され，このような学習を通じて，「数学的な見方・

考え方」が更に豊かで確かなものとなっていくと考えられる。

③数学的活動の一層の充実

資質・能力を育成していくためには，学習過程の果たす役割が極めて重要であ

る。算数科・数学科においては，中央教育審議会答申に示された「事象を数理的

に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，解決過程を振

り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といった数学的に問題発見・

解決する過程を学習過程に反映させることが重要である。生徒が，目的意識をも

って事象を数学化し，自ら問題を設定し，その解決のために新しい概念や原理・

法則を見いだすことで，概念や原理・法則に支えられた知識及び技能を習得した

り，思考力，判断力，表現力等を身に付けたり，統合的・発展的に考えて深い学

びを実現したりすることが可能となる。さらには，数学を既成のものとみなした

り，固定的で確定的なものとみなしたりせず，数学に創造的に取り組もうとする
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態度を養うことも期待される。

そこで，今回の改訂では，主として日常生活や社会の事象に関わる過程と，数

学の事象に関わる過程の二つの問題発見・解決の過程を重視した。また，これら

の各場面において言語活動を充実し，それぞれの過程を振り返り，評価・改善す

ることとした。算数科・数学科において，このような数学的活動は，小・中・高

等学校教育を通じて必要なものであり，数学的活動を通して，数学的に考える資

質・能力を育成することを目指すことについて目標の柱書に示した。

(3) 数学科の内容の改善

①数学科の領域構成と数学的活動

今回の改訂では，小・中・高等学校を通じて資質・能力を育成する観点から，

従前の「資料の活用」の領域の名称を「データの活用」に改め，領域の構成は「数

と式」，「図形」，「関数」及び「データの活用」の四つの領域とした。なお，各

学年の内容に数学的活動を従前どおり位置付けており，その指導に関わる配慮事

項を「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に示した。

中学校数学科の内容の構成については，「知識及び技能」の学年別，領域別の

概略を図１（12，13ページ）で示し，小学校算数科の内容の構成についても，

図２（14～17ページ）で示している。また，小学校算数科・中学校数学科を通し

た資質・能力（「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」）

についても，図３（18，19ページ）で示している。

②内容の示し方

中央教育審議会答申では，算数科・数学科の指導内容の示し方の改善について，

次のように示されている。

○ 「内容」に関しては，育成を目指す「知識・技能」，「思考力・判断力・

表現力等」がより明確となり，それらを育成するための学習過程の改善が

図られるよう，どのような「数学的な見方・考え方」を働かせて数学的活

動を行い，どのような「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等」

を身に付けることを目指すのかを示していくことが必要である。その上で，

「内容」の系統性，「内容」と育成される資質・能力とのつながり及びこ

れまでに明らかになっている課題などを意識した「内容」の構成，配列に

することが求められる。

このことを踏まえ，数学科の内容については，生徒が身に付けることが期待さ

れる資質・能力を三つの柱に沿って整理し，「知識及び技能」，「思考力，判断力，

表現力等」については指導事項のまとまりごとに内容を示した。また，「学びに
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向かう力，人間性等」については，指導事項のまとまりごとに内容を示すことは

せず，教科の目標及び学年目標において，まとめて示した。

なお，今回の改訂では，主として日常生活や社会の事象に関わる過程と，数学

の事象に関わる過程の二つの問題解決の過程を重視したため，「思考力，判断力，

表現力等」を身に付けるに当たり，多くの場合でこの二つの過程が活動を通して

実現されるよう示し方を工夫した。また，「思考力，判断力，表現力等」は，数

量や図形などに関する問題場面について思考する過程や，その結果得られた事実

や方法，判断の根拠などを数学的な表現を用いて伝え合う等の言語活動を通じて

身に付けることとし，それらによって養われる力は，「～を考察し表現すること」

や「～を具体的な場面で活用すること」などの表現を用いて示した。なお，「具

体的な場面」とは，日常生活や社会の事象及び数学の事象における様々な場面を

含んでいる。

③内容の充実

中央教育審議会答申では，算数科・数学科の教育内容の改善・充実について，

次のように示されている。

○ 算数・数学を学ぶことは，問題解決の喜びを感得し，人生をより豊かに

生きることに寄与するものと考えられる。また，これからの社会を思慮深

く生きる人間を育成することにも大きく貢献すると考えられる。このため，

数学と人間との関わりや数学の社会的有用性についての認識が高まるよ

う，十分に配慮した内容としていくことが求められる。

○ これからの時代を生き抜くため，米国等ではＳＴＥＭ（Science,

Technology,Engineering and Mathematics）教育の推進が図られており，

その基盤に数学が位置付けられている。数学には，諸事象に潜む数理を見

いだし，それを的確に表現することへの大きな期待が寄せられている。ま

た，ＰＩＳＡ調査の読解力の定義が，読むテキストの形式として物語，論

説などの｢連続テキスト｣と，表，図，ダイヤグラムなどの｢非連続テキス

ト｣があり，両者を含めて読む対象とするとして，より広い言語観に立っ

て規定されているなど，言語としての数学の特質が一層重視されてきてお

り，このことに配慮する必要がある。

○ また，社会生活などの様々な場面において，必要なデータを収集して分

析し，その傾向を踏まえて課題を解決したり意思決定をしたりすることが

求められており，そのような能力を育成するため，高等学校情報科等との

関連も図りつつ，小・中・高等学校教育を通じて統計的な内容等の改善に

ついて検討していくことが必要である。
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そこで，中学校数学科では，引き続き，言葉や数，式，図，表，グラフなどの

数学的な表現を用いて，論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考え

を深めたりする学習活動を重視した。

また，急速に発展しつつある情報化社会においては，多くの人が，様々なデー

タを手にすることができるようになってきており，データを用いて問題解決する

場面も多くみられるようになってきていることから，そのために必要な基本的な

方法を理解し，これを用いてデータの傾向を捉え説明することを通して，問題解

決する力を次第に養うことができるようにする必要がある。

今回の改訂において，小学校算数科では，度数分布を表やグラフに表したり，

データの平均や散らばりを調べるなどの活動を通して，統計的に考察したり表現

したりすることとしている。また，量的データの散らばりの様子や代表値の意味

を捉えやすくするための方法としてドットプロットが導入され，ドットプロット

からデータの特徴や傾向を読み取ったり，最頻値や中央値を見付けたりできるよ

うにしている。

そこで，中学校数学科では，上述を踏まえて統計的な内容を充実させた。具体

的には，第１学年で，従前どおりヒストグラムや相対度数を扱うとともに，第２

学年で，四分位範囲や箱ひげ図を新たに扱うこととし，収集したデータから次第

に情報を縮約することによって，大量のデータや複数の集団の比較が可能となる

よう構成した。また，それぞれの学年において学んだ統計的な表現を関連付けな

がら統計的に問題解決することによって，より深い統計的な分析が可能となるよ

うに構成した。さらに，確率の学習内容についても，第１学年は，多数の観察や

多数回の試行によって得られる確率，第２学年は，場合の数を基にして得られる

確率を扱い，第３学年においては，標本調査のアイデアを導入することで，統計

的なデータと確率的なばらつきを統合した形で確率の理解を深めることができる

ようにした。

このように，中学校の各学年で統計的なデータと確率を学習することによって，

統計的に問題解決する力を次第に高めていくことができるよう構成した。

④具体的な内容の移行について

基礎的・基本的な知識及び技能の習得と思考力，判断力，表現力等の育成を図

るために，小学校算数科において学習したことを素地として中学校において活用
そ じ

できるようにするとともに統計教育を充実させたことなどを踏まえて，一部の内

容の指導時期を改めた。小・中学校間で移行された内容，中学校において学年間

で移行された内容及び中学校において新たに指導することになった内容は次のと

おりである。
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中学校数学科における移行された内容及び新たに指導する内容

第１学年 ◇用語「素数」 ←小学校第５学年から

○自然数を素数の積として表すこと ←中学校第３学年から

◆用語「平均値，中央値，最頻値，階級」 →小学校第６学年へ

◎用語「累積度数」

○多数の観察や多数回の試行によって得られる確率 ←中学校第２学

年から

○誤差や近似値，a×10nの形の表現 →中学校第３学年へ

第２学年 ◎用語「反例」

◎四分位範囲や箱ひげ図

○多数の観察や多数回の試行によって得られる確率 →中学校第１学

年へ

第３学年 ○自然数を素因数に分解すること →中学校第１学年へ

○誤差や近似値，a×10nの形の表現 ←中学校第１学年から

注意：○…中学校の学年間で移行する内容

◎…中学校で新規に指導する内容

◆…中学校から小学校へ移行する内容

◇…小学校から中学校へ移行する内容
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中学校数学科の内容の構成（下線は新設の内容を示す。）(図１)

Ａ 数と式 Ｂ 図形

正の数・負の数 平面図形

第 ・正の数と負の数の必要性と意味 ・基本的な作図の方法

１ ・正の数と負の数の四則計算 ・図形の移動

学 ・正の数と負の数を用いて表すこと ・作図の方法を考察すること

年 （用語に「素数」を追加）（←小５） 空間図形

（内容の取扱いに，自然数を素数の積として表すことを追加）（←中３） ・直線や平面の位置関係

文字を用いた式 ・基本的な図形の計量

・文字を用いることの必要性と意味 ・空間図形の構成と平面上の表現

・乗法と除法の表し方

・一次式の加法と減法の計算

・文字を用いた式に表すこと

一元一次方程式（比例式）

・方程式の必要性と意味及びその解の意味

・一元一次方程式を解くこと

文字を用いた式の四則計算 基本的な平面図形と平行線の性質

第 ・簡単な整式の加減及び単項式の乗除の計算 ・平行線や角の性質

２ ・文字を用いた式で表したり読み取ったりすること ・多角形の角についての性質

学 ・文字を用いた式で捉え説明すること ・平面図形の性質を確かめること

年 ・目的に応じた式変形 図形の合同

連立二元一次方程式 ・平面図形の合同と三角形の合同条件

・二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味 ・証明の必要性と意味及びその方法

・連立方程式とその解の意味 （用語に「反例」を追加）

・連立方程式を解くこと

平方根 図形の相似

第 ・平方根の必要性と意味 ・平面図形の相似と三角形の相似条件

３ ・平方根を含む式の計算 ・相似な図形の相似比と面積比及び体積

学 ・平方根を用いて表すこと 比の関係

年 （内容の取扱いに，誤差，近似値，a×10ｎ の形の表現を追加（←中１） ・平行線と線分の比

式の展開と因数分解 円周角と中心角

・単項式と多項式の乗法と除法の計算 ・円周角と中心角の関係とその証明

・簡単な式の展開や因数分解 三平方の定理

（内容の取扱いから，自然数を素因数に分解することを削除）（→中１） ・三平方の定理とその証明

二次方程式

・二次方程式の必要性と意味及びその解の意味

・因数分解や平方完成して二次方程式を解くこと

・解の公式を用いて二次方程式を解くこと
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Ｃ 関数 Ｄ データの活用 〔数学的活動〕

←現行「Ｄ資料の活用」の名称を変更

比例，反比例 データの分布の傾向 各領域の学習やそれらを相互に関連付け

・関数関係の意味 ・ヒストグラムや相対度数の必要性と意味 た学習において，次のような数学的活動

・比例，反比例 多数の観察や多数回の試行によって得られる確 に取り組むものとする。

・座標の意味 率 ア 日常の事象を数理的に捉え，数学的

・比例，反比例の表，式， ・多数の観察や多数回の試行によって得られる に表現・処理し，問題を解決したり，

グラフ 確率の必要性と意味（←中２） 解決の過程や結果を振り返って考察し

（用語に累積度数を追加） たりする活動

（用語から，代表値，（平均値，中央値，最頻値）， イ 数学の事象から問題を見いだし解決

階級を削除）（→小６） したり，解決の過程や結果を振り返っ

（内容の取扱いから，誤差，近似値，a ×10n て統合的・発展的に考察したりする活

の形の表現を削除（→中３） 動

ウ 数学的な表現を用いて筋道立てて説

明し伝え合う活動

一次関数 データの分布の比較 各領域の学習やそれらを相互に関連付け

・事象と一次関数 ・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味（追加） た学習において，次のような数学的活動

・二元一次方程式と関数 ・箱ひげ図で表すこと（追加） に取り組むものとする。

・一次関数の表，式，グラ 場合の数を基にして得られる確率 ア 日常の事象や社会の事象を数理的に

フ ・確率の必要性と意味 捉え，数学的に表現・処理し，問題を解

・確率を求めること 決したり，解決の過程や結果を振り返っ

（「確率の必要性と意味」を一部移行（→中１）） て考察したりする活動

イ 数学の事象から見通しをもって問題

を見いだし解決したり，解決の過程や結

果を振り返って統合的・発展的に考察し

たりする活動

関数 y＝ ax2 標本調査 ウ 数学的な表現を用いて論理的に説明

・事象と関数 y＝ ax2 ・標本調査の必要性と意味 し伝え合う活動

・いろいろな事象と関数 ・標本を取り出し整理すること

・関数 y ＝ ax2の表，式，
グラフ
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小学校算数科の内容の構成（下線は主な新設の内容を示す）（図２）

Ａ 数と計算 Ｂ 図形

第 1 数の構成と表し方 1 図形についての理解の基礎

１ 個数を比べること／個数や順番を数えること／数の大小，順序と数直線／ 形とその特徴の捉え方／形

学 ２位数の表し方／簡単な場合の３位数の表し方／十を単位とした数の見方 の構成と分解／方向やもの

年 ／まとめて数えたり等分したりすること の位置

2 加法，減法

加法，減法が用いられる場合とそれらの意味／加法，減法の式／１位数の

加法とその逆の減法の計算／簡単な場合の２位数などの加法，減法

第 1 数の構成と表し方 1 三角形や四角形などの図形

２ まとめて数えたり，分類して数えたりすること／十進位取り記数法／数の 三角形，四角形／正方形，

学 相対的な大きさ／一つの数をほかの数の積としてみること／数による分類 長方形と直角三角形／正方

年 整理／ ， など簡単な分数 形や長方形の面で構成され
１
｜２

１｜３

2 加法，減法 る箱の形

２位数の加法とその逆の減法／簡単な場合の３位数などの加法，減法／加

法や減法に関して成り立つ性質／加法と減法の相互関係

3 乗法

乗法が用いられる場合とその意味／乗法の式／乗法に関して成り立つ性質

／乗法九九／簡単な場合の２位数と１位数との乗法

第 1 数の表し方 1 二等辺三角形，正三角形な

３ 万の単位／ 10倍，100倍，1000倍， の大きさ／数の相対的な大きさ どの図形

学 2 加法，減法 二等辺三角形，正三角形／

年 ３位数や４位数の加法，減法の計算の仕方／加法，減法の計算の確実な習 角／円，球

得／

3 乗法

２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算／乗法の計算が確実

にでき，用いること／乗法に関して成り立つ性質

4 除法

除法が用いられる場合とその意味／除法の式／除法と乗法，減法の関係／

除数と商が１位数の場合の除法の計算／簡単な場合の除数が１位数で商が

２位数の除法

5 小数の意味と表し方

小数の意味と表し方／小数の加法，減法

6 分数の意味と表し方

分数の意味と表し方／単位分数の幾つ分／簡単な場合の分数の加法，減法

7 数量の関係を表す式

□を用いた式

8 そろばん

そろばんによる数の表し方／そろばんによる計算の仕方

１

10
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Ｃ 測定 Ｄ データの活用 〔数学的活動〕

第 1 量と測定についての理解の基 1 絵や図を用いた数量の ア 身の回りの事象を観察したり，具体物を

１ 礎 表現 操作したりして，数量や形を見いだす活動

学 量の大きさの直接比較，間接 絵や図を用いた数量の イ 日常生活の問題を具体物などを用いて解

年 比較／任意単位を用いた大き 表現 決したり結果を確かめたりする活動

さの比べ方 ウ 算数の問題を具体物などを用いて解決し

2 時刻の読み方 たり結果を確かめたりする活動

時刻の読み方 エ 問題解決の過程や結果を，具体物や図な

どを用いて表現する活動

第 1 長さ，かさの単位と測定 1 簡単な表やグラフ ア 身の回りの事象を観察したり，具体物を

２ 長さやかさの単位と測定／お 簡単な表やグラフ 操作したりして，数量や図形に進んで関わ

学 よその見当と適切な単位 る活動

年 2 時間の単位 イ 日常の事象から見いだした算数の問題

時間の単位と関係 を，具体物，図，数，式などを用いて解決

し，結果を確かめる活動

ウ 算数の学習場面から見いだした算数の問

題を，具体物，図，数，式などを用いて解

決し，結果を確かめる活動

エ 問題解決の過程や結果を，具体物，図，

数，式などを用いて表現し伝え合う活動

第 1 長さ，重さの単位と測定 1 表と棒グラフ ア 身の回りの事象を観察したり，具体物を

３ 長さや重さの単位と測定／適 データの分類整理と表 操作したりして，数量や図形に進んで関わ

学 切な単位と計器の選択（メー ／棒グラフの特徴と用 る活動

年 トル法の単位の仕組み（←小 い方（内容の取扱いに， イ 日常の事象から見いだした算数の問題

６）） 最小目盛りが２，５な を，具体物，図，数，式などを用いて解決

2 時刻と時間 どの棒グラフや複数の し，結果を確かめる活動

時間の単位（秒）／時刻や時 棒グラフを組み合わせ ウ 算数の学習場面から見いだした算数の問

間を求めること たグラフを追加） 題を，具体物，図，数，式などを用いて解

決し，結果を確かめる活動

エ 問題解決の過程や結果を，具体物，図，

数，式などを用いて表現し伝え合う活動
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Ａ 数と計算 Ｂ 図形

第 1 整数の表し方 1 平行四辺形，ひし形，台形など

４ 億，兆の単位 の平面図形

学 2 概数と四捨五入 直線の平行や垂直の関係／平行四

年 概数が用いられる場合／四捨五入／四則計算の結果の見積り 辺形，ひし形，台形

3 整数の除法 2 立方体，直方体などの立体図形

除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の除法の計算の仕 立方体，直方体／直線や平面の平

方／除法の計算を用いること／被除数，除数，商及び余りの間の関 行や垂直の関係／見取図，展開図

係／除法に関して成り立つ性質 3 ものの位置の表し方

4 小数の仕組みとその計算 ものの位置の表し方

小数を用いた倍／小数と数の相対的な大きさ／小数の加法，減法／ 4 平面図形の面積

乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法 面積の単位（㎠，㎡，㎢）と測定

5 同分母の分数の加法，減法 ／正方形，長方形の面積（メート

大きさの等しい分数／分数の加法，減法 ル法の単位の仕組み（←小６））

6 数量の関係を表す式 5 角の大きさ

四則を混合した式や（ ）を用いた式／公式／□，△などを用いた 回転の大きさ／角の大きさの単位

式 と測定

7 四則に関して成り立つ性質

四則に関して成り立つ性質

8 そろばん

そろばんによる計算の仕方

第 1 整数の性質 1 平面図形の性質

５ 偶数，奇数／約数，倍数 図形の形や大きさが決まる要素と

学 2 整数，小数の記数法 図形の合同／多角形についての簡

年 10倍，100倍，1000倍， ， などの大きさ 単な性質／正多角形／円周率

3 小数の乗法，除法 2 立体図形の性質

小数の乗法，除法の意味／小数の乗法，除法の計算／計算に関して 角柱や円柱

成り立つ性質の小数への適用 3 平面図形の面積

4 分数の意味と表し方 三角形，平行四辺形，ひし形及び

分数と整数，小数の関係／除法の結果と分数／同じ大きさを表す分 台形の面積の計算による求め方

数／分数の相等と大小 4 立体図形の体積

5 分数の加法，減法 体積の単位（㎤，㎥）と測定

異分母の分数の加法，減法 立方体及び直方体の体積の計算に

6 数量の関係を表す式 よる求め方（メートル法の単位の

数量の関係を表す式 仕組み（←小６））

第 1 分数の乗法，除法 1 縮図や拡大図，対称な図形

６ 分数の乗法及び除法の意味／分数の乗法及び除法の計算／計算に関 縮図や拡大図／対称な図形

学 して成り立つ性質の分数への適用（分数×整数，分数÷整数（←小 2 概形とおよその面積

年 ５）） 概形とおよその面積

2 文字を用いた式 3 円の面積

文字を用いた式 円の面積の求め方

4 角柱及び円柱の体積

角柱及び円柱の体積の求め方

１

10 100
１
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Ｃ 変化と関係 Ｄ データの活用 〔数学的活動〕

第 1 伴って変わる二つの数量 1 データの分類整理 ア 日常の事象から算数の問題を見いだして解

４ 変化の様子と表や式，折 二つの観点から分類する 決し，結果を確かめたり，日常生活等に生かし

学 れ線グラフ 方法／折れ線グラフの特 たりする活動

年 2 簡単な場合についての割 徴と用い方（内容の取扱 イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだし

合 いに，複数系列のグラフ て解決し，結果を確かめたり，発展的に考察し

簡単な場合についての割 や組み合わせたグラフを たりする活動

合 追加） ウ 問題解決の過程や結果を，図や式などを用

いて数学的に表現し伝え合う活動

第 1 伴って変わる二つの数量 1 円グラフや帯グラフ ア 日常の事象から算数の問題を見いだして解

５ の関係 円グラフや帯グラフの特 決し，結果を確かめたり，日常生活等に生かし

学 簡単な場合の比例の関係 徴と用い方／統計的な問 たりする活動

年 2 異種の二つの量の割合 題解決の方法（内容の取 イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだし

速さなど単位量当たりの 扱いに，複数の帯グラフ て解決し，結果を確かめたり，発展的に考察し

大きさ（速さ（←小６）） を比べることを追加） たりする活動

3 割合（百分率） 2 測定値の平均 ウ 問題解決の過程や結果を，図や式などを用

割合／百分率 平均の意味 いて数学的に表現し伝え合う活動

第 1 比例 1 データの考察 ア 日常の事象を数理的に捉え問題を見いだし

６ 比例の関係の意味や性質 代表値の意味や求め方（← て解決し，解決過程を振り返り，結果や方法を

学 ／比例の関係を用いた問 中１）／度数分布を表す 改善したり，日常生活等に生かしたりする活動

年 題解決の方法／反比例の 表やグラフの特徴と用い イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだし

関係 方／目的に応じた統計的 て解決し，解決過程を振り返り統合的・発展的

2 比 な問題解決の方法 に考察する活動

比 2 起こり得る場合 ウ 問題解決の過程や結果を，目的に応じて図

起こり得る場合 や式などを用いて数学的に表現し伝え合う活動
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資質・能力（「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」）(図３)

小学校 Ａ 数と計算 Ｂ 図 形 Ｃ 測 定

第１学年 ものの数に着目し，具体物や図 ものの形に着目して特徴を捉え 身の回りにあるものの特徴を量
などを用いて数の数え方や計算 たり，具体的な操作を通して形 に着目して捉え，量の大きさの
の仕方を考える力 の構成について考えたりする力 比べ方を考える力

第２学年 数とその表現や数量の関係に着 平面図形の特徴を図形を構成す 身の回りにあるものの特徴を量
目し，必要に応じて具体物や図 る要素に着目して捉えたり，身 に着目して捉え，量の単位を用
などを用いて数の表し方や計算 の回りの事象を図形の性質から いて的確に表現する力
の仕方などを考察する力 考察したりする力

第３学年 数とその表現や数量の関係に着 平面図形の特徴を図形を構成す 身の回りにあるものの特徴を量
目し，必要に応じて具体物や図 る要素に着目して捉えたり，身 に着目して捉え，量の単位を用
などを用いて数の表し方や計算 の回りの事象を図形の性質から いて的確に表現する力
の仕方などを考察する力 考察したりする力

Ａ 数と計算 Ｂ 図 形

第４学年 数とその表現や数量の関係に着 図形を構成する要素及びそれら
目し，目的に合った表現方法を の位置関係に着目し，図形の性
用いて計算の仕方などを考察す 質や図形の計量について考察す
る力 る力

第５学年 数とその表現や計算の意味に着 図形を構成する要素や図形間の
目し，目的に合った表現方法を 関係などに着目し，図形の性質
用いて数の性質や計算の仕方な や図形の計量について考察する
どを考察する力 力

第６学年 数とその表現や計算の意味に着目 図形を構成する要素や図形間の
し，発展的に考察して問題を見い 関係などに着目し，図形の性質
だすとともに，目的に応じて多様 や図形の計量について考察する
な表現方法を用いながら数の表し 力
方や計算の仕方などを考察する力

中学校 Ａ 数と式 Ｂ 図 形

第１学年 数の範囲を拡張し，数の性質や計 図形の構成要素や構成の仕方に着
算について考察したり，文字を用 目し，図形の性質や関係を直観的
いて数量の関係や法則などを考察 に捉え論理的に考察する力
したりする力

第２学年 文字を用いて数量の関係や法則な 数学的な推論の過程に着目し，図
どを考察する力 形の性質や関係を論理的に考察し

表現する力

第３学年 数の範囲に着目し，数の性質や計 図形の構成要素の関係に着目し，
算について考察したり，文字を用 図形の性質や計量について論理的
いて数量の関係や法則などを考察 に考察し表現する力
したりする力
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Ｄ データの活用 学びに向かう力・人間性等

データの個数に着目して身の回 数量や図形に親しみ，算数で学んだことのよさや楽しさ
りの事象の特徴を捉える力 を感じながら学ぶ態度

身の回りの事象をデータの特徴 数量や図形に進んで関わり，数学的に表現・処理したこ
に着目して捉え，簡潔に表現し とを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習
たり考察したりする力 に活用しようとする態度

身の回りの事象をデータの特徴 数量や図形に進んで関わり，数学的に表現・処理したこ
に着目して捉え，簡潔に表現し とを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習
たり適切に判断したりする力 に活用しようとする態度

Ｃ 変化と関係 Ｄ データの活用 学びに向かう力・人間性等

伴って変わる二つの 目的に応じてデータを収集し， 数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え
数量やそれらの関係 データの特徴や傾向に着目して 検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，
に着目し，変化や対 表やグラフに的確に表現し，そ 数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用し
応の特徴を見いだし れらを用いて問題解決したり， ようとする態度
て，二つの数量の関 解決の過程や結果を多面的に捉
係を表や式を用いて え考察したりする力
考察する力

伴って変わる二つの 目的に応じてデータを収集し， 数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え
数量やそれらの関係 データの特徴や傾向に着目して 検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，
に着目し，変化や対 表やグラフに的確に表現し，そ 数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用し
応の特徴を見いだし れらを用いて問題解決したり， ようとする態度
て，二つの数量の関 解決の過程や結果を多面的に捉
係を表や式を用いて え考察したりする力
考察する力

伴って変わる二つの 身の回りの事象から設定した問 数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え
数量やそれらの関係 題について，目的に応じてデー 検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，
に着目し，変化や対 タを収集し，データの特徴や傾 数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用し
応の特徴を見いだし 向に着目して適切な手法を選択 ようとする態度
て，二つの数量の関 して分析を行い，それらを用い
係を表や式，グラフ て問題解決したり，解決の過程
を用いて考察する力 や結果を批判的に考察したりす

る力

Ｃ 関 数 Ｄ データの活用 学びに向かう力・人間性等

数量の変化や対応に データの分布に着目し，その傾向 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，
着目して関数関係を を読み取り批判的に考察して判断 数学を生活や学習に生かそうとする態度，
見いだし，その特徴 したり，不確定な事象の起こりや 問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度，
を表，式，グラフな すさについて考察したりする力 多面的に捉え考えようとする態度
どで考察する力

関数関係に着目し， 複数の集団のデータの分布に着目 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，
その特徴を表，式， し，その傾向を比較して読み取り 数学を生活や学習に生かそうとする態度，
グラフを相互に関連 批判的に考察して判断したり，不 問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，
付けて考察する力 確定な事象の起こりやすさについ 多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度

て考察したりする力

関数関係に着目し， 標本と母集団の関係に着目し，母 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，
その特徴を表，式， 集団の傾向を推定し判断したり， 数学を生活や学習に生かそうとする態度，
グラフを相互に関連 調査の方法や結果を批判的に考察 問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，
付けて考察する力 したりする力 多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度
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第２章 数学科の目標及び内容

第１節 数学科の目標

１ 教科の目標

(1) 目標の設定について

中学校数学科においては，数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及

び技能を確実に習得し，これらを活用して問題を解決するために必要な数学的な

思考力，判断力，表現力等を育むとともに，数学のよさを知り，数学と実社会と

の関連についての理解を深め，数学を主体的に生活や学習に生かそうとしたり，

問題解決の過程を評価・改善しようとしたりするなど，数学的に考える資質・能

力を育成することを目指すこととした。

(2) 目標について

中学校学習指導要領の数学科の目標は，次のとおりである。

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解する

とともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を

見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生

活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を養う。

今回の改訂では，中学校数学科の目標を，(1)知識及び技能，(2)思考力，判断

力，表現力等，(3)学びに向かう力，人間性等の三つの柱に基づいて示すととも

に，それら数学的に考える資質・能力全体を「数学的な見方・考え方を働かせ，

数学的活動を通して」育成することを目指すことを柱書に示した。すなわち，中

学校数学科の目標をなす資質・能力の三つの柱は，数学的な見方・考え方と数学

的活動に相互に関連をもたせながら，全体として育成されることに配慮する必要

がある。ここでは，中学校数学科の目標を，大きく六つに分けて説明する。
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①「数学的な見方・考え方を働かせ」について

中央教育審議会答申において，「見方・考え方」が，各教科等の特質に応じた

物事を捉える視点や考え方として整理されたことを踏まえると，「数学的な見方

・考え方」は，数学の学習において，どのような視点で物事を捉え，どのような

考え方で思考をしていくのかという，物事の特徴や本質を捉える視点や，思考の

進め方や方向性を意味することと考えられる。また，答申において，「既に身に

付けた資質・能力の三つの柱によって支えられた「見方・考え方」が，習得・活

用・探究という学びの過程の中で働くことを通じて，資質・能力が更に伸ばされ

たり，新たな資質・能力が育まれたりし，それによって「見方・考え方」が更に

豊かなものになる，という相互の関係にある」と示されたことを踏まえ，「数学

的な見方・考え方」は，数学的に考える資質・能力の三つの柱である「知識及び

技能」，「思考力，判断力，表現力等」及び「学びに向かう力，人間性等」の全て

に働かせるものと考えられる。さらに，「数学的な見方・考え方」は，数学の学

習の中で働かせるだけではなく，大人になって生活していくに当たっても重要な

働きをするものと考えられる。数学の学びの中で鍛えられた見方・考え方を働か

せながら，世の中の様々な物事を理解し思考し，よりよい社会や自らの人生を創

り出していくことが期待される。

「数学的な見方・考え方」のうち，「数学的な見方」は，「事象を数量や図形及

びそれらの関係についての概念等に着目してその特徴や本質を捉えること」であ

り，また，「数学的な考え方」は，「目的に応じて数，式，図，表，グラフ等を活

用しつつ，論理的に考え，問題解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技

能を関連付けながら，統合的・発展的に考えること」である。以上のことから，

「数学的な見方・考え方」は，「事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着

目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること」として整理することができ

る。

「数学的な見方・考え方」は，数学的に考える資質・能力を支え，方向付ける

ものであり，数学の学習が創造的に行われるために欠かせないものである。また，

生徒一人一人が目的意識をもって問題を発見したり解決したりする際に積極的に

働かせていくものである。そのために，今回の改訂では，統合的・発展的に考え

ることを重視している。なお，発展的に考えるとは，数学を既成のものとみなし

たり，固定的で確定的なものとみなしたりせず，新たな概念，原理や法則などを

創造しようとすることである。例えば，０と正の数だけでは，０より小さい数量

を適切に表現することはできない。また，０と正の数の範囲で加法はいつでもで

きるが，減法はいつでもできるとは限らない。こうした問題を解決するために数

の範囲を拡げることが発展的に考えることになる。また，数の範囲を正の数と負
ひろ

の数にまで拡張することに対応して，四則計算の意味も，関連して広げて考える
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ようにすることも必要になる。既習のものと新しく生み出したものとを包括的に

扱えるように意味を規定したり，処理の仕方をまとめたりすることが統合的に考

えることになる。数学の学習では，このように創造的な発展を図るとともに，創

造したものをより高い，あるいは，より広い観点から統合してみられるようにす

ることが大切である。

数学的な見方・考え方を働かせることについては，例えば，関数領域において，

「一つの数量を調べようとするとき，それと関係が深い他の数量を見いだし，そ

れらの数量との間に成り立つ関係を明らかにし，その関係を利用する」ことが考

えられる。このような関数的な見方・考え方を働かせることにより，「知識及び

技能」，「思考力，判断力，表現力等」及び「学びに向かう力，人間性等」が育成

される。関数的な見方・考え方を働かせる際には，未知の事象を考察するために

新しい概念をつくることがあり，「知識及び技能」と関わっている。また，事象

を理想化したり単純化したりするなどして，数量と別の数量との間に既知の関数

関係が成り立つと仮定して問題を解決するなど「思考力，判断力，表現力等」が

必要となる。さらに，日常の事象や社会の事象に関心をもち，事象の中に隠れた

法則を見いだしたり，日常生活や社会に生かそうとしたりする科学的な態度が必

要とされ，「学びに向かう力，人間性等」と深く関わっている。また，関数的な

見方・考え方は，関数のみならず，数と式や，図形など他の領域においても広く

働かせることができるものである。このように，「数学的な見方・考え方」は，

数学的に考える資質・能力の育成に関して，数学の様々な領域において広く働か

せるものであることに留意する必要がある。

以上のように，数学的な見方・考え方を働かせた学習活動は，数学的に考える

資質・能力を育成する多様な機会を与えるとともに，数学や他教科の学習，日常

や社会において問題を論理的に解決していく場面などでも広く生かされるもので

ある。また，「数学的な見方・考え方」は，自然現象のみならず，成分の含有量

により年代測定をする考古学，糖分量により癌を発見する核医学，為替レートで
がん

経済状況を予測する経済学など，様々な分野で活用されている。このように，「数

学的な見方・考え方」は，身近な生活のみならず，社会における賢明な意思決定

や判断を行っていく上で必要不可欠な資質・能力を身に付ける際に有効に働くも

のである。素数が活用された暗号化技術がクレジットカードやインターネット通

販など日常生活のみならずグローバル社会における情報セキュリティを確保する

ための基盤となっているなど，初等的な数学的な見方・考え方であってもグロー

バルな社会において重大な役割を果たしている。したがって，数学の学習におい

て数学的な見方・考え方を働かせる機会を意図的に設定することが重要であり，

数学や他教科の学習を通して，数学的な見方・考え方も更に豊かなものになると

考えられる。
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②「数学的活動を通して」について

数学的活動とは，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，

協働的に解決する過程を遂行することである。これは，「生徒が目的意識をもっ

て主体的に取り組む数学に関わりのある様々な営み」であるとする従来の意味を

より明確にしたものである。

今回の改訂では，数学的に考える資質・能力を育成する上で，数学的な見方・

考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展開することを重視することとし

た。

数学的活動として捉える問題発見・解決の過程には，主として二つの過程を考

えることができる。一つは，日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表

現・処理し，問題を解決し，解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する

過程であり，もう一つは，数学の事象から問題を見いだし，数学的な推論などに

よって問題を解決し，解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する

過程である。これら二つの過程は相互に関わり合って展開される。数学の学習過

程においては，これらの二つの過程を意識しつつ，生徒が目的意識をもって遂行

できるようにすることが大切である。また，各場面で言語活動を充実し，それぞ

れの過程や結果を振り返り，評価・改善することができるようにすることも大切

である。これらの過程については，答申で示された次のようなイメージ図で考え

ることができる。

イメージ図の左側の【現実の世界】の部分を含む過程は，日常生活や社会の事

象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決し，解決過程を振り返り

得られた結果の意味を考察する過程である。日常の事象や社会の事象を数理的に

捉える過程を，このイメージ図では「日常生活や社会の事象の数学化」としてい
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る。これは，現実世界の事象を考察する際に，目的に応じて必要な観点をもち，

その観点から事象を理想化したり抽象化したりして，事象を数量や図形及びそれ

らの関係などに着目して数学の舞台にのせて考察しようとすることである。ここ

では，数学的な見方・考え方を働かせて，事象を数学の舞台にのせている点に留

意することが大切である。その結果として数学の舞台にのせたものが，イメージ

図の「数学的に表現した問題」である。そして，数学的に表現した問題をより特

定なものに焦点化して表現・処理し，得られた結果を解釈したり，類似の事象に

も活用したりして適用範囲を拡げる。
ひろ

数学の事象から問題を見いだし，数学的な推論などによって問題を解決し，解

決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する過程は，イメージ図の右

側の【数学の世界】に含まれる過程である。数学の事象から問題を見いだす過程

を，イメージ図では「数学の事象の数学化」としている。これは，数学的な見方

・考え方を働かせながら，数量や図形及びそれらの関係などに着目し，観察や操

作，実験などの活動を通して，一般的に成り立ちそうな事柄を予想することであ

る。この予想した事柄に関する問いが「数学的に表現した問題」となる。そして，

数学的に表現した問題をより特定なものに焦点化して表現・処理したり，得られ

た結果を振り返り統合的・発展的に考察したりする。

具体的には，幾つかの連続する整数の和に着目し，個別・具体的な場合を計算

するなどし，そこにおいて成り立つ規則性に気付き，予想を立てる。そして，例

えば「三つの連続する整数の和はいつでも３の倍数になるのであろうか」という

数学的に表現した問題において，文字の式を用いてこの予想が正しいことを説明

する。説明を終えた後でも，深い学びを目指して，問題解決の過程や結果を振り

返り，新たに幾つかの整数の和に着目することで，「等間隔に並んだ整数の和」

や「連続する奇数個の整数の和」，「連続する偶数個の整数の和」などについても，

統合的・発展的に考察する。このような過程を通して，粘り強く考え続けようと

することは，数学を創造的に学ぶ上で大切なことである。

このイメージ図は数学の問題発見・解決の過程全体を示しており，「数学的活

動を通して」とは，単位授業時間においてこれらの過程の全てを学習することを

求めるものではないことに留意する。実際の数学の学習過程では，このイメージ

図の過程を意識しつつ，指導において必要な過程を遂行し，その結果，これらの

過程全体を自立的，協働的に遂行できるようにすることが大切である。

なお，中学校数学科においては，数学的活動を通して主体的・対話的で深い学

びを実現するために，その主要な側面として，「日常の事象や社会の事象から問

題を見いだし解決する活動」，「数学の事象から問題を見いだし解決する活動」，

「数学的な表現を用いて説明し伝え合う活動」の三つを〔数学的活動〕として各

学年の内容として示している。これらのことについては，第２章の第２節，第３
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章で詳しく述べる。

③「数学的に考える資質・能力を育成すること」について

今回の改訂では，数学の学習において「何を学ぶか」のみならず「何ができる

ようになるか」という観点から整理された育成を目指す資質・能力を示すことと

した。「数学的に考える資質・能力」とは，数学科の目標で示された三つの柱で

整理された算数・数学教育で育成を目指す力のことである。これらの資質・能力

は，数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して，三つの柱をバランス

よく育成することが必要である。また，これらの資質・能力は，数学の学習の基

盤となるだけではなく，教科等の枠を越えて全ての学習の基盤として育んでいく

ことが大切である。

以下④から⑥では，中学校数学で育成を目指す資質・能力の三つの柱について

解説する。

④「数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，

事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能

を身に付けるようにする」について

これは，育成を目指す資質・能力の柱の中の「知識及び技能」に関わるもので

ある。知識及び技能には，概念的な理解や数学を活用して問題解決する方法の理

解，数学的に表現・処理するための技能などが含まれる。

中学校数学科で扱う基礎的な概念や原理・法則は，生活や様々な学習の基盤と

なるものである。ここで，概念や原理・法則は，数学の知識の裏付けとなるもの

であり，技能の支えとなるものである。すなわち，概念や原理・法則の理解は，

事実的知識の暗記や機械的技能の訓練ではなく，深い学びを実現する上で欠かす

ことができないものである。例えば，文字を用いた式の計算，方程式を解くこと

などの技能を学ぶ際には，その手続きの基礎に概念や原理・法則があることや，

概念や原理・法則をうまく使って数学的な処理の仕方が考え出されることを理解

することが大切である。

基礎的な概念や原理・法則を理解するということは，数学の特質からみて，よ

り進んだ知識や技能を生み出すこと，発展的に考えることを可能にするものであ

る。したがって，基礎的な概念や原理・法則を理解できるようにするためには，

基礎的な概念や原理・法則に基づく知識及び技能を，問題発見・解決の過程にお

いて的確かつ能率的に用いるとともに，様々な日常や社会の事象の考察に生かし

たり，より広い数学的な対象について統合的・発展的に考察したりできるよう配

慮することが大切である。数学的活動を通した概念や原理・法則の理解に裏付け

られた発展性のある知識及び技能こそが，生きて働く知識や技能なのである。

問題発見・解決の過程を遂行するためには，事象を数学化したり，数学的に解

釈したり，数学的に表現・処理したりすることが必要である。問題発見・解決の
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過程には，主として日常生活や社会の事象に関わる過程と，数学の事象に関わる

過程がある。

日常生活や社会の事象は，そのままで数学の舞台にのせることはできないこと

がある。そのため，事象を数学化する際には，事象に潜む関係を解明したり活用

したりするなどのねらいに即して，事象を理想化したり単純化したり，条件を数

学的に表現したりすることが必要とされる。また，得られた数学的な結果につい

て実際の問題の答えとして受け入れるかどうかを判断するために，数学的な結果

を具体的な事象に即して解釈することも必要である。このような問題発見・解決

の基礎をなす技能を身に付けることにより，事象を数学の舞台にのせ，社会生活

や自然界における事物・現象等の広い範囲にわたる事象について考察することが

できるようになる。

数学の事象から問題を見いだし考察する過程において，事象を数学化する際に

は，数量や図形などに関する性質や関係を調べるねらいに即して，事象を一般化

したり拡張したり，条件を数学的に表現したりすることが必要とされる。また，

数量や図形などに関する性質や関係を，数学の用語や記号によって表現したり，

数学的な推論に必要な仮定や，それによって得られた結論を表現したり読み取っ

たりすることも必要である。このような問題発見・解決の基礎をなす技能を身に

付けることにより，原初となる具体的な数学の問題から，条件を変えたり，条件

を弛めたりするなどして新たに設定した問題へと統合的・発展的に考察すること
ゆる

ができるようになる。

また，問題発見・解決の過程において，数学を適切に活用するためには，生き

て働く数学的な知識に支えられた技能を習得することが大切である。事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能は，数学的

な概念・原理・法則と相互に支え合い，一体的なものとして学ばれるものである。

このように，数学的な技能は，数学をどのように活用するのか，その方法につい

ての理解と一体化したものとみなされる。例えば，一次方程式を活用して数学の

問題を解決するとき，「ある数量に着目し，その数量を二通りに表し，それらを

等号で結ぶ」という方法を用いることで，問題場面を一次方程式に表すことがで

きることを知ることが大切である。また，表された方程式は具体的な数量の意味

を考えずに「等式の性質」に基づいて形式的に処理することができること，さら

には，表された方程式が問題場面の全ての条件を表現してはいないので，得られ

た方程式の解が実際の問題場面に即して意味をもつかどうかを吟味しなければな

らないことを知ることも大切である。このように，問題解決に数学を活用する技

能は，いわば「方法知」とでも呼ばれる問題解決する方法に関する知識と深く関

わっているのである。

⑤「数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし
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統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に

表現する力を養う」について

これは，育成を目指す資質・能力の柱の中の「思考力，判断力，表現力等」に

関わるものである。思考力，判断力，表現力等は，問題を見いだしたり，知識及

び技能を活用して問題を解決したりする際に必要である。

数学を活用して事象を論理的に考察する力

数学を活用して事象を論理的に考察する力は，様々な事象を数理的に捉え，数

学的に表現・処理し，問題を解決し，解決過程を振り返り得られた結果の意味を

考察する過程を遂行することを通して養われていく。

数学が活用できるように事象を数学化するには，ねらいに即して事象から条件

や仮定を設定し，数学の問題として表現することが必要である。また，問題の解

決に当たっては，解決の見通しをもつとともに，その解決の正しいことを確かな

根拠から論理的に考察する力が必要である。そのような力を養う際に，一方では，

直観的，帰納的，類推的に推論する力を養うとともに，他方では演繹的に推論す
えき

る力を養うことも重要である。これらの二つの面を共に伸ばして，問題の発見と

解決に役立てていくことが大切であり，特に，得られた結果の意味を，条件や仮

定に即して考察する機会を設けることが重要である。

数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力

数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力は，主に，数学

の事象から問題を見いだし，数学的な推論などによって問題を解決し，解決の過

程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する過程を遂行することを通して養

われていく。数学が歴史的に発展しているのは，一旦解決された問題やその解決

過程を振り返り，問題の条件や仮定を見直したり，共通する性質を見いだしたり，

概念を一般化したり拡張したりする活動を数学者たちが続けているからである。

したがって，数学の事象についての問題解決の指導に当たっては，振り返ること

による新たな問題の発見を生徒に促すことが大切である。その際，得られた解決

に関して，「他に分かることがないかを考えること」，「問題解決の過程を振り返

り，本質的な条件を見いだし，それ以外の条件を変えること」，「問題の考察範囲

自体を拡げること」，「類似な事柄の間に共通する性質を見いだすこと」などの新
ひろ

しい知識を得る視点を明確にしつつ，さらなる活動を促すことも大切である。

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力

数学では言葉や数，式，図，表，グラフなどの様々な表現を用いる。数学的な

表現は物事の特徴を抽象し簡潔・明瞭に表すとともに，考察対象を一般的に表す。

このように数学的な表現は，それを使わないで考えるよりも質の高い思考を可能

にする。他方で，数学的な表現には，例えば，式は数量やその関係について一般

的な表現や形式的な操作を可能にし，図は視覚的な把握を容易にし，表は変化の
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規則性を示唆し，グラフは事象の変化の様子を視覚的に把握することを容易にす

るなど，それぞれに長所がある。指導に当たっては，目的に応じて的確な数学的

な表現を選択したり，一つの対象の幾つかの数学的な表現を相互に関連付けたり

することを通して，事象の本質を捉えたり，理解を深めたりするように配慮する

ことが大切である。また，その際に，問題解決の過程を振り返りながら，表現を

自立的，協働的に修正・改善したり，議論の前提を明確にしたりしながら，問題

の特徴や本質を捉えることも大切である。

⑥「数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習

に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態

度を養う」について

これは，育成を目指す資質・能力の柱の中の「学びに向かう力，人間性等」に

関わるものである。学びに向かう力，人間性等には，数学のよさを実感して粘り

強くかつ柔軟に考えようとすることなどが求められる。

例えば，ＩＥＡの国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ２０１５）におけ

る我が国の質問紙調査の結果では，数学を学ぶ楽しさや，実社会との関連に対し

て肯定的な回答をする割合も改善が見られる一方で，いまだ諸外国と比べると低

い状況にあるなど学習意欲面で課題がある。また，小学校と中学校の間で算数・

数学の勉強に対する意識に差があり，小学校から中学校に移行すると，数学の学

習に対し肯定的な回答をする生徒の割合が低下する傾向にある。これらのことか

らも，生徒が，数学は楽しい，数学は面白いと実感し，数学が得意であるという

自己肯定的な態度を養うことが大切である。

数学的活動の楽しさ

生徒が数学の学習に主体的に取り組むことができるようになるためには，数学

的活動の楽しさや数学のよさを実感することが大切である。「数学的活動の楽し

さ」については「数学のよさ」とともに「実感」することとしている。これは，

これまで以上に情意的な側面を大切にし，数学を学ぶことへの意欲を高めるとと

もに，数学的活動に主体的に取り組むことを大切にするとの趣旨によるものであ

る。すなわち，単にでき上がった数学を知るだけでなく，事象を理想化したり抽

象化したりして数学の舞台にのせ，事象に潜む法則を見つけたり，観察や操作，

実験などの活動を通して，数や図形の性質などを見いだしたりし，見いだした性

質を発展させる活動などを通して数学を学ぶことを重視することが大切である。

さらに，自立的，協働的な活動を通して数学を学ぶことを体験する機会を設け，

その過程で様々な工夫，驚き，感動を味わい，数学を学ぶことの面白さ，考える

ことの楽しさを味わえるようにすることが大切である。

数学のよさ

数学的に考えることのよさ，数学的な表現や処理のよさ，数学の実用性などを
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実感し，様々な事象の考察や問題解決に数学を活用しようとする態度を育成する

ためには，何よりも「数学のよさ」を実感できるようにすることが大切である。

ここで，「数学のよさ」とは，例えば「数量の関係を方程式で表すことができれ

ば，形式的に変形して解を求めることができる」といった数学的な表現や処理の

よさや，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則のよさ，数学的な見

方・考え方を働かせることのよさなどを意味する。また，数学が生活に役立つこ

とや数学が科学技術を支え相互に関わって発展してきていることなど，社会にお

ける数学の意義や価値も含まれる。数学のよさを実感できるようにするためには，

数学を学ぶ過程で，数学的な知識及び技能を確実に用いることができるようにな

ったり，思考力，判断力，表現力等を発揮することによって能率的に物事を処理

できるようになったり，事柄を簡潔かつ明瞭に表現して的確に捉えることができ

るようになったりする成長の過程を振り返るなどして明確に意識できるようにす

ることが大切である。

数学を生活や学習に生かそうとする態度

数学的活動の楽しさや数学のよさは，数学が生活や他教科等の学習において生

かされることを通して実感される。それゆえ，数学が日常生活や社会生活などに

必須な知識や技能を与えるだけでなく，他教科の学習やその後の人生において欠

くことのできないものであることに気付かせることが大切である。現代の社会生

活において思慮深く賢明な市民として生きていくには，文字や記号を駆使した代

数的な見方・考え方や，図形の性質を直観的，論理的に考察する幾何的な見方・
き か

考え方，変数や対応を視点とした関数的な見方・考え方，不確定なデータを扱う

統計的な見方・考え方及び確率的な見方・考え方などを自在に働かせられるよう

にすることが大切である。これら「見方・考え方」を働かせた数学的活動を通し

て，生活や学習に果たす数学の役割に気付くことができるようにし，数学を積極

的に活用しようとする態度を養うことが大切である。そのような態度を養うこと

により，知識基盤社会において学びに向かう力や人間性等を養うことにつながる。

問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度

数学的に問題解決する過程では，事象を数学的に表現し，構想や見通しを立て，

試行錯誤により解決し，結果を導くなどする。しかし，結果が得られたところで

終わるのではなく，結果の妥当性を検討することが大切である。その際，解決の

方法や内容，順序を見直したり，自らの取り組みを客観的に評価したりすること

が大切であり，これらが評価・改善しようとする態度であるといえる。

問題解決の過程を振り返って，評価・改善しようとする態度を育成するために

は，協働的な活動を通して，生徒同士の多様な考えを認め合うことも重要である。

多様な考えを相互に出し合い認め合うことは，よりよい問題解決を実現するだけ

でなく，次の機会に向けた新たな発想を引き出すことにつながる。価値観の多様
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化する現代社会においては，特定の見方・考え方に固執するのではなく，柔軟に

思考し，事象を多様な視点から捉え，それらを比較するなどして新しい考えを創

造しようとする態度が重要となっている。

２ 学年の目標

(1) 学年の目標の設定についての考え方

中学校数学科の目標は，数学の指導全体を通して達成を目指すものであるから，

一般的かつ包括的に述べている。この目標を実際の指導で達成するためには，更

に具体的な目標が必要となる。これを，数学の内容の系統性と生徒の発達の段階

に応じて学年ごとに明らかにしたものが，各学年の目標である。したがって各学

年の目標はそれぞれの学年の枠だけで捉えるのではなく，その系統性や後述する

「内容構成の考え方」を踏まえ，中学校の３年間で漸次達成していく目標として

捉えておく必要がある。

学年の目標は，「数学科の目標」と同様に，各学年で育成を目指す資質・能力

の三つの柱「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，

人間性等」に沿って整理し，それぞれを(1)，(2)，(3)として示した。また(1)，

(2)は，各学年で指導すべき主な「内容」に関するものである。(3)は学年や指導

する内容に応じて大きく異なるものではないので「数学科の目標」の(3)と共通

的に示しているが，生徒の発達段階を踏まえて，第１学年と第２，３学年ではや

や異なるものとしている。

各学年で指導する内容は，

Ａ 数と式， Ｂ 図形， Ｃ 関数， Ｄ データの活用， 〔数学的活動〕

に分けて示したが，それぞれの内容において育成を目指す資質・能力は，その領

域のみのものではなく，相互に関連している。例えば，「Ａ数と式」の領域にお

ける正の数と負の数の学習は，数の概念を豊かにし減法を加法の式でまとめるこ

とができるなど，式の機能を高めるものである。また，この正の数と負の数の学

習は，「Ｃ関数」の領域の比例定数や変域の理解を深め，関数の概念を豊かにし，

その有用性を高めるものでもある。そしてこのような学習を通して，正の数・負

の数を統一的に捉える力は，漸次育成されるものである。

このような趣旨から，常に，「数学科の目標」と「学年の目標」との関連，そ

して領域相互の関連を考えて，「内容」の指導に当たっていくことが必要である。

また，各学年の目標には柱書を示していないが，小・中・高等学校共通で算数科

・数学科の目標の柱書に示した「数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を

通して，数学的に考える資質・能力の育成を目指す」ことは，いずれの学年にお

いても重要であり，指導に際しては常に留意することが大切である。
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(2) 各学年の目標一覧

第１学年 第２学年 第３学年

(1) 正の数と負の数，文字を (1) 文字を用いた式と連立 (1) 数の平方根，多項式と

用いた式と一元一次方程 二元一次方程式，平面 二次方程式，図形の相似，

式，平面図形と空間図形， 図形と数学的な推論， 円周角と中心角の関係，

比例と反比例，データの分 一次関数，データの分 三平方の定理，

布と確率などについての基 布と確率などについて 関数 y＝ ax2
，標本調査

礎的な概念や原理・法則な の基礎的な概念や原理 などについての基礎的な

どを理解するとともに，事 ・法則などを理解する 概念や原理・法則などを

象を数理的に捉えたり，数 とともに，事象を数学 理解するとともに，事象

学的に解釈したり，数学的 化したり，数学的に解 を数学化したり，数学的

に表現・処理したりする技 釈したり，数学的に表 に解釈したり，数学的に

能を身に付けるようにす 現・処理したりする技 表現・処理したりする技

る。 能を身に付けるように 能を身に付けるようにす

する。 る。

(2) 数の範囲を拡張し，数の (2) 文字を用いて数量の関 (2) 数の範囲に着目し，数

性質や計算について考察し 係や法則などを考察す の性質や計算について考

たり，文字を用いて数量の る力，数学的な推論の 察したり，文字を用いて

関係や法則などを考察した 過程に着目し，図形の 数量の関係や法則などを

りする力，図形の構成要素 性質や関係を論理的に 考察したりする力，図形

や構成の仕方に着目し，図 考察し表現する力，関 の構成要素の関係に着目

形の性質や関係を直観的に 数関係に着目し，その し，図形の性質や計量に

捉え論理的に考察する力， 特徴を表，式，グラフ ついて論理的に考察し表

数量の変化や対応に着目し を相互に関連付けて考 現する力，関数関係に着

て関数関係を見いだし，そ 察する力，複数の集団 目し，その特徴を表，式，

の特徴を表，式，グラフな のデータの分布に着目 グラフを相互に関連付け

どで考察する力，データの し，その傾向を比較し て考察する力，標本と母

分布に着目し，その傾向を て読み取り批判的に考 集団の関係に着目し，母

読み取り批判的に考察して 察して判断したり，不 集団の傾向を推定し判断

判断したり，不確定な事象 確定な事象の起こりや したり，調査の方法や結

の起こりやすさについて考 すさについて考察した 果を批判的に考察したり

察したりする力を養う。 りする力を養う。 する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数 (3) 数学的活動の楽しさや (3) 数学的活動の楽しさや

学のよさに気付いて粘り強 数学のよさを実感して 数学のよさを実感して粘

く考え，数学を生活や学習 粘り強く考え，数学を り強く考え，数学を生活

に生かそうとする態度，問 生活や学習に生かそう や学習に生かそうとする

題解決の過程を振り返って とする態度，問題解決 態度，問題解決の過程を

検討しようとする態度，多 の過程を振り返って評 振り返って評価・改善し

面的に捉え考えようとする 価・改善しようとする ようとする態度，多様な

態度を養う。 態度，多様な考えを認 考えを認め，よりよく問

め，よりよく問題解決 題解決しようとする態度

しようとする態度を養 を養う。

う。
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第２節 数学科の内容

１ 内容構成の考え方

(1) 数学科の内容について

中学校数学科で取り上げる内容については，

ア) 日常生活や社会において自立的，協働的に生きる基盤として不可欠であり

常に活用できるようになっていることが望ましい内容

イ) 義務教育以降の様々な専門分野における学習を深めていく上で共通の基盤

として習得しておくことが望ましい内容

ウ）論理的思考力，直観力，説明し伝え合う力等，数学が人格の形成において

果たす役割に鑑みて，育成しておくことが望ましい内容

の三つの観点から，数学科の学習を通して育成を目指す資質・能力を「知識及び

技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の三つの

柱に沿って整理して構成した。その際，小学校算数科で学習した内容を基に，そ

れらとの関連に配慮し質的に深め広げること及び高等学校数学科における学習へ

の準備段階としての位置付けに配慮した。

各学年に配当された中学校数学科の内容についての詳しい説明は第３章で取り

上げることとし，ここでは，まず，数学的活動との関連で数学を学習する意義を

確認し，次に，各学年を通じた中学校数学科の内容の大まかな骨組みを説明する。

数学的活動と数学を学ぶことの意義

数学は，問題を発見して解決し，それらを振り返りながら，さらに考え続ける

ことで発展をしている。数学を学ぶことは，問題を発見しそれを解決する喜びを

感得し，人生をより豊かに生きることに寄与するものと考えられる。また，これ

からの社会を思慮深く生きる人間を育成することにも大きく貢献すると考えられ

る。数学の学習では，主体的に問題発見・解決の過程を遂行すること，そして，

これを振り返って言語としての数学で表現し，意見の交流や議論などを通して吟

味を重ね，更に洗練させていくことが大切であり，ここに数学的活動の教育的意

義がある。数学の学習は，こうした活動を通して，数学や数学的構造を認識する

過程と捉えることができる。これらの活動を振り返りながら数学的認識を漸次高

めていくことは，自らの知識を再構成することにほかならない。

こうした経験によって得られた知識そのものにも価値があるが，その際に身に

付けた知識を獲得する方法，また，知識を構成する視点も重要である。これらは

新たな問題解決の有効な手掛かりとなり，新たな問題の発見につながるとともに，

新たな知識の獲得を促す源となる。このように新たな知識の獲得や認識の深化は，

自らの活動による経験に応じて成されるものであることから，数学的活動を充実
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し，問題解決に取り組むことができるようにすることが大切である。

中学校数学科の内容の骨子

今回の改訂では，数学科において育成を目指す資質・能力を学年進行とともに

高めていけるよう内容の再構成を図った。この中学校数学科の内容の骨子を簡略

に述べると次のようになる。

① 数の概念及びその範囲の拡張

② ユークリッド空間

③ 関数

④ 不確定な事象

⑤ 文字を用いた式

⑥ 数学的な推論

⑦ 数学的に表現すること

⑧ 数学的に説明し伝え合うこと

このうち①から③は，確定した事象を数学的に把握する主として数学の世界に

関する項目，④は，不確定な事象を数学的に把握する主として現実の世界に関す

る項目，また，⑤から⑧は，①から④の項目の学習を支える項目である。以下，

これらについて説明する。

①数の概念及びその範囲の拡張

現実の世界の事象について考察するには，小学校算数科で学んだ数の範囲だけ

では不十分な場合がある。このような場合に対応できるようにするため，中学校

数学科では，算数で学んだ数の範囲を，正の数と負の数の範囲に，さらには，無

理数を含んだ範囲にまで拡げる。中学校数学科における数の範囲の拡張は，公理
ひろ

的な構成とは異なり，具体的な場面と関連付けて，観察や操作，実験などの活動

を通して行われ，高等学校に引き継がれる。

中学校数学科では，小学校算数科で学んだ数について，より数学的な視点から

見直すことになる。そして，自然数，素数，整数，有理数，無理数の用語を学ぶ。

ここで，小学校算数科では整数を０と自然数の集合として用いてきたが，中学校

数学科では同じ用語を０と正の数，負の数を含む数の概念として用いることにな

る。また，分数は有理数として見直され，数としてではなく有理数の表記として

捉え直すことになる。今回の改訂においても，小・中学校の間の円滑な接続が強

く要請されており，既習のことを振り返り，それを新たな視点から再構成し，具

体的な問題解決の場面で活用できるようにする指導を行う必要がある。

②ユークリッド空間

ユークリッド空間の幾何学は，数学の世界で直線や平面などの図形及びその諸

関係について論理的に考察するためのモデルであり，現実の世界における日常生

活や社会の事象を図形の概念，図形の性質や関係として捉えるとともに，論理的
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な考察に基づいて現実の世界における事象を考察するためのモデルとしての働き

も有している。

この働きを十分に生かすためには，現実の世界における事象にみられる形に着

目し，その特性を見いだし，数学的な概念として捉え表現し，思考の対象とする

ことや，重ね合わせるなどの操作に着目し，それを図形の移動として捉え直すこ

となどが必要である。こうして数学的な対象として明確にされた図形の概念や方

法などに基づいて，図形に潜む新たな性質や関係を見いだし，それらを論理的に

考察し表現していく。

③関数

数学の世界においては，図形の性質などのような静的な対象だけではなく，数

量の変化や対応の様子などのような動的な対象についても考察する。関数は，動

的な対象を考察する際に用いられる抽象的な概念であり，数学の世界はもとより，

現実の世界の事象における伴って変わる二つの数量の関係を捉える場面において

も有効に機能する。現実の世界においては，二つの数量の関係を捉えることがで

きれば，その関係が成り立つ範囲において，変化や対応の様子を把握したり，将

来を予測したりすることが可能になる。しかし，一般に関数関係を目で見ること

はできない。そこで，関数関係を捉えるために，表，式，グラフが用いられる。

これらの数学的な表現を用いて処理したり，相互に関連付けて考察したりするこ

とによって，現実の世界における数量の関係を数学の世界において考察すること

が可能になる。

④不確定な事象

数学で考察する対象は多様であり，確定した事象だけではなく，集団において

ばらつきのある事象や偶然に左右される事象，全体を把握することが困難な事象

など不確定な事象も考察の対象とする。ばらつきのある集団の特徴や傾向を捉え

るために，ヒストグラムや箱ひげ図などのグラフや，データの特徴を表す代表値

など，データを可視化する方法が生み出されてきた。また，さいころの目の出方

など不確定な事象の起こる程度を表すために確率の概念を生み出し，事象に０以

上１以下の数を対応させ，数学的に考察する対象としてきた。さらに，全数調査

が困難な場合にも母集団の特徴を把握するため，標本調査が行われ，確率的な概

念に基づいた無作為抽出を行うことで，標本調査のばらつきを数学的に捉えてき

た。

日常生活や社会では，不確定な事象に関する様々な情報に接する場面が多い。

その際に，不確定な事象の特徴を踏まえ，適切に対応することが必要である。

⑤文字を用いた式

現実の世界における事象を数学の世界における関係として記述し処理する手段

として文字を用いた式がある。文字を用いた式の使い方には，次の二つの側面が
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ある。

ア 現実の世界における事象の中の数量や数量の関係などを文字や記号で表現

する

イ 新たに表現し直し解釈しやすい形に整える

アには，現実の世界における事象の中の数量や数量の関係などを，数学の世界

において考察できるようにする役割があり，その主要な内容として，多項式，方

程式，関数などがある。ここでは，日常生活や社会の事象の中の数量や数量の関

係などを数や式を用いて表現するなど数学化する方法を習得することが必要にな

る。このように，日常生活や社会の事象における数量や数量の関係を数学の記号

で記述することができれば，その処理を形式的に取り扱うことができる。

また，イは，文字を用いた式には思考を更に発展させ創造的な思考を促すとい

う側面があることを意味している。文字を用いた式で表現することによって本質

的な関係をより簡潔かつ明瞭に捉えることができるとともに，それを表現し直し

て新たな関係を見いだしたり変形したりすることで問題解決の糸口が見いだされ

ることもある。こうした文字を用いた式の働きを理解し，問題解決の場面で活用

できるようにすることが大切である。

⑥数学的な推論

数学的な推論には，帰納，類推，演繹がある。これらは数や図形の性質などを
えき

論理的に考察したり，数学を活用したり，数学的に説明し伝え合ったりする際に

重要な働きをする。

帰納は，特別な場合についての観察や操作，実験などの活動に基づいて，それ

らを含んだより一般的な結果を導き出す推論である。類推は，似たような条件の

もとでは，似たような結果が成り立つであろうと考えて，新しい命題を予想する

推論である。また，演繹は，前提となる命題から論理の規則に従って結論となる
えき

命題を導き出す推論である。

帰納と類推は，個々の具体的な図形を調べたり処理したりして，それに基づき

図形の性質などを推測し，新たな事柄を発見するために大切である。演繹は，そ
えき

の発見された事柄が常に成り立つことを示すために大切である。

例えば，幾つかの三角形について，それぞれの内角の大きさを実測するなどし

た結果から，帰納により命題「三角形の内角の和は180ﾟである」ことを推測した

場合，全ての三角形で内角の和が180ﾟであるかどうかは実際には確かめようがな

い。そこで，演繹により，平行線や角の性質などを前提として「三角形の内角の
えき

和は180ﾟである」ことを導くことが必要となる。

帰納や類推により予想したことを演繹によって導くことにより，内容の理解が
えき

深められるとともに，証明の根拠が明らかになることにより既習の知識を相互に

関連付けて整理したり，体系化したりすることが可能になる。また，それぞれの
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推論は，目的に応じて適切に用いられるべきであり，演繹を学んだからといって，
えき

帰納や類推を軽視することは適切ではない。

⑦数学的に表現すること

事象を数理的に考察する過程で，見いだした数や図形の性質などを表したり，

その妥当性などについて根拠を明らかにして説明したり，数学を活用する手順を

順序よく説明したりする場面では，言葉や数，式，図，表，グラフなどの数学的

な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現することが重要である。数学的に表現す

ることにより，一層合理的，論理的に考えを進めることができるようになったり，

より簡潔で，的確な表現に質的に高めることができたり，新たな事柄に気付いた

りすることも可能になる。また，考えたり判断したりしたことを振り返って確か

めることも容易になる。こうした経験を通して，数学的な表現のもつ働きについ

て実感を伴って理解できるようにすることも大切である。

⑧数学的に説明し伝え合うこと

数の概念及びその範囲の拡張についての理解，ユークリッド空間の把握及び関

数についての理解など確定した事象並びに不確定な事象を考察できるようにして

いく過程では，数学的に説明し伝え合う活動が重要である。

問題発見・解決の過程では，何を考え，どのように感じているのか，自分自身

と向き合わなければならない。自分自身の言葉で着想や思考を表すことにより，

自分の考えを再認識することができる。こうして言語で表されたものは，自分の

考えを見つめ直す反省的思考を生み出し，更に研ぎ澄まされたものとなっていく。

この自己内対話の過程は，他者とのコミュニケーションによって一層促進され，

考えを質的に高める可能性を広げてくれる。説明し伝え合う活動における他者と

の関わりは，一人では気付かなかった新しい視点をもたらし，理由などを問われ

ることは根拠を明らかにし，それに基づいて筋道立てて説明する必要性を生み出

す。そして，数学的な知識及び技能，数学的な表現などのよさを実感する機会も

生まれる。

最後に，これらの内容の相互の関連について述べておきたい。

数の概念及びその範囲の拡張，そして関数は文字を用いた式の理解と深く関連

している。また，ユークリッド空間の把握が数の概念によって助けられ，数の概

念の理解が図形的解釈によって深められる。数学的な推論は，数や図形の性質な

どを見いだし，それが成り立つことについて，どんなことを根拠にすれば説明で

きるかを明確にしていく過程で重要な役割を果たす。数学的に表現することは，

事象を数理的に考察する過程を簡潔で的確に示す有用な手段となる。そして，数

学的に説明し伝え合うことは，上述の①から⑦のいずれの場合においてもそれぞ

れの営みと対話的に向き合い，振り返る機会を与え，質的な充実をもたらす。
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(2) 領域の構成

四つの領域について

中学校数学科の内容は，「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」，「Ｄデータの活用」

の四つの領域と〔数学的活動〕で示している。目標においても示されているよう

に，数量や図形については学習の対象として明確に位置付けられている。したが

って，普遍的かつ基礎的な内容の領域として「Ａ数と式」及び「Ｂ図形」を挙げ

るのは当然であり，現行でも多くの時間がこの二つの領域の指導に充てられてい

る。「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」は，数学を活用する力の伸長を目指すた

めの領域として設定し，数学的な見方・考え方を十分に働かせた数学的活動を充

実するとともに，いろいろな関係や特徴を積極的に考察の対象とすることが必要

である。

このように見ると，「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」

の領域の相互の関係は次のように説明できる。考察の対象を視点として，それが

主に確定した事象であるか不確定な事象であるかにより，「Ａ数と式」，「Ｂ図形」

及び「Ｃ関数」の三つの領域と「Ｄデータの活用」の領域に分けられる。さらに，

「Ａ数と式」，「Ｂ図形」及び「Ｃ関数」の領域は考察の方法を視点として，それ

が主に静的であるか動的であるかにより，「Ａ数と式」と「Ｂ図形」の二つの領

域と「Ｃ関数」の領域に分けられる。「Ｃ関数」の領域の学習で働かせた関数的

な見方・考え方は「Ａ数と式」や「Ｂ図形」の領域の内容の理解を深化させてく

れる。また，「Ｃ関数」の領域の内容を理解するためには「Ａ数と式」や「Ｂ図

形」の領域の内容の理解が不可欠である。本章第１節の２の(1)で既に述べたよ

うに，四つの領域の間には密接な関連があり，このことに配慮した指導が必要で

ある。

なお，今回の改訂では，従前の「資料の活用」の領域の名称を「データの活用」

に改めた。これは，平成21年3月改訂の高等学校学習指導要領数学Ⅰにおいて，

生活の中で活用することや統計学とのつながりを重視し，一般的に用いられる「デ

ータ」という用語を用いたことや，小・中・高等学校の学習のつながりを考慮し

たためである。

また，今回の改訂では，幼児期に育まれた数量・図形への関心・感覚等の基礎

の上に，小・中・高等学校教育を通じて育成を目指す資質・能力を明確化するこ

とを意識し，引き続き小学校と中学校との関連や連携について配慮した。この点

について，小学校算数科では，第１学年，第２・３学年，第４・５学年，第６学

年の四つの段階を設定し，それぞれの学年までに育成を目指す資質・能力と働か

せる数学的な見方・考え方を明示した内容構成としており，「Ａ数と計算」，「Ｂ

図形」，「Ｃ測定」（下学年），「Ｃ変化と関係」（上学年）及び「Ｄ データの活用」

の五つの領域で示している。これは，内容の系統性や発展性の全体を，中学校数
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学科との接続をも視野に入れて整理したものであり，それぞれの領域の関連につ

いて理解しておく必要がある。

小学校算数科第６学年の領域と主な内容 中学校数学科の領域

Ａ 数と計算 ・数の概念 Ａ 数と式

・整数，小数，分数の計算

・□や△，a，x などを用いた式

Ｂ 図形 ・図形の性質 Ｂ 図形

・図形の計量(面積・体積)

Ｃ 変化と関係 ・伴って変わる数量の関係 Ｃ 関数

・比例・反比例

Ｄ データの活用 ・代表値，ドットプロット Ｄ データの活用

・場合の数

上の表は，小学校算数科第６学年の領域と主な内容と中学校数学科の領域を並

べたものである。小学校算数科第６学年では，「Ａ数と計算」，「Ｂ図形」，「Ｃ変

化と関係」及び「Ｄデータの活用」の四つの領域で構成されており，中学校数学

科の「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」の各領域は，

小学校算数科第６学年の「Ａ数と計算」，「Ｂ図形」，「Ｃ変化と関係」及び「Ｄ

データの活用」の各領域と対応する。

数学的活動について

数学的活動は，学習指導要領上，「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄ

データの活用」の四つの領域と並列に示されているが，四つの領域とは縦軸と横

軸の関係にあり，中学校数学科の

教育課程に構造的に位置付けられ

る。つまり，数学的活動を四つの

領域の指導内容からいったん切り

離し，事象を数理的に捉え，数学

の問題を見いだし，問題を自立的，

協働的に解決する過程を遂行する

という観点から三つの活動に集約

して，四つの領域を包括し，学習

指導要領の内容に位置付けている。

Ａ 数と式

Ｂ 図形

Ｃ 関数

Ｄ データの活用

数学的活動
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これらの数学的活動は，四つの領域の内容やそれらを相互に関連付けた内容の学

習を通して実現されるものであり，数学的活動を四つの領域の内容と別に指導す

ることを意味するものではない。

中学校数学科において重視しているのは，日常の事象や社会の事象から問題を

見いだし解決する活動，数学の事象から問題を見いだし解決する活動，数学的な

表現を用いて説明し伝え合う活動である。これらの過程では，試行錯誤をしたり，

操作したり，データを収集したり，実験したり，観察したりするなど数学に関わ

りのある様々な営みが行われるが，〔数学的活動〕では上述した三つの数学的活

動を主な内容として示している。

数学的活動は，生徒が主体的に取り組むものであり，その機会を日々の学習に

おいて，意図的，計画的に設けることが大切である。次の表は，〔数学的活動〕

の三つの内容を整理したものである。生徒の発達の段階や学習する数学の内容に

配慮し，第１学年と第２，３学年の二つに分けて示している。

第１学年 第２，３学年

ア 日常の事象や社 日常の事象を数理的に 日常の事象や社会の事象

会の事象から問題 捉え，数学的に表現・ を数理的に捉え，数学的

を見いだし解決す 処理し，問題を解決し に表現・処理し，問題を

る活動 たり，解決の過程や結 解決したり，解決の過程

果を振り返って考察し や結果を振り返って考察

たりする活動 したりする活動

イ 数学の事象から 数学の事象から問題を 数学の事象から見通しを

問題を見いだし解 見いだし解決したり， もって問題を見いだし解

決する活動 解決の過程や結果を振 決したり，解決の過程や

り返って統合的・発展 結果を振り返って統合的

的に考察したりする活 ・発展的に考察したりす

動 る活動

ウ 数学的な表現を 数学的な表現を用いて 数学的な表現を用いて論

用いて説明し伝え 筋道立てて説明し伝え 理的に説明し伝え合う活

合う活動 合う活動 動

なお，小学校算数科では，従来，内容ごとに具体的に示していた「算数的活動」

を，今回の改訂において「数学的活動」と名称を変えた上で，各学年の内容に位

置付け，その枠組みのみを示した。
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２ 各領域の内容の概観

Ａ 数と式

(1) 「数と式」指導の意義

「数と式」の内容は，日常生活や社会においていろいろな場面で使われている。

また，中学校数学科の全領域の内容と深い関わりをもつとともに，それらの基礎

をなすものとして重要な位置を占めている。

数と式とは，密接に関連しているので一つの領域として示されているが，ここ

では，その系統を考える上で便宜上二つに分けてみていく。

①数について

小学校算数科では，数について，身の回りの物を数えることに始まり，負でな

い整数，小数，分数について，それらの概念や四則計算の意味について学習して

いる。また，それらの数を用いたり計算したりする学習をしている。

中学校数学科においては，数と式についての概念を理解するとともに，それら

の四則計算の技能を身に付けることについて，資質・能力として，主に次のア，

イの育成を目指して指導が行われる。

ア 数の範囲の拡張と数の概念を理解すること

負の数，無理数を導入して，数の範囲を拡張する。ここでは，拡張するときの

考え方を理解するとともに，数の集合と四則計算の可能性を理解する。このよう

にして数の概念の理解を一層深めることができるようにする。

イ 新しく導入された数の四則計算の意味を理解し，それらの数を用いて表した

り処理したりすること

負の数，無理数を含む数についての四則計算の意味を理解するとともに，それ

らの数を用いて，より広範な事象を一般的にかつ明確に表し，計算が能率的にで

きるようにする。これらのことは，数学学習全般に関わる基礎的な知識及び技能

として重要である。

次に，数と式の四則計算の方法を考察することや具体的な場面で活用すること

について，小学校算数科では，数の概念を次第に広げながら，計算についての理

解を深め，身の回りの事象にそれらを適用して問題解決する学習をしている。

中学校数学科においては，数の範囲を拡張したとき，これまで学習した数の計

算の方法と関連付けて，新しく導入された数の四則計算の方法を考察し表現でき

るようにする。また，様々な事象における問題解決の場面において，新しく導入

された数を活用できるようにする。

②式について

小学校算数科では，式について，例えば，５＋□＝８，３×△＝24のように，

加法と減法，乗法と除法の関係を捉えるのに□や△を使ったり，例えば，
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奇数

１＝２×０＋１

３＝２×１＋１

５＝２×２＋１

・

・

（奇数）＝２× n＋１

(速さ)×(時間) ＝(道のり) というように，言葉の式を使って数量やその関係を

表したり式の意味を読み取ったりする学習をしている。また，中学校における文

字を用いた式の学習の素地として，数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，x
そ じ

などの文字を用いることを学習している。

文字や文字式を用いることによって，数量やその関係を簡潔・明瞭に，しかも

一般的に表現することができる。そして，文字を用いた式に表現できれば，その

後は目的に合うように形式的に処理することができる。このように事象の中にあ

る数量やその関係を文字を用いた式を使って一般的に表現する技能を身に付けた

り，形式的な処理を施して得られた結果やその過程から新たな関係を見いだそう

とする態度を育てたりするなど，その学習の意義は大きい。そして，その内容は，

数と同様に，数学の学習全般に関わる基礎的な知識及び技能として重要である。

このことについて，中学校数学科では，資質・能力として，主に次のアからウ

の育成を目指して指導が行われる。

ア 文字のもつ意味，特に変数の意味を理解すること

文字を用いた式で使われている文字が単なる記

号ではなく，いろいろな値をとり得ること，また，

文字がとり得る値の集合について理解し，文字の

もつ変数としての意味を理解できるようにする。

文字にいろいろな数を代入することで式の値が変

化することや，逆に，例えば，個々の奇数を右の

ような形で表現し，それらをまとめると奇数が一

つの文字を用いた式２ n ＋１に表現できることな
どを確認することによって，変数の意味の理解を

深めるようにする。

イ 文字を用いた式に表現したり，文字を用いた式の意味を読み取ったりするこ

と

数量やその関係を文字を用いた式に表したり，文字を用いた式の意味を読み取

ったりすることができるようにする。そのために，文字を用いた式の表現やその

読み取りによって，日常生活や社会との関わりを捉えられるようにすることが必

要である。

ウ 文字を用いた式の計算や処理をすること

文字を用いた式の計算，式の展開や因数分解など，式の計算をできるようにす

る。これは，表された式をより解釈しやすい形に変形することができるようにす

ることである。このことによって，文字を用いた式に表現できれば，その形式的

な処理によって容易に結果が得られることを理解できるようにする。

次に，具体的な場面と関連付けて，文字を用いた式の計算の方法を考察し表現
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することについて，資質・能力として，主に次のエ，オの育成を目指して指導が

行われる。

エ 既に学習した計算の方法と関連付けて，文字を用いた式の計算の方法を考察

し表現すること

文字を用いた式の計算では，具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関

連付けて，その計算の方法を考察し表現できるようにする。このような学習を通

して，文字は数を表すことを理解し，文字を用いた式については，数についての

計算法則がそのまま適用され，数と同じように計算できることを理解できるよう

にする。

オ 文字を用いた式を具体的な場面で活用すること

様々な事象における問題を，その事象の中の数量や数量の関係に着目して文字

を用いた式をつくり，それを活用して解決できるようにする。実際に具体的な場

面において，数量の関係を捉えて方程式をつくり，それを解いて解釈することに

よって問題が解決できるのは，この典型的な例である。

上でも述べたとおり，文字を用いた式を計算したり変形したりすることは，数

学の学習における基礎的な技能として重要であるが，必要以上に複雑で無目的な

計算練習にならないように留意する必要がある。第２学年の内容の「Ａ数と式」

の(1)のアの(ｴ)に，「目的に応じて，簡単な式を変形すること」と示してあるよ

うに，文字を用いた式の操作は，何らかの目的があってそのために行われるもの

であり，単なる計算だけで終わるものであってはならない。数や図形についての

性質が成り立つことを説明することや，方程式を解くことなどにおいて活用する

ものであることを意識して，学習を進めていくようにする必要がある。

(2) 指導内容の概観

①数について

小学校算数科における取扱い

小学校算数科における数と計算の学習では，身の回りの事象と結び付いた作業

的・体験的な活動をできるだけ取り入れ，数の性質や計算の方法について考察し

たり，それらを日常生活に生かしたりできるようにしている。その主な内容は次

のとおりである。

ア 第４学年までに，整数についての四則計算の意味や四則計算に関して成り立

つ性質などを学習し，その習得と活用を図るとともに，交換法則，結合法則

や分配法則について理解を深めている。また，小数，分数の意味や表し方，

小数や同分母の分数の加法，減法及び小数を整数で乗除することの意味を理

解するとともに，数とその表現や数量の関係に着目し，目的に合った表現方

法を用いて計算の仕方などを考察する力を養っている。
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イ 第５学年では，記数法の考えを通して整数及び小数についての理解を深める

ことや，偶数，奇数，約数，最大公約数，倍数，最小公倍数について学習し

ている。また，小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを

用いることや，異分母の分数の加法及び減法の意味について理解するととも

に，数とその表現や計算の意味に着目し，目的に合った表現方法を用いて数

の性質や計算の仕方などを考察する力を養っている。

ウ 第６学年では，分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを

日常生活に生かしたりすることや，小数及び分数の計算とその仕方について

習得を図り，数とその表現や計算の意味に着目し，発展的に考察して問題を

見いだすとともに，目的に応じて多様な表現方法を用いながら数の表し方や

計算の仕方などを考察する力を養っている。

中学校数学科における取扱い

中学校数学科では，小学校算数科での指導を受けて，数について次の内容を取

り扱う。

ア 第１学年

第１学年では，数の範囲を拡張し，数の性質や計算について考察する力を養っ

ていく。

まず，数の範囲を正の数と負の数にまで拡張し，数を統一的に見られるように

して数についての理解を深め，その四則計算ができるようにする。また，具体的

な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりして活用できるようにす

る。また，これに関連して，自然数を素数の積として表すことを取り扱う。

イ 第２学年

第２学年では，数そのものについて新しく取り上げる内容はない。具体的な場

面への適用や方程式，関数などについての学習を通して，正の数と負の数につい

ての理解を深め，その計算に習熟するとともに，その必要性やよさを実感してい

くことになる。

ウ 第３学年

第３学年では，数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察する力を養っ

ていく。

この学年では，数の範囲を無理数にまで拡張し，新しい数として導入された正

の数の平方根について理解し，それを用いて表現し考察することができるように

する。また，これに関連して，誤差や近似値，a ×10n
の形の表現を取り扱う。

正の数の平方根についての理解は，二次方程式や三平方の定理などを学習する

際に不可欠のものであり，こうした場面で活用することによって，更に深まるこ

とを考慮して指導する必要がある。
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②式について

小学校算数科における取扱い

小学校での式の学習では，数の式や言葉の式，公式などを対象にして，式に表

現したり式の意味を読んだりすることが扱われている。その主な内容は次のとお

りである。

ア 第４学年までに，数量の関係や法則などを数の式や言葉の式，□，△などを

用いて式で簡潔に表したり，式の意味を読んだりすることを学習している。

また，公式についての考え方を理解し，公式を用いることができるようにし

ている。

イ 第５学年では，□，△などを用いて数量の関係を式で表すことについての理

解を深め，簡単な式で表される関係について，二つの数量の対応や変わり方

に着目し，簡単な式で表されている関係について考察することができるよう

にしている。

ウ 第６学年では，数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，x などの文字
を用いて式に表したり，文字に数を当てはめて調べたりすることを学習して

いる。さらに，問題場面の数量の関係に着目し，数量の関係を簡潔かつ一般

的に表現したり，式の意味を読み取ったりすることができるようにしている。

中学校数学科における取扱い

中学校数学科での式の指導は，文字を用いた式についての指導が中心である。

その内容は次のとおりである。

ア 第１学年

第１学年では，文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力を養っていく。

まず，文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取

ったりするとともに，文字を用いた式の計算ができるようにし，具体的な場面で

それを活用できるようにする。また，方程式について理解し，具体的な場面で一

元一次方程式を用いて考察し活用することができるようにする。

第１学年での文字や文字を用いた式の学習，また，それに続く方程式の学習に

おいては，小学校算数科との関連を踏まえた丁寧な学習指導が必要である。

イ 第２学年

第２学年では，文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力を養っていく。

この学年では，具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用い

て式に表現したり式の意味を読み取ったりするとともに，文字を用いた式の四則

計算ができるようにし，具体的な場面でそれを活用することができるようにする。

また，連立二元一次方程式について理解し，具体的な場面でそれを用いて考察し

活用することができるようにする。
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ウ 第３学年

第３学年においても第２学年に引き続き，文字を用いて数量の関係や法則など

を考察する力を養っていく。

この学年では，文字を用いた簡単な多項式について，式の展開や因数分解がで

きるようにするとともに，目的に応じて式を変形したりその意味を読み取ったり

できるようにする。また，二次方程式について理解し，具体的な場面でそれを用

いて考察し活用することができるようにする。

以上のように，中学校数学科における式の指導では，文字を用いた式の入門的

な部分から始まり，二次方程式に至るまでの内容を取り扱い，数量の関係や法則

などを文字を用いた式に簡潔に表して処理し，問題を能率よく解決していく学習

を進めていく。これによって，代数的な処理に関する能力がしだいに高められ，

それが他の領域の学習にも活用される。

今回の改訂では，既に学習した計算の方法と関連付けて，新しく導入された数

や文字を用いた式の計算の方法を考察し表現すること，具体的な場面で新しく導

入された数や文字を活用することが明示された。これは，従来も行われてきたこ

とであるが，今回の改訂で中学校数学科において育成を目指す資質・能力の三つ

の柱に基づいて，「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現力等」に分けて記

述されることに伴い，計算の方法を考察し表現することや具体的な場面で活用す

ることの重要性が改めて強調されたことによるものである。

ここで，「Ａ数と式」領域の指導事項について，前回の学習指導要領との相違

点をまとめておく。

第１学年においては，自然数を素数の積として表すことを扱うこととした。

第３学年においては，誤差や近似値，a ×10n
の形の表現を取り扱うこととし

た。

Ｂ 図形

(1) 「図形」指導の意義

我々は身の回りにある様々なものについて，材質，重さ，色などは除いて，「形」，

「大きさ」，「位置関係」という観点から捉え考察することがよくある。このよう

な立場でものを捉えたものが図形であり，それについて論理的に考察し表現でき

るようにすることが中学校数学科における指導の大切なねらいの一つである。

中学校数学科の図形指導の意義については，次の二つの面が考えられる。

・身の回りの事象を「形」，「大きさ」，「位置関係」という観点から考察する

ことが多く，それには平面図形や空間図形についての基礎的な概念や性質に

ついての理解を深め，それを活用して問題の発見や解決に取り組むことが必

要とされること。
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・図形の性質や関係を直観的に捉え，数学的な推論により論理的に考察し表現

する力は，中学校数学科に限らず，いろいろな分野での学習や活動において

重要な役割を果たすこと。

①図形の概念，図形の性質や関係について

中学校数学科においては，図形の概念，図形の性質や関係について理解すると

ともに，図に表現したり，正しく作図したりする技能を身に付けることについて，

資質・能力として，主に次のア，イの育成を目指して指導が行われる。

ア 基本的な図形の概念，図形の性質や関係を理解すること

基本的な図形の概念，図形の性質や関係を理解することについて，具体的には，

三角形，四角形，円などの平面図形の性質，図形の移動，合同や相似の概念，空

間図形における直線や平面の位置関係及び柱体，錐体，球などの空間図形の概念
すい

とその性質などについて学習する。これらの内容は小学校算数科で部分的に扱わ

れているのに対し，中学校では整理された形で系統的に取り扱う。

イ 図に表したり，正しく作図したりすること

図形について学習する際，図形を図に表すことが大切である。これには，作図

で図形を図に表すことはもちろんのこと，図形の移動や空間図形の構成などの学

習で必要となる図をかくことを含め，幅広いものが該当する。ここでは，目的に

応じて図形を図に表すことに加え，図に表された図形が問題の条件に適するかど

うかを振り返り，評価・改善できる力や，そのようにしようとする態度の育成を

も重視している。例えば，空間図形を図に表すとき，空間図形をそのままの形で

平面上に表すことはできないので，空間図形の調べたい特徴に応じて，見取図や

展開図及び投影図を選び，適切にかくことが必要になる。

このような技能は，アで述べた図形の概念，図形の性質や関係の理解と一体に

なっているのであるが，他方，図に表したり，作図したりすることを通して図形

の概念が一層確実に形成されていくと考えられる。したがって，アとイは別個の

ものではなく，互いに関連付けて学習の効果を高めるようにすることが必要であ

る。

②論理的に考察し表現することについて

論理的に考察し表現する力については，資質・能力として，主に次のア，イの

育成を目指して指導が行われる。

ア 図形を直観的に捉えること

小学校算数科では，図形について主に直観的な取扱いをしており，それを通し

て，図形を直観的に捉える力はかなり高まってきているといえる。中学校数学科

では，考察の対象とする図形を広げ，考察の方法についても深めていくことを目

指している。

図形を直観的に捉えることは，図形の本質的な性質や関係を見抜くことであり，
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論理的に考察し表現する力に裏打ちされていることが必要であるとともに，論理

的に考察し表現する力を先導する働きをすることもある。このような力が，中学

校数学科における図形学習を通して更に高められるようにする。

イ 数学的な推論に基づいて考察し表現すること

数学的な推論に関して，帰納，類推，演繹は小学校の時から自然な形で用いら
えき

れている。中学校数学科では，それぞれの必要性と意味について理解できるよう

にするとともに，必要な場面に応じて適切に用いることができるようにすること

がその指導の重要なねらいである。

中学校数学科の大きな特徴は，「Ｂ図形」の領域において，数学的な推論を図

形の性質などの考察で活用することにある。それは，図形に関する内容が数学的

推論による考察とその過程の表現に適しており，その推論の過程が図で視覚的に

捉えやすいことによる。さらに，演繹には，図形の概念や性質が個々ばらばらに
えき

ではなく，体系的に組み立て整理できるという利点もある。特に，中学校は生徒

の発達の段階からみても，演繹の必要性と意味及びその過程に興味・関心をもち，
えき

論理的に考察し表現する力も高まっていく時期である。

論理的に考察し表現する力を育成するためには，数学的な推論の基礎となる定

義の意味及び推論の進め方を理解できるようにする必要がある。その際，推論を

進めるに当たり何を根拠として用いてよいのか，どのように用いればよいのかな

どについて指導することが重要である。このことは，演繹に限ったことではなく，
えき

帰納や類推についても同様である。

古くから数学における証明の営みは，ある事柄が正しいことを自分が納得し，

他人に説得するという役割を担ってきた。同様に，論理的に考察し表現する力を

育成することにより，自分が納得できるとともに他人に説得できるようになると

実感できるようにすることが重要である。そのためには，生徒が見いだしたこと，

確かめたこと，そして工夫したことなどを，数学的な表現を用いて論理的に説明

し伝え合う活動を通して，論理的に考察し表現することのよさを実感できるよう

にすることが大切である。この際，生徒なりの説明に耳を傾け，目的に応じて適

切に推論ができているかに指導の力点を置き，その推論の過程を簡潔・明瞭に表

現できるように，学年に応じて段階的に指導を計画する必要がある。

具体的に，第１学年における作図や空間図形の指導では，単なる操作や作業だ

けに終始することなく，論理的に考察するとともに，考察したことを筋道立てて

説明する機会を設けることが大切である。また，第２学年における証明の指導で

は，必要以上に証明の書き方に拘ることをせず，証明を読むことを通じて証明
こだわ

の根拠の用い方を明らかにしつつ，表現に一定の幅をもたせ，生徒が自分なりに

工夫して証明し，よりよいものへと互いに高めていくことが大切である。これを

踏まえ，第３学年の指導では，証明を書くことを含め，論理的な考察を簡潔・明
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瞭に表現できるように計画することが大切である。

(2) 指導内容の概観

小学校算数科における取扱い

小学校算数科における領域「Ｂ図形」と「Ｃ測定」（下学年）では，数学的活

動を通して，次の内容が取り扱われている。

ア 第３学年までに，図形として，三角形，四角形，正方形，長方形，直角三角

形，二等辺三角形，正三角形，円，球について学習している。また，図形の構

成要素として，直線，直角，頂点，辺，面，角，中心，半径，直径を学習して

いる。また，長さの単位(mm，cm，m，km)，かさの単位(mL，dL，L)(２年)，重

さの単位(g，kg)など(３年)について理解するとともに，図形を構成したり，

長さや重さなどを測定したりすることについての技能を身に付けている。さら

に，平面図形の特徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり，身の回りの事

象を図形の性質から考察したりする力を養っている。

イ 第４学年では，図形として，平行四辺形，ひし形，台形，立方体，直方体に

ついて学習している。また，図形の構成要素として，対角線，平面を学習して

いる。さらに，図形の構成要素の関係として，直線の平行や垂直，直線や平面

の平行や垂直を学習している。また，見取図，展開図をかくこと，ものの位置

の表し方などについて学習している。さらに，面積の単位(cm
2
，m

2
，km

2
)につ

いて知り，正方形及び長方形の面積の計算による求め方について理解すること

や，角の大きさの単位(度( °))について知り，角の大きさを測定することな

どについて学習している。さらに，図形を構成する要素及びそれらの位置関係

に着目し，図形の性質や図形の計量について考察する力を養っている。

ウ 第５学年では，図形として，多角形や正多角形，基本的な角柱や円柱につい

て学習している。また，図形の構成要素の関係として，図形の合同，三角形や

四角形など多角形についての簡単な性質，正多角形の基本的な性質，円周率を

学習している。さらに，三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の計算によ

る求め方について理解することや，体積の単位(cm
3
，m

3
)について知り，立方

体及び直方体の体積の計算による求め方について理解することなどについて学

習をしている。さらに，図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，図

形の性質や図形の計量について考察する力を養っている。

エ 第６学年では，縮図や拡大図，対称な図形について学習している。また，身

の回りにある形について，その概形を捉え，およその面積などを求めること，

円の面積の計算による求め方について理解すること，基本的な角柱及び円柱の

体積の計算による求め方について理解することなどについて学習している。さ

らに，第５学年と同様に，図形の性質や図形の計量について考察する力を養っ

ている。
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中学校数学科における取扱い

各学年の主な内容は次のとおりである。

ア 第１学年

第１学年では，図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直

観的に捉え論理的に考察する力を養っていく。

まず，小学校算数科において学習した平面図形の対称性に着目して，角の二等

分線，線分の垂直二等分線，垂線など基本的な作図をする。図形の対称性に着目

したり，図形を決定する要素に着目したりして作図の方法を考察し表現する。

また，図形の移動（平行移動，対称移動及び回転移動）について理解する。そ

の際，図形の移動に着目し，二つの図形の関係について考察し表現することや図

形の移動を具体的な場面で活用することを通して，図形に対する見方を一層豊か

にする。

さらに，空間における直線や平面の位置関係を知ったり，直線や平面図形の運

動によって空間図形を構成したり，空間図形を平面上に表したり，平面上の表現

から空間図形の性質を読み取ったりすることを学習する。また，図形の計量に関

して，扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を扱う。
すい

イ 第２学年

第２学年では，数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考

察し表現する力を養っていく。

この学年から，本格的に図形の性質を演繹的に確かめ，論理的に考察し表現す
えき

ることが取り扱われるようになる。ここでは，主として基本的な平面図形を扱う。

観察や操作，実験などの活動を通して，三角形や多角形についての角の性質を見

いだし，平行線の性質を基にしてそれらを確かめる。また，平面図形の合同の意

味を理解し，三角形や平行四辺形の性質を三角形の合同条件などを基にして証明

する。さらに，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだすことや学んだ図

形の性質を具体的な場面で活用することも学習する。

なお，第２学年では，命題の逆について取り扱うとともに，推測や命題が常に

成り立つとは限らないことを示すために，反例について取り扱う。

ウ 第３学年

第３学年では，図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論

理的に考察し表現する力を養っていく。

この学年では，観察や操作，実験などの活動を通して，三角形の相似条件など

を基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめたり，平行線と線分の比につい

ての性質や円周角と中心角の関係，三平方の定理を見いだし，それらを確かめた

りする。また，それらの性質や関係を具体的な場面で活用することも学習する。

「Ｂ図形」領域の指導事項について，前回の学習指導要領との相違点は，第２



- 50 -

学年において，用語として反例を取り扱うこととしたことである。

Ｃ 関数

(1) 「関数」指導の意義

自然現象や社会現象などの考察においては，考察の対象とする事象の中にある

対応関係や依存，因果などの関係に着目して，それらの諸関係を的確で簡潔な形

で把握し表現することが有効である。中学校数学科においても，いろいろな事象

の中に潜む関係や法則を数理的に捉え，数学的に考察し表現できるようにするこ

とをねらいとする。

そのために，中学校数学科では，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，

それらの変化や対応を調べることを通して，関数関係を見いだし考察し表現する

力を３年間にわたって徐々に高めていくことが大切である。

中学校数学科の関数指導の意義については，次の二つの面が考えられる。

・身の回りの具体的な事象を考察したり理解したりするに当たって，事象の中

にある二つの数量の依存関係に着目し，表，式，グラフを用いて考察する

ことが有用であること。

・関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することは，これまでの数学の

学習の捉え直しやこれからの学習において重要な役割を果たすこと。

①関数と表，式，グラフ

中学校数学科では，小学校算数科における学習の上に立ち，数の範囲の拡張や

文字を用いた式と関連付けて関数の概念を理解できるようにする。このことにつ

いて，中学校数学科においては，資質・能力として，主に次のア，イの育成を目

指して指導が行われる。

ア 関数についての基礎的な概念や性質を理解すること

伴って変わる二つの数量の変化や対応を調べることを通して，比例，反比例，

一次関数，関数 y ＝ ax2
を文字を用いた式によって表し，グラフの特徴や変化の

割合などの関数の性質を理解する。その際，関数に関連した基礎的な概念である

座標や，変数と変域を理解できるようにする。

イ 表，式，グラフを用いて関数の特徴を表現すること

関数の特徴を見いだす場合に，表，式，グラフが有効であることを理解すると

ともに，関数として捉えられる二つの数量の変化や対応の特徴を表，式，グラフ

によって適切に表現できるようにする。その際，表，式，グラフの数学的な表現

としての特徴をそれぞれ踏まえながら，場面に応じて，適切な表現を選択できる

ようにすることも重要である。
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②関数の特徴を考察し表現すること及び関数を用いて事象を捉え考察し表現する

こと

このことについて，中学校数学科においては，資質・能力として，主に次のア，

イの育成を目指して指導が行われる。

ア 関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，

表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること

このことについては，次の二つが含まれる。第一は，表，式，グラフを用いて

関数の特徴を考察し表現することである。具体的には，二つの数量の関係を表に

表し，その表を基に変化の様子を調べ，対応のきまりを見いだし，それを式で表

現する。また，式を基に表を作って変化の様子を調べたり，式から変化の割合を

求めたりする。さらに，表や式を基にグラフをかき，変化の様子を調べる。この

ように，表，式，グラフを単独で用いるのではなく，相互に関連付けて関数の特

徴を考察する力を伸ばすことが重要になる。表，式，グラフを用いた関数の考察

の方法は，様々な関数の学習に共通するものである。

第二は，既習の数学の内容を関数として見直すことである。変わるものの中で

変わらない性質を見抜き，それを他者に説明することによって，既習の数学の内

容の理解や関数の理解が一層深まる。

イ 関数を用いて事象を捉え考察し表現すること

これは，主に日常生活や社会の事象などの具体的な場面に関数を活用すること

である。関数は，自然現象や社会現象を能率的に記述し考察するために生まれて

きたものであり，表，式，グラフを用いて表現し明らかになった事柄を他者に説

明することによって，その理解は一層深められる。このことを踏まえ，中学校数

学科では，関数を用いて具体的な事象を捉え考察するとともに，その考察の過程

や結果を表，式，グラフを用いて説明することができるようにする。

また，日常の事象や社会の事象に関数を活用する場合には，事象を理想化した

り単純化したりして，事象にある関係を関数とみなして捉えること，すなわち，

事象の中にある数量の関係を既習の関数とみなして処理し，導かれた結果を事象

に即して判断し説明することが重要になる。その際，導かれた結果は仮定が妥当

な範囲においてのみ適用できることに注意する必要がある。

(2) 指導内容の概観

小学校算数科における取扱い

小学校算数科では，児童の経験を基に，伴って変わる二つの数量の関係につい

て学習している。その主な内容は次のとおりである。

ア 第４学年までに，伴って変わる二つの数量の関係を調べたり，変化の様子を

折れ線グラフに表し，変化の特徴を読み取ったりすることや，身の回りから伴
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って変わる二つの数量を見いだし，数量の関係を表，式，グラフに表し調べる

こと，ものの位置の表し方について学習している。また，伴って変わる二つの

数量やそれらの関係に着目し，変化や対応の特徴を見いだして，二つの数量の

関係を表や式を用いて考察する力が養われている。

イ 第５学年においては，簡単な場合について比例の関係があることを知ること

を学習している。また，数量の関係を表す式についての理解を深めるとともに，

二つの数量の対応や変わり方に着目し，簡単な式で表されている関係について

考察する力が養われている。

ウ 第６学年においては，比例の関係の意味や性質について理解するとともに，

伴って変わる二つの数量やそれらの関係に着目し，変化や対応の特徴を見いだ

して，二つの数量の関係を表や式，グラフを用いて考察する力が養われている。

また，反比例についても学習している。

以上の学習においては，伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関係

に着目し，目的に応じて表，式，グラフを用いて，二つの数量の関係の変化や対

応の特徴を考察することが重視されている。

なお，今回の改訂において，小学校算数科では，領域の再編が図られた。この

再編に伴い，第４～６学年で指導される関数に関わる主な内容は，従来の「数量

関係」の領域から新設の「Ｃ変化と関係」の領域において扱われることになった。

中学校数学科における取扱い

中学校数学科では，具体的な事象を通して，関数関係を見いだし考察し表現す

ることを学習する。小学校算数科での学習との違いは，変域に負の数が含まれる

こと，グラフを座標平面上にかくこと，文字を用いた式によって関数を表現し考

察すること，学習の対象が一次関数や関数 y＝ ax2
にまで拡張されることである。

関数関係の意味については，中学校第１学年で扱われる。

ア 第１学年

第１学年では，数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし，その特徴を

表，式，グラフなどで考察する力を養う。

まず，「…は…の関数である」ことの意味を理解し，数量の関係の基本的なモ

デルとして小学校算数科で学習した比例，反比例を関数として捉え直す。そのた

めに，一方の値が決まれば他方の値が一つ決まるという見方や，変数と変域，座

標などの概念について学習する。

また，小学校算数科では，比例，反比例を考察するときの変域は，負でない数

であったが，中学校数学科では，これを負の数を含む有理数まで拡張する。この

ことに伴い，小学校算数科において表，式，グラフのそれぞれで考察していた比

例，反比例の特徴を，文字を用いた式 y ＝ ax，y ＝ により定義し，式に基づ
a
x
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き比例，反比例の性質を一般的に考察する。このように，中学校数学科では，関

数関係の考察における文字を用いた式の有用性について理解する。なお，文字を

用いて比例の関係を式で表すことについては，小学校算数科においても学習して

いる。関数関係の表現や処理には，表，式，グラフが用いられる。表，式，グラ

フについては小学校算数科においてもある程度まで学習されているが，中学校数

学科では，特に，表，式，グラフの関連に着目しながら，比例，反比例といった

基本的な関数の特徴について理解を深める。

比例，反比例の活用については，比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え説

明する。そのために，具体的な事象を式で表現して，それらが比例，反比例であ

るかどうかを判断したり，具体的な事象を比例，反比例とみなすことによって問

題を解決したりすることができるようにする。その際，判断の根拠や解法を他者

に説明することができるようにする。

イ 第２学年

第２学年においては，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に

関連付けて考察する力を養う。

この学年では，第１学年の比例の学習の発展として，一次関数を取り上げ，表，

式，グラフを相互に関連付けながら，グラフの特徴や変化の割合など，関数の理

解を深める。

一次関数の活用については，一次関数を用いて具体的な事象を捉え説明するこ

とが重要になる。そのために，具体的な事象を式で表現することによって，それ

が一次関数であると考えられるかどうかを判断したり，具体的な事象に関する観

察や実験の結果を一次関数とみなすことによって，未知の状況を予測したりでき

るようにする。その際，判断の根拠や予測が可能である理由を他者に説明するこ

とができるようにする。

また，二元一次方程式 ax ＋ by ＋ c ＝０で，b ≠０の場合は，変数 x の値が一
つ決まれば，y の値がただ一つ決まることから，二つの変数 x と y の関数関係を
表す式とみることができる。このような見方を通して，方程式と関数が統合的に

理解できるように指導する。

ウ 第３学年

第３学年においても第２学年に引き続き，関数関係に着目し，その特徴を表，

式，グラフを相互に関連付けて考察する力を養う。

この学年では，生徒が日常生活で経験する具体的な事象の中から，比例，反比

例，一次関数以外の代表的なものとして，関数 y＝ ax2を取り扱う。その際，表，

式，グラフを相互に関連付けながら，変化の割合やグラフの特徴など，関数の理

解を一層深める。

関数 y ＝ ax2
の活用については，関数 y ＝ ax2

を用いて具体的な事象を捉え説
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明できるようにする。そのために，具体的な事象を式で表現することによって，

それが関数 y ＝ ax2
であると考えられるかどうかを判断したり，具体的な事象に

関する観察や実験の結果を関数 y ＝ ax2
とみなすことによって，未知の状況を予

測したりすることが大切である。その際，判断の根拠や予測が可能である理由を

他者に説明することができるようにする。

また，事象の中には既習の関数では捉えられない関数関係があることについて

取り扱う。これらの学習を通して，一意対応としての関数の意味を明確にすると

ともに，後の学習の素地となるようにする。
そ じ

Ｄ データの活用

(1) 「データの活用」指導の意義

急速に発展しつつある情報化社会においては，確定的な答えを導くことが困難

な事柄についても，目的に応じてデータを収集して処理し，その傾向を読み取っ

て判断することが求められる。この領域では，そのために必要な基本的な方法を

理解し，これを用いてデータの傾向を捉え説明することを通して，統計的な見方

・考え方及び確率的な見方・考え方を働かせながら問題解決する力を養うことが

主なねらいである。

中学校数学科の「データの活用」の指導の意義については，次の二つの面が考

えられる。

・日常生活においては，不確定な事象についてデータに基づいて判断する場面

が多いので，目的に応じてデータを収集して処理し，その傾向を読み取っ

て判断することが有用であること。

・よりよい解決や結論を見いだすに当たって，データに基づいた判断や主張を

批判的に考察することが有用であること。

データとは様々な事象について考察したり，判断したりする際に用いられる事

項や材料を表し，一般的に数値的な情報だけでなく画像や映像などもデータに含

まれることもあるが，ここでは特に数値的なものを主に取り扱う。

①不確定な事象を取り扱うこと

中学校数学科では，小学校算数科における学習の上に立ち，不確定な事象が数

学的な考察の対象となることを理解して取り扱うことができるようにする。この

ことについて，中学校数学科においては，資質・能力として，主に次のア，イの

育成を目指して指導が行われる。

ア データの分布と確率についての基礎的な概念や性質を理解すること

数学は，方程式を解いたり，図形の性質を証明したりするように答えや結論が

明確に定まるものだけを考察の対象にしているわけではない。この領域において

は，集団においてばらつきのある事象や偶然に左右される事象，全体を把握する



- 55 -

ことが困難な事象など不確定な事象も数学の考察の対象であることを理解するこ

とが大切である。その上で，不確定な事象のばらつきを表すために，データの分

布や確率についての基礎的な概念や性質を理解することが大切である。

イ データを収集して分析したり，確率を求めたりできるようにすること

集団においてばらつきのある事象は，ヒストグラムや箱ひげ図などのグラフを

用いたり，代表値などを用いたりすることで考察することができる。また，偶然

に左右される事象は，確率を用いて考察することができ，全体を把握することが

困難な事象は，確率の性質を用いて標本調査を行い，その結果を考察することが

できる。そのような問題解決の過程を通して，ヒストグラムや箱ひげ図を作った

り，代表値や相対度数，確率などを求めたりすることができるようにする。また，

それらを，具体的な事象を考察し傾向を読み取ったり，何らかの予測や判断を行

うために用いたりすることができるようにすることも重要である。

②傾向を読み取り，批判的に考察し，問題解決に取り組むこと

このことについて，中学校数学科においては，資質・能力として，主に次のア，

イの育成を目指して指導が行われる。

ア データの分布や母集団の傾向に着目して，その傾向を読み取り批判的に考察

し判断すること

統計を活用して問題解決することができるようになるためには，日常生活や社

会における問題を取り上げ，それを解決するために必要なデータを収集し，コン

ピュータなどを利用して処理し，データの傾向を捉え説明するという一連の活動

を生徒が経験することが必要である。また，考察の結果としてただ一つの正しい

結論が導かれるとは限らないことは，この領域の特徴である。それゆえ，自他の

問題解決の過程を振り返ったり，社会における標本調査の方法などを多面的に吟

味したりするなど，批判的に考察できるようにする。

イ 不確定な事象の起こりやすさについて考察し表現すること

日常生活や社会における不確定な事象は数学の考察の対象であり，その起こり

やすさの程度を数値で表現し把握するなど，不確定な事象の起こりやすさの傾向

を読み取り表現することができるようにすることが大切である。指導に当たって

は，不確定な事象を扱うというこの領域の特性に配慮し，正解を求めることがで

きるということだけでなく，生徒が自分の予測や判断について根拠を明らかにし

て説明できるようにする。

また，例えば，「確率が である」ことを求めるだけでなく，「確率が である」１
｜
６

１
｜
６

ことの意味を理解し，それに基づいて判断したり説明したりすることができるよ

うにする。指導においては，生徒がこうしたことを意識できるように，日常生活

や社会などに関わる疑問をきっかけにして，問題を設定しその解決の方策を探り，

答えを求めるという目的をもった活動ができるようにすることが大切である。「確
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率が である」だけでなく，「確率が だから…」も大切にして指導することが１
｜６

１｜
６

必要である。また，こうした活動を通して，予測したり判断したりした結果を具

体的な事象との関係で見直し，評価・改善することにも取り組むことができるよ

うにする。

(2) 指導内容の概観

小学校算数科における取扱い

小学校算数科では，「データの活用」に関係する内容として，データを分類整

理することや，表やグラフに表すこと，相対度数や確率の基になる割合を学習し

ている。また，それらを活用して，日常生活の具体的な事象を考察し，その特徴

を捉えたり，問題解決したりすることに取り組んでいる。その主な内容は次のと

おりである。

ア 第４学年までに，目的に応じてデータを集めて分類整理し，表やグラフを用

いて分かりやすく表すことや，棒グラフや折れ線グラフの読み方やかき方に

ついて学習している。さらに，目的に応じてデータを収集し，データの特徴

や傾向に着目して表やグラフに的確に表現し，それらを用いて問題解決した

り，解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力を養っている。

イ 第５学年では，測定値の平均や百分率について理解する。また，統計的な問

題解決の方法を知るとともに，目的に応じてデータを集めて分類整理し，円

グラフや帯グラフを用いて表したり，特徴を調べたりしている。さらに，第

４学年と同様に，目的に応じてデータを収集し，データの特徴や傾向に着目

して表やグラフに的確に表現し，それらを用いて問題解決したり，解決の過

程や結果を多面的に捉え考察したりする力を養っている。

ウ 第６学年では，データの平均値，中央値，最頻値などの代表値や度数分布を

表す表やドットプロットなどのグラフ，具体的な事柄について，起こり得る

場合を順序よく整理して調べることを学習している。さらに，身の回りの事

象から設定した問題について，目的に応じてデータを収集し，データの特徴

や傾向に着目して適切な手法を選択して分析を行い，それらを用いて問題解

決したり，解決の過程や結果を批判的に考察したりする力を養っている。

中学校数学科における取扱い

中学校数学科では，小学校算数科における学習の上に立ち，確率と統計につい

て次の内容を取り扱う。

ア 第１学年

第１学年では，データの分布に着目し，その傾向を読み取り批判的に考察して

判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力を養う。具

体的には，目的に応じてデータを収集し，コンピュータを用いるなどしてデータ
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を表やグラフに整理し，データの分布の傾向を読み取り，批判的に考察できるよ

うにする。また，多数回の観察や試行に基づいて，不確定な事象の起こりやすさ

を表現できるようにする。

この学年では，小学校算数科におけるデータの代表値や散らばりを調べ，統計

的に考察したり表現したりする学習を受けて，ヒストグラムや相対度数などの必

要性と意味を理解し，それらを用いてデータの傾向を捉え説明することを学習す

る。ヒストグラムの学習は小学校算数科と同じ内容を繰り返し指導しているよう

にも見えるが，中学校数学科では，取り扱うデータの範囲が身近なものから社会

一般的なものへ広がったり，扱うデータも大量になったりする。また，そうした

データを整理し処理するための統計的な手法について理解し，代表値の適切な用

い方や階級の取り方によってヒストグラムの形が変わる場合があることなどにつ

いても学習し，批判的に考察できるようにする。ここでは，統計的な手法を用い

てデータの傾向を捉え説明することを重視し，ヒストグラムを作ったり相対度数

や累積度数を求めたりすることだけが学習の目標にならないように配慮する。

また，小学校算数科における割合などの学習を受けて，不確定な事象について

の観察や実験などの活動を通して，多数の観察や多数回の試行によって得られる

確率について理解する。さらに，日常生活においては，ある程度多くの観察や実

験を基に得られた結果の相対度数を用いて，不確定な事象を捉え説明する場合が

多くあることを理解できるようにする。データの収集方法については，改めて第

３学年の標本調査において学習する。

ヒストグラムや相対度数などを手作業で作成したり求めたりすることは，その

必要性と意味を理解するために有効であるが，作業の効率化を図り，処理した結

果を基にデータの傾向を読み取ることを中心とする学習においては，コンピュー

タなどを積極的に利用するようにする。

イ 第２学年

第２学年では，複数の集団のデータの分布に着目し，その傾向を比較して読み

取り批判的に考察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察し

たりする力を養う。具体的には，目的に応じてデータを収集し，コンピュータを

用いるなどして，データを整理したり，四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの

分布を比較したりすることを通して，データの分布の傾向を読み取り，批判的に

考察できるようにする。また，同様に確からしいことに着目して，場合の数を基

にして得られる確率を用いて，不確定な事象の起こりやすさを捉え考察し表現で

きるようにする。

この学年では，第１学年でのヒストグラムや相対度数などを用いてデータの傾

向を捉え説明する学習を受けて，四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布を

比較する方法を学習し，データの傾向を読み取り，批判的に考察し判断すること
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ができるようにする。指導に当たっては，四分位範囲や箱ひげ図を活用するだけ

ではなく，必要に応じてこれまでに学習した代表値やヒストグラムなども活用し

て多面的に考察することも大切である。

また，確率の学習においても第１学年での多数の観察や多数回の試行によって

得られる確率などの学習を受けて，同様に確からしいことに着目することで，場

合の数を基にして得られる確率を求めることができることを学習し，これら二つ

の確率の必要性や意味，それらの関係について理解する。

また，箱ひげ図を作成したり，四分位範囲を求めたりすることや確率を求める

ことだけが学習の目標にならないようにし，不確定な事象を捉え説明したり，目

的に応じて判断したりすることを重視する。

ウ 第３学年

第３学年では，標本と母集団の関係に着目し，母集団の傾向を推定し判断した

り，調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。具体的には，コンピ

ュータを用いるなどして，母集団から標本を取り出し，標本の傾向を調べること

で，母集団の傾向が読み取れることを理解できるようにし，実際に行った標本調

査だけでなく，既に行われている標本調査の方法や結果についても批判的に考察

し表現できるようにする。

この学年では，標本調査の必要性と意味を理解し，簡単な場合について標本調

査を行い，母集団の傾向を捉え説明する。標本調査に伴う誤りの可能性を定量的

に評価することまで取り扱う必要はなく，母集団からその一部を取り出して整理

し処理することで，全体の傾向を推定できることや，標本の大きさを大きくする

ことで標本調査の結果の散らばりが小さくなることを経験的に理解できるように

することが大切である。その際には，ヒストグラムや箱ひげ図などのこれまでの

学習で身に付けた知識や技能を活用することが考えられる。また，標本を無作為

に抽出することと関連して，第２学年までの学習内容を振り返ることで，確率の

必要性と意味を学び直すことができる。

母集団から標本を抽出する際に必要な乱数を簡単に数多く求めることが必要な

場合には，コンピュータなどを積極的に利用する。また，インターネットなどの

情報通信ネットワークを利用してデータを収集したり，様々な標本調査について

調べたりすることも考えられる。その際には，データの収集方法やそのまとめ方

などについて，批判的に考察した上で，目的に応じて，それらの結果に基づいて

判断することも大切である。

ここで，「Ｄデータの活用」領域の指導事項について，前回の学習指導要領と

の相違点をまとめておく。

第１学年においては，これまで取り扱っていた度数分布表の階級や中央値，最

頻値といった代表値を小学校算数科で取り扱うこととし，第２学年の内容であっ
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た確率を多数の観察や多数回の試行によって得られる確率と場合の数を基にして

得られる確率とに分けて，多数の観察や多数回の試行によって得られる確率をこ

の学年で取り扱うこととした。また，内容の取扱いの中で述べられていた，誤差

や近似値の意味，数を a ×10n
の形で表すことについては，第３学年の「Ａ数と

式」の(1)などに関連して取り扱うこととした。

第２学年においては，四分位範囲や箱ひげ図を取り扱うこととし，確率につい

ては場合の数を基にして得られる確率を中心に取り扱うこととした。

〔数学的活動〕

(1) 「数学的活動」指導の意義

数学的活動のうち，特に中学校数学科において重視するものとして，日常の事

象や社会の事象から問題を見いだし解決することや，数学の事象から問題を見い

だし解決すること，またその過程で数学的な表現を用いて説明し伝え合うことを

内容の〔数学的活動〕に位置付けている。

数学科において，数学的活動として捉える問題発見・解決の過程には，主とし

て日常生活や社会の事象に関わる過程と，数学の事象に関わる過程の二つがある。

数学的活動は，これら二つの過程において，基本的に問題解決の形で遂行される。

すなわち，疑問や問いの発生，その定式化による問題設定，問題の理解，解決の

計画，実行，検討及び新たな疑問や問い，推測などの発生と問題の定式化と続く。

これら一連の活動を実体験することは，数学を学ぶことの面白さや考えることの

楽しさ，数学の必要性や有用性を実感する機会をもたらし，そこでは粘り強く考

え抜くことが必要になり，成就感や達成感などを基にして自信を高め自尊感情を

育む機会も生まれる。また，異なる考えを相互に取り入れ深めていくなど，互い

に理解し合うことにもつながる。

したがって，数学的活動は，生徒にとって数学を学ぶための方法である。また，

数学的活動に取り組むこと自体が，知識及び技能を身に付け，思考力，判断力，

表現力等を養うために必要であることから，数学的活動は指導の内容でもある。

さらに，その後の学習や日常生活，社会生活において，数学に関わり自ら学び自

ら考える活動ができるようにすることを目指しているという意味で，数学的活動

は数学を学ぶ目標でもある。それらのバランスをとりつつ，各領域の学習やそれ

らを相互に関連付けた学習において，数学的活動の楽しさを実感できるようにし，

数学的に考える資質・能力を確かに育むことが期待されている。

教育及び学習指導が，願いや目的を実現するための意図的，計画的な営みであ

ることに配慮すれば，教師の関わりは必要であり，生徒の自立への誘いである。

したがって，教師の関わりは，時に積極的であり，次第にあるいは状況に応じて

個別的，間接的になり，最終的には生徒自身が自力でする営みの機会を設けるこ
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とが必要である。

(2) 指導内容の概観

小学校算数科においても，数学的活動を通して指導することを重視している。

中学校数学科ではこうした経験を基にして，生徒が数学的活動に主体的に取り組

むことを一層重視していく。

数学的活動には，数学的な問題発見・解決の過程に位置付く「日常の事象や社

会の事象」及び「数学の事象」を対象とした問題解決の活動がある。これらは，

数学外の世界と数学を結び付け，数学を生かして考察したり，数や図形の性質な

どを見いだし，発展させたりする上で重要である。また，これらの活動がより洗

練されたものに高められたり，そこで見いだされた問題意識や検討の成果を共有

したりするためには，数学的な表現を用いて説明し伝え合う活動が必要不可欠で

ある。したがって，数学的な表現を用いて説明し伝え合う活動は，上述の二つの

活動と一体のものとして扱われる必要がある。

このような考えに基づいて，以下に示す①から③の活動を中学校数学科におけ

る数学的活動の典型例として内容に位置付け，各学年とも，これらに取り組む機

会を設けるものとした。したがって，各学年の内容の指導に当たって，以下に示

す①から③の活動のうち行われないものがないようにすることが必要である。数

学的活動に取り組む際には，全体としての流れを大切にするとともに，単元など

内容や時間のまとまりを見通して，その中で，どの活動に重点を置いて指導する

のかを計画することも重要である。

なお，数学的活動の内容が第１学年と第２，３学年で異なるのは，生徒の発達

の段階や学習の状況，各学年で指導する四つの領域の内容との関係を考慮し，そ

の高まりや広がりを表したものである。

①日常の事象や社会の事象から問題を見いだし解決する活動

日常生活や社会における事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目し，

理想化したり単純化したりして数学の舞台にのせ，数学の世界で処理して，その

結果の意味を日常生活や社会において解釈し，問題を解決する活動である。日常

生活や社会のできごとを自ら数学と結び付けて考察したり処理したりする活動を

通して，数学を利用することの意義を実感し，数学のよさを感得できる機会が生

まれる。

なお，第１学年においては，「日常の事象」において数学を利用することを重

視するとともに，第２，３学年においては，数学を利用する範囲を「社会の事象」

にまで広げている。

②数学の事象から問題を見いだし解決する活動

数学の事象から問題を見いだし，それを解決する活動は，発展的，創造的な活



- 61 -

動である。見いだされる問題としては，概念，性質，定理など数学的な事実，ア

ルゴリズムや手続きなど多様であり，帰納や類推，演繹などの数学的な推論もよ
えき

り適切さを増し洗練されていく。

なお，第１学年においては，数量や図形及びそれらの関係などに着目し，観察

や操作，実験などを通して，問題を見いだす活動を重視するとともに，第２，３

学年においては，数学の事象から問題を見いだし解決する際，｢見通しをもつ｣こ

とまでを視野に入れ，質的な高まりを期待している。

③数学的な表現を用いて説明し伝え合う活動

言葉や数，式，図，表，グラフなどを適切に用いて，数量や図形などに関する

事実や手続き，思考の過程や判断の根拠などを的確に表現したり，考えたことや

工夫したことなどを数学的な表現を用いて伝え合い共有したり，見いだしたこと

や思考の過程，判断の根拠などを数学的に説明したりする活動である。

なお，第１学年においては，自分が納得し，相手に分かりやすく「筋道立てて

説明し伝え合う」ことに重点を置き，第２，３学年においては，根拠を明らかに

し「論理的に説明し伝え合う」ところまでを視野に入れ，質的な高まりを期待し

ている。

また，多くの場合，③の活動は，指導の過程において，前述した①，②の活動

と相互に関連し一体の活動として行われる。
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第３章 各学年の目標及び内容

第１節 第１学年の目標及び内容

１ 第１学年の目標

(1) 正の数と負の数，文字を用いた式と一元一次方程式，平面図形と空間図

形，比例と反比例，データの分布と確率などについての基礎的な概念や原

理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解

釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2) 数の範囲を拡張し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて

数量の関係や法則などを考察したりする力，図形の構成要素や構成の仕方

に着目し，図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力，数量の

変化や対応に着目して関数関係を見いだし，その特徴を表，式，グラフな

どで考察する力，データの分布に着目し，その傾向を読み取り批判的に考

察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする

力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活

や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようと

する態度，多面的に捉え考えようとする態度を養う。

(1) 知識及び技能

中学校数学科の目標では，育成を目指す「知識及び技能」に関わる資質・能力

を，「数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとと

もに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする」としている。それを第１学年の目標として具体

的に示したものが第１学年の目標の(1)である。

「知識」に関しては，学習するそれぞれの内容についての基礎的な概念や原理

・法則などを確実に理解することが重要である。新しく学習する概念や原理・法

則などは既習の知識と関連付け，より深く理解できるようにする。例えば，比例

の学習では，比例を新たな概念として扱うのではなく，小学校算数科において習

得した比例の性質を基に，具体的な事象の中にある二つの数量を見いだし，それ

らの間の変化や対応について調べ，関数関係を見いだし考察することなどから，

比例を関数として捉え直し，比例についての理解を深めることができるようにす

る。そして，その後の学習で新たに習得した反比例の知識を組み合わせることで，
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比例の理解が更に深まることになる。このように新たな知識を習得していく過程

では，既存の知識と関連付けたり組み合わせたりしていくことにより，その内容

に関する知識の確実な定着を図るようにする。

また，「技能」に関しては，適切な数学的な表現や処理ができるようにするこ

となど問題発見･解決の基礎をなす技能を身に付けることが必要である。例えば，

確率の学習では，あるペットボトルのふたを投げた時に「裏向きが出やすい」と

いう感覚をより的確に表現するには，「10回中，６回の割合で裏向きが出た」の

ように数学的に表現する必要がある。そして，比の値や相対度数の知識を基に，

や0.6のような一つの数で表すことができるようにする。これは，不確定な事３｜
５
象の起こりやすさを示す方法として，多数回の観察や試行による確率の必要性を

理解し，計算により導き出した数を用いて不確定な事象の起こりやすさを説明で

きるようにする過程においても必要な技能である。このように「技能」は，それ

を身に付ける過程において，「思考力，判断力，表現力等」及び「知識」ととも

に習得されるものであることにも留意する。また，複雑化する状況や問題に対し

て習得した技能を活用するためには，技能の習熟・熟達を目指すことも重要であ

る。

(2) 思考力，判断力，表現力等

中学校数学科の目標では，育成を目指す「思考力，判断力，表現力等」に関わ

る資質・能力を，「数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形など

の性質を見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を養う」としている。それを第１学年の目標として

具体的に示したものが第１学年の目標の(2)である。

例えば，数と式領域の学習では，数の範囲を正の数と負の数にまで拡張し，算

数で学習した数の四則計算と関連付けて，その計算の方法を考察し表現できるよ

うにする。また，正の数と負の数を用いることによって数量を統一的に表現し，

物事を今までよりも広く考察することができるようにする。

文字を用いた式については，一次式の加法と減法の計算の方法を，具体的な場

面や数の計算と関連付けて考察し表現できるようにする。また，一元一次方程式

については，等式の性質に着目することで解が導けることを見いだし，一元一次

方程式を解く方法を考察し表現できるようにする。さらに，具体的な場面で一元

一次方程式を活用し，問題を解決したり結果の妥当性を判断したりできるように

する。

図形領域の学習では，図形の性質や関係に着目して基本的な作図の方法を見い

だしたり，図形の移動に着目して二つの図形の関係を調べたりする。空間図形の

学習では，空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものと捉えたり，

空間図形を平面上に表現することで空間図形の性質を見いだしたりする。このよ
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うな学習を通して，図形の性質や関係を見抜く直観力を養い，その性質を論理的

に考察し表現する力を養う。

関数領域の学習では，比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，

式，グラフなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすことができ

るようにする。また，比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現でき

るようにする。

データの活用領域の学習では，目的に応じてデータを収集して分析し，分布の

傾向を読み取り，それを基に説明できるようにするとともに，分析したものを批

判的に考察することで，事象をよりよく捉えたり判断したりできるようにする。

また，不確定な事象の起こりやすさを，多数の観察や多数回の試行の結果を基に

相対度数と関連付けて考察し表現できるようにする。

(3) 学びに向かう力，人間性等

中学校数学科の目標では，育成を目指す「学びに向かう力，人間性等」に関わ

る資質・能力を，「数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，

数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を養う」としている。それを内容の系統性と生徒の発達の段

階に応じ，第１学年の目標として具体的に示したものが第１学年の目標の(3)で

ある。

「数学的活動の楽しさ」とは数学的活動そのものがもつ醍醐味であったり，数
だい ご み

学的活動を主体的に遂行することによって得られる喜びや満足感などであったり

する。特に後者は，数学的な見方・考え方が豊かになるに伴い，個人の内面にお

いて自然に沸き上がる感覚であると考えられるので，たとえ個々の数学的活動が

拙く見えても，大切にされるべきである。また「数学のよさ」とは，数学的な
つたな

表現や処理のよさや，数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則のよさ，

数学の実用性などを意味する。このような「数学的活動の楽しさ」や「数学のよ

さ」に気付くことで数学学習への関心・意欲が高まり，数学的活動に積極的に取

り組もうとする態度が養われていく。さらに，一人一人の内面に配慮した指導に

より，あきらめずに考え抜いたり，よりよい方法や結果を見いだすために何度も

見直したりする態度が育まれていく。

したがって「学びに向かう力，人間性等」に関わる資質・能力は，「知識及び

技能」と「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力を，どのような方向性で働

かせていくかを決定付ける重要な要素であるとともに，これら二つの資質・能力

に支えられているものでもある。個々の生徒の特性を見極めつつ，中学校の早い

時期から段階的に養っていくことが大切である。
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２ 第１学年の内容

Ａ 数と式

Ａ(1) 正の数と負の数

(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。

(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。

(ｳ) 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりするこ

と。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 算数で学習した数の四則計算と関連付けて，正の数と負の数の四則

計算の方法を考察し表現すること。

(ｲ) 正の数と負の数を具体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕

自然数 素数 符号 絶対値

［内容の取扱い］

(1) 内容の「Ａ数と式」の(1)に関連して，自然数を素数の積として表すこ

とを取り扱うものとする。

(2) 内容の「Ａ数と式」の(1)のアとイの(ｱ)に関連して，数の集合と四則計

算の可能性を取り扱うものとする。

小学校算数科では，第４学年までに整数についての四則計算の意味や四則計算

に関して成り立つ性質などを取り扱い，その定着と活用を図っている。そして，

第５，６学年で交換法則，結合法則，分配法則について，小数や分数の計算でも

成り立つことを調べることを通して，その意味と四則計算を学習し，数について

の感覚や見方を広げ，その定着と活用を図っている。

また，小数については第５学年までに，分数については第６学年までに，目的

に応じて多様な表現方法を用いながら数の表し方や，それらの意味と計算の仕方

などを考察することを学習している。
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中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，数の範囲を

正の数と負の数にまで拡張し，正の数と負の数の必要性と意味を理解すること，

正の数と負の数の四則計算の意味を理解し，その計算ができるようにすること及

び正の数と負の数を用いて表したり処理したりすることを通して，具体的な場面

でそれらを活用できるようにする。

正の数と負の数の必要性と意味(アの(ｱ)，［内容の取扱い］(2))

正の数と負の数の必要性については，これまでの経験や日常生活と関連付け，

例えば最高気温の前日との差など，正の数と負の数が使われている具体的な場面

に結び付けて理解できるようにする。その際，正の数と負の数を用いることによ

って，

・反対の方向や性質を数で表すことができること

・ある値を基準とした数の大小の比較ができること

・数を数直線上に表すことができること

・減法がいつでも可能になること

・加法と減法を統一的に表すことができること

など，正の数と負の数のよさを知り，その意味を理解できるようにする。

数の範囲を拡張することについては，小学校第１学年から漸次指導して理解を

深めてきている。中学校第１学年では，数の範囲を正の数と負の数に拡張するこ

とで，数の集合の捉え直しが必要になる。例えば，小学校算数科における整数と

は０と正の整数を合わせたものであった。中学校数学科ではこれに負の整数を加

え，数学の概念としての整数を定義する。こうして捉え直した数の集合とその集

合における四則計算の可能性について取り上げ，数の概念の理解を深めることが

できるようにする。

正の数と負の数の四則計算(アの(ｲ)，イの(ｱ)，［内容の取扱い］(2))

正の数と負の数の四則計算は，小学校算数科で学習した数の四則計算の意味を

拡張して考えることにより可能になり，加法，乗法に関して交換法則，結合法則

や分配法則といった計算の法則も成り立つ。ここでは，正の数と負の数の四則計

算ができるようにするとともに，その意味が理解できるようにする。例えば，同

じ符号の２数の加法の学習を基にして，符号の異なる２数の加法の計算の仕方を

見いだし，符号や絶対値などに着目し，正の数，負の数の加法の計算の方法につ

いてまとめることができるようにする。このことを基に，その後の減法や乗法，

除法についても同様の視点から計算の方法を考察し表現することができるように

する。このように，数の範囲を拡張し，四則計算とその意味を考えることは，第

３学年における平方根の学習においても重要である。

また，小学校算数科では，分数の乗除を考えることによって，逆数を用いて除

法を乗法の計算とみることができた。中学校数学科においても，正の数と負の数
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の加減を考えることによって減法を加法の計算とみることが可能になる。例えば

３－２という計算は「－」を演算記号と考えると減法とみることができるが，

(＋３)＋(－２)と表し，「－」を符号と考えると加法とみることができる。加法

と減法を統一的にみることで，加法と減法の混じった式を正の項や負の項の和と

して捉え，その計算ができるようになる。

このような式の見方や四則計算は，文字を用いた式の計算や方程式を解く方法

についての学習においても必要であり，習熟を図る必要がある。さらに，正の数

と負の数の学習の中だけでなく，それに続く文字を用いた式や方程式などの学習

の中でも習熟が図られるようにする必要がある。

正の数と負の数を具体的な場面で活用すること(アの(ｳ)，イの(ｲ))

様々な事象における問題解決の場面において，正の数と負の数を用いて変化や

状況を分かりやすく表したり，能率的に処理したり，その意味を読み取ったりす

ることができるようにする。例えば，図書館の本の１日の貸出冊数など，設定し

た目標値を基準として，その目標値からの増減を正の数と負の数を用いて表すこ

とにより，目標の達成状況などを明確に示したり把握したりすることや，仮平均

を定めて処理することにより，効率よく平均を求めるなどの活動を設定すること

が考えられる。このように様々な事象を正の数と負の数を用いて考察し表現する

ことで，それらを活用することができるようにする。

自然数を素数の積として表すこと（［内容の取扱い］(1)）

内容の取扱い(1)に示されているように，自然数を素数の積として表すことを

内容の「Ａ数と式」の(1)などに関連して取り扱う。これは，自然数を素数の積

として表すことによって，小学校算数科で学んできた整数の性質についての理解

を深め，中学校での学習につなげることができるからである。

小学校算数科では，整数の性質について，偶数，奇数，約数，倍数，最大公約

数，最小公倍数という観点から学習しているが，素数については学習していない。

ここでは，１より大きい自然数が，１とその数自身以外には約数をもたない数

とそうではない数とに分けられること，すなわち，素数と素数ではない数との２

種類に分けられることを理解できるようにする。

素数ではない数は，その約数を用いて幾つかの自然数の積で表すことができる。

また，それらの自然数の中に素数でないものがあれば，さらに，その約数を用い

て積に表すという操作を続けていくと，最終的には素数だけの積で表すことがで

きる。これが素因数分解であり，その表し方はただ一通りに決まる。分解の順序

をいろいろに変えても，整理すると結果は同じ素数の積になることを活動を通し

て具体的に知ることができるようにする。このように自然数を素数の積で表すこ

とにより，算数で学習した約数，倍数などの整数の性質について捉え直すことが

できるようにする。
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Ａ(2) 文字を用いた式

(2) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 文字を用いることの必要性と意味を理解すること。

(ｲ) 文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること。

(ｳ) 簡単な一次式の加法と減法の計算をすること。

(ｴ) 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを

理解し，式を用いて表したり読み取ったりすること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 具体的な場面と関連付けて，一次式の加法と減法の計算の方法を考

察し表現すること。

〔用語・記号〕

項 係数 ≦ ≧

［内容の取扱い］

(3) 内容の「Ａ数と式」の(2)のアの(ｴ)に関連して，大小関係を不等式を用

いて表すことを取り扱うものとする。

小学校算数科では，第４学年までに，数量の関係や法則などを数の式や言葉の

式，□，△などを用いた式で簡潔に表したり，式の意味を読み取ったりすること

や，公式を用いることを学習している。また，第５学年では簡単な式で表されて

いる関係についてその関係の見方や調べ方を学び，第６学年では数量を表す言葉

や□，△などの代わりに，a や x などの文字を用いて式に表したり，文字に数を
当てはめて調べたりすることを学習している。

中学校数学科において第１学年では，数量の関係や法則などを，文字を用いて

式に表したり，式の意味を読み取ったり，文字を用いた式の計算をしたりして，

文字を用いることのよさについて学習する。指導に当たっては，小学校算数科に

おける学習の状況に十分配慮し，例えば，数量の関係や法則などを数や言葉の式，

□，△などを用いた式に表してその意味を読み取ったり，数を当てはめて調べた

りする活動を行うなどして，文字のもつ一般性について丁寧に取り扱い，文字に

対する抵抗感を和らげながら漸次理解することができるようにする。

文字を用いることの必要性と意味(アの(ｱ))

文字を用いた式は，数量の関係や法則などを簡潔，明瞭にしかも一般的に表現
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するために必要である。例えば，加法の交換法則を言葉で表すと「被加数と加数

を交換しても，結果は等しい」となる。このことを具体的な数を用いると，

「２＋３＝３＋２」のように簡潔に式に表すことはできるが，加法の交換法則が

一般的に成り立つことを表現することはできていない。このような場合，文字 a，b
を用いることで，加法の交換法則を「a ＋ b ＝ b ＋ a」と簡潔，明瞭，しかも一
般的に表現することができる。

また，文字を用いた式で表すことにより，数量の関係を具体的なものの意味に

束縛されることなく，抽象的な数の関係として考察することもできる。例えば，

式 s ＝ ab は，(長方形の面積)＝(たて)×(よこ) ，(値段)＝(単価)×(個数)，
(道のり)＝(速さ)×(時間)などを表していると考えることができ，どの関係にお

いても，式 s＝ ab を a＝ と変形して，数量の関係を考察することができる。

さらに，文字を用いた式には，自分の思考の過程を表現し，他者に的確に伝達

できるというよさもある。例えば，図１のようにマッチ棒を並べていくとき，正

方形を n個つくるのに必要なマッチ棒の本数は，図２や図３のようにして，
４n －(n －１) や２n ＋(n ＋１)などと表すことができる。これらは式としての
表現の違いだけでなく，マッチ棒の本数の求め方の違いを表現しているとみるこ

ともできる。このような文字を用いることのよさを実感し，その必要性や意味を

理解できるようにすることが大切である。

b
s

・・・

・・・

図３

・・・

・・・

図２

・・・

・・・

図１
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文字を用いた式における乗法と除法の表し方を知ること(アの(ｲ))

文字を用いて数量の関係や法則などを式に表現するとき，乗法の記号×は，文

字と文字の間や，数と文字の間では普通は省略し，除法の記号÷は，特に必要な

場合を除き，それを用いないで分数の形で表すことを学習する。例えば，

a× b ＝ ab ， a÷ b ＝ ， a× a ＝ a2

などは，その基本的なものである。これによっていろいろな式の表現が一層簡潔

になり，式の取扱いを能率的に行うことができる。

なお，abや ，さらに，a＋ b ，a－ b という表現は，操作の方法を表して

いるとともに，操作の結果も表しているという式の見方は大切である。特に学習

の初期においては，例えば，３ a ＋２や５ x －５のように演算記号が残ったまま
にしておくことに違和感をもつことがあるので，このことに十分に留意する。

一次式の加法と減法(アの(ｳ)，イの(ｱ))

文字を用いた式の計算については，一次式の加法と減法を取り上げる。その計

算については，主として一元一次方程式を解くのに必要な程度の簡単な式の計算

ができるようにすることをねらいとする。したがって，例えば，

(２x－３)＋(x＋１)，２(３x＋４)－３(x－５)などのように，一種類の文字に
ついての一次式の加法と減法が学習の中心となる。

文字を用いた式の計算の方法については，

例えば，右のように，項の意味に基づいて計

算することや，計算の法則が保たれることな

ど，数の計算と関連付けて説明できるように

することが大切である。また，例えば，

a－(b＋ c)＝ a－ b－ cであることを確かめ
るのに，b 円と c 円の品物を買って a 円を出
したときのおつりを考えてみるなど，具体的

な場面と関連付けて説明できるようにすることが大切である。

式を用いて表したり読み取ったりすること(アの(ｴ)，［内容の取扱い］(3))

文字を用いた式は優れた表現方法であり，式を用いて数量の関係や法則などを

表したり，その意味を読み取ったりするとともに，そのよさを感じ取り，式を積

極的に活用できるようにすることが大切である。式を用いて表したり，式の意味

を読み取ったりするためには，文字が表す数量とその関係を理解できるようにす

る必要がある。例えば，ある美術館の入館料が大人１人 a円，子ども１人 b円の
とき，「大人１人と子ども２人の入館料の合計」を表す場合や，同じ例で a － b
の意味を読み取る場合に，大人１人500円，子ども１人300円などとして，具体的

a
b

a
b

(３a＋１)＋(２a＋５)
＝３a＋１＋２a＋５
＝３a＋２a＋１＋５
＝(３＋２)a＋(１＋５)
＝５a＋６
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な数に置き換えて考えることにより数量の関係を把握できるようにすることが大

切である。

数量の関係を表す式では，相等関係または大小関係を等式または不等式に表す

ことを取り扱い，文字を用いた式に対する理解を深められるようにする。例えば

前述の例で，「大人１人と子ども２人の入館料の合計は1000円であった」は，

a＋２b＝1000と表される。また，ここでの相等関係は，２b＝1000－ a，
a ＝1000－２b などと表すこともできる。ここでは，等号を計算の過程を表す記
号としてではなく相等関係を表す記号として用いる。すなわち，a ＋２b ＝1000
は「a ＋２b を計算して1000になった」ことを意味するだけではなく，「a ＋２b
と1000は等しい（いずれも入館料の合計を表しており，つりあっている）」こと

も意味する。こうしたことを読み取れることは，一次方程式の学習と深く結び付

いている。また，「大人１人と子ども２人の入館料を払うと1000円でおつりがも

らえた」は，「支払った入館料は1000円より安い」と解釈し，a＋２b＜1000と表
すことができる。このように，不等号を用いて数量の大小関係を式に表したり，

不等号を用いた式の意味を読み取ったりすることができることを理解できるよう

にする。

文字がいろいろな値をとることができることの理解を深めるためには，文字を

用いた式の文字に数を代入して式の値を求める学習が役立つ。この学習は，方程

式の解の意味を理解するためにも重要である。式の値を求める際には，負の数を

代入する場合についても正しく処理できるようにする。ここでは，式の値を求め

ることを単なる計算練習とはせず，具体的な場面と結び付けることが大切である。

Ａ(3) 一元一次方程式

(3) 一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解する

こと。

(ｲ) 簡単な一元一次方程式を解くこと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現す

ること。

(ｲ) 一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕

移項
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［内容の取扱い］

(4) 内容の「Ａ数と式」の(3)のアの(ｲ)とイの(ｲ)に関連して，簡単な比例

式を解くことを取り扱うものとする。

中学校数学科において第１学年では，文字を用いた式の学習の上に立って，方

程式の必要性と意味及びその解の意味を理解し，等式の性質を基にして一元一次

方程式を解く方法について考察し表現する。そして，それらを通して代数的な操

作のよさを理解するとともに，一元一次方程式を具体的な場面で活用できるよう

にする。

方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味(アの(ｱ))

方程式は，変数（未知数）を含んだ相等関係についての条件を表した等式であ

り，方程式を用いることにより，条件を満たす値を的確に求めることができる。

また，方程式の解は，その条件を満たす値である。例えば，方程式 x＋３＝５は，
「x と３の和は５に等しい」ことの数学的な表現であるが，この式は，変数 x が
満たすべき条件とも考えられる。この条件が成り立つかどうかは，方程式の中の

文字 x の値による。xの変域を整数全体の集合とし，上の方程式の xに
…，－３，－２，－１，０，１，２，３，… を代入すると，x の値が２のとき
にこの等式が成り立つ。２以外の数のときは成り立たないので，この２が方程式

の解ということになる。このようにして方程式の解を求めることは，解の意味を

理解する上で重要である。

一元一次方程式を解くこと(アの(ｲ)，イの(ｱ))

一元一次方程式を解くには，等式の性質を基にして式を変形し，x ＝ k の形の
式をつくり解を求める。このとき使われる等式の性質は次の四つである。

① a＝ b ならば，a＋ c＝ b＋ c

② a＝ b ならば，a－ c＝ b－ c

③ a＝ b ならば，ac＝ bc

④ a＝ b かつ c≠０ならば， ＝

①と②は，正の数と負の数を用いて加法と減法を統一的に表すことを基にすれ

ば，別なものと考えずに統合的にみることができる。また，③と④の乗法と除法

の場合も，逆数を用いることによって統合的にみることができる。なお，等式の

性質の学習については，例えば，上皿天びんなどを用いる操作的な活動を取り入

れるなどして，具体的なイメージをもって理解できるようにすることが大切であ

る。

a
c

b
c
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また，等式の性質を用いることによって，一元一次方程式 ax＋ b＝ cx＋ dを
x ＝ k の形に変形し，解を求めることができるようにする。ここでは，等式の性
質①，②によって移項が導かれ，移項によってＡ x ＝Ｂ（Ａ≠０）の形の方程式
に変形し，性質③，④によって，x の係数を１にして解を導く。このように等式
の性質を基にして，もとの方程式と同値な方程式を段階的に導き，x＝ k の形に
変形することで解が求められることを理解し，その変形の過程を観察することで，

方程式を解く方法について一般的な手順をまとめ，能率よく解を求めることがで

きるようにする。その際，方程式を解くための変形の過程は，一次式の加減のよ

うな数や文字を用いた式の計算の過程とは次のような意味で異なることに注意す

る必要がある。すなわち，数や文字を用いた式の計算が，一つの式をより簡略さ

れた式に変形していくことを意味するのに対し，方程式を解く方法は，一つの等

式をより簡略で同値な関係にある他の等式に変形していくことを意味することを

理解できるようにする。

５x＋３－(２x－６) ５x＋３＝２x－６
＝５x＋３－２x＋６ ５x－２x＝－６－３
＝５x－２x＋３＋６ ３x＝－９
＝３x＋９ x＝－３

なお，一元一次方程式を解くことについては，具体的な問題の解決に必要な程

度の方程式が解けるようにし，それを活用できるようにする。

一元一次方程式を具体的な場面で活用すること（イの(ｲ)，［内容の取扱い］(4)）

具体的な場面における問題を方程式を活用して解決するためには，次のような

一連の活動を行うことになる。

① 求めたい数量に着目し，それを文字で表す。

② 問題の中の数量やその関係から，二通りに表される数量を見いだし，文字

を用いた式や数で表す。

③ それらを等号で結んで方程式をつくり，その方程式を解く。

④ 求めた解を問題に即して解釈し，問題の答えを求める。

②は，数量や数量の関係を文字を用いた式で表したり，その意味を読み取った

りすることの学習と深く結び付いている。③には，方程式をつくってしまえば，

具体的な場面を離れて形式的に処理できるというよさがあり，能率的に方程式が

解けるようにしておく必要がある。また④で，方程式を解いた後に，その解がも

との問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べる。このことは，方程式

をつくるときに表現しきれなかった条件を，具体的な場面に即して再検討するこ

とを意味している。このような学習を通して，具体的な場面における問題を方程
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式を活用して解決するための方法を理解するとともに，解決過程を振り返り，得

られた結果を意味付けたり活用したりしようとする態度を養うことができる。

一元一次方程式を活用する場面として，簡単な比例式を解くことが考えられる。

例えば「２種類の液体Ａ，Ｂを３：５の重さの比で混ぜる。Ｂ150gに対して，Ａ

を何g 混ぜればよいか」を求めるには，Ａを xg 混ぜるとして，比例式

３：５＝ x：150を考えればよい。この比例式は，比の値を用いて ＝ と表す

ことができるので，一元一次方程式とみることができ，この方程式を解くことで，

x ＝90となる。つまり，液体Ａを90g混ぜればよいことが分かる。このように，
比を基にして数量を求めるような具体的な場面において，比例式をつくり，比の

値が等しいことから既習の方程式に変形することで問題を解決することができる

ようにする。

Ｂ 図形

Ｂ(1) 平面図形

(1) 平面図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方

法を理解すること。

(ｲ) 平行移動，対称移動及び回転移動について理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 図形の性質に着目し，基本的な作図の方法を考察し表現すること。

(ｲ) 図形の移動に着目し，二つの図形の関係について考察し表現するこ

と。

(ｳ) 基本的な作図や図形の移動を具体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕

弧 弦 // ⊥ ∠ △

［内容の取扱い］

(5) 内容の「Ｂ図形」の(1)のイの(ｳ)に関連して，円の接線はその接点を通

る半径に垂直であることを取り扱うものとする。

3
5 150

x
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小学校算数科では，ものの形についての観察や構成などの活動を通して，図形

を構成する要素に少しずつ着目できるようにしている。第４学年までに，三角形

や四角形，二等辺三角形や正三角形，平行四辺形や台形，ひし形などについて理

解し，第５学年では図形の合同，第６学年では縮図や拡大図及び図形の対称性に

ついて理解してきている。このように，図形の構成要素，それらの相等や位置関

係を考察することにより，図形に対する見方が次第に豊かになってきている。

中学校数学科において第１学年では，平面図形の対称性に着目することで見通

しをもって作図し，作図方法を具体的な場面で活用する。こうした学習を通して，

平面図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力を養う。また，図形の

移動について理解し，二つの図形の関係について調べることを通して，図形に対

する見方を一層豊かにする。

基本的な作図(アの(ｱ)，イの(ｱ))

図をかくという操作は，図形に対する興味や関心を引き起こし，図形の性質や

関係を直観的に捉え，その論理的な考察を促すという意義をもつ。

数学において作図とは，定規とコンパスだけを用いて，一定の条件を満たす図

形をつくることを意味し，定規は２点を通る直線をひく道具として使い，コンパ

スは円をかいたり長さを写し取ったりする道具として使う。基本的な作図では，

小学校算数科で学習した平面図形の対称性に着目して，角の二等分線，線分の垂

直二等分線，垂線などについて学習する。このとき，作図の方法を一方的に与え

るのではなく，図形の対称性や図形を決定する要素に着目して作図の方法を見い

だし，その方法を図形の性質や関係に基づいて説明する活動を大切にする。例え

ば，∠ＸＯＹの二等分線を作図するには，角の二等分線が通るべき２点を決めて，

その２点を通る直線（半直線）をひけばよい。角

の二等分線がその角の対称軸になることについて

は，紙を折って角をつくる２辺ＯＸ，ＯＹを重ね

るなどの操作を通して気付くことができる。

∠ＸＯＹの対称軸は頂点Ｏを通るので，この対称

軸が通るべきもう一つの点Ｐを定めることが必要

となる。このように角の二等分線の作図を捉えれ

ば，∠ＸＯＹの対称軸上にある点Ｐを探せばよい

という見通しをもつことができる。指導に当たっては，こうした見通しや作図の

方法について，数学的な表現を用いて筋道立てて説明することを通して，論理的

に考察し表現する力を養うことが大切である。

また，角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線の作図は，いずれも対称性に

着目すれば同じものとして統合的に捉えることができる。具体的には，角の二等

分線の作図で，ＯＰ＝ＯＱ，ＡＰ＝ＡＱから，点Ｏと点Ａを中心とする二つの円

Ｏ

Ｐ

Ｘ

Ｙ
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の交点がＰ，Ｑであるとみることができる。線分の垂直二等分線の作図でも，

Ａ，Ｂを中心とする同じ半径の二つの円の交点がＰ，Ｑである。垂線の作図では，

Ａ，Ｂを中心とする二つの円の交点がＰ，Ｑである。つまり，いずれも二つの円

がそれぞれの中心どうしを結ぶ直線に対して線対称であることを用いている。こ

のように作図の方法を見直し，図形の対称性が作図の方法を統合的に捉える上で

重要な役割を果たしていることを見いだす場面を設定することが考えられる。

平行移動，対称移動及び回転移動(アの(ｲ)，イの(ｲ))

小学校算数科では，第６学年において一つの図形についての対称性が取り扱わ

れている。中学校数学科では，図形の移動に着目し，図形間の関係として対称性

を考察する。具体的には，二つの図形のうち一方を移動して他方に重ねる方法を

見いだしたり，一つの図形を移動する前と後で比較したりして図形の性質や関係

を捉える。

図形の移動に関連して，小学校の低学年から，「ずらす」，「まわす」，「裏返す」

などの操作を通して図形の性質を考察しており，それによって図形の形や大きさ

が変わらないことを自然に捉えている。ここでは，形や大きさを変えない移動と

して，平行移動，対称移動及び回転移動について学習する。

図形の移動とは，あるきまりに従って図形を他の位置に移すものであり，その

図形を構成している各点がそのきまりに従って移動することになる。平行移動は，

図形を一定の方向に一定の距離だけ移動することであり，この移動は方向と距離

によって決まる。対称移動は，図形をある直線を軸として対称の位置に移動する

ことである。この移動は，対称軸の位置によって決まる。回転移動は，図形をあ

る点を回転の中心として一定の角だけ回転する移動である。この移動は，回転の

中心の位置及び回転角の大きさと回転の向きによって決まる。特に，回転角の大

きさが180ﾟである回転移動を，点対称移動という。

指導に当たっては，このような図形の移動を通して，移動前と移動後の二つの

図形の関係に着目できるようにすることで，図形の性質や関係を見いだし，図形

の移動について考察し表現する活動を大切にする。例えば，合同な図形の敷き詰

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ａ Ａ Ｂ

Ｑ

Ｐ

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｑ

＜角の二等分線＞ ＜線分の垂直二等分線＞ ＜垂線＞
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め模様を観察することによって，その中の二つの図形がどのような移動によって

重なるかを直線の位置関係，対応する辺や角の相等関係，図形の合同などに基づ

いて考察し，数学的な表現を用いて筋道立てて説明する。また，一つの図形を基

にしてそれを移動することによって敷き詰めを行い，模様をつくることも考えら

れる。さらに，作図の意味の理解を深めるために，基本的な作図の方法や結果を，

図形の移動に着目して確かめることも大切である。

このように，移動に関する内容を，図形の位置関係や相等関係，作図に関する

内容と相互に関連付けながら取り扱うことで，平面図形についての理解を一層深

めるとともに，図形に対する見方をより豊かにすることができる。この際，数学

的な表現を用いて筋道立てて説明することを通して，論理的に考察し表現する力

を養い，第２学年における図形の合同の学習につなげていくことが大切である。

作図や図形の移動を具体的な場面で活用すること(イの(ｳ)，［内容の取扱い］(5))

日常の事象を図形の形や大きさ，構成要素や位置関係に着目して観察し，その

特徴を捉えることで，図形の性質や関係を用いて日常の事象の特徴をより的確に

捉えたり，問題を解決したりすることができるようになる。そのために，紙や模

型などを実際に操作するなどの活動を取り入れ，日常の事象の特徴を捉えられる

ようにする。例えば，日本の伝統文様には，「麻の葉」と呼ばれるものがあり，

この文様は，頂角120ﾟの合同な二等辺三角形を敷き詰めてできたものとみること

ができる。このそれぞれの二等辺三角形は，一つの二等辺三角形を対称移動した

り，回転移動したり，平行移動したりした図形などとみることができる。こ

の他にも，図形の様々な性質を用いた伝統文様に

は，「矢絣（やがすり）」，「亀甲（きっこう）」な

どがある。こうした美しい伝統文様にどのような

特徴があるのかについて興味や関心をもって考察

し表現することも大切である。ここでは，平行移

動として，二つの図形の対応する点を結んだ線分

がそれぞれ平行で長さが等しくなっていることや，

回転移動として，どの点を回転の中心としてどちらの向きに何度回転されている

かを見いだしたり，対称移動として，二つの図形について対称の軸をかき入れ，

対応する点を結んだ線分が対称の軸と垂直に交わり，その交点で２等分されるこ

とを確認したりすることが大切である。

円の接線を作図する方法については，円の対称性に着目して見いだすことがで

きる。円の対称軸に垂直な直線を平行に移動させていくことで接線をかくことが

できることを基に，円周上の点における接線の作図の方法を理解する。このこと

に関連して，円の接線はその接点を通る半径に垂直であることを確認することが

できる。

麻の葉
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作図を具体的な場面で活用することについては，物差し（目盛りのついた定規）

や分度器を用いて長さや角の大きさを測って図をかいてきたこれまでの方法と比

較し，測定に頼らずに図形を論理的に考察し，図として表すことができることを

学習する。例えば，物差しや分度器を用いずに定規とコンパスだけを用いて，

30ﾟや45ﾟの角を作図したり，三角形の辺や角を写し取って合同な三角形をかいた

りする。このように三角形の構成要素を写し取ってかく方法の背景には，３辺の

長さ，２辺の長さとその間の角の大きさ，１辺の長さとその両端の角の大きさに

よって三角形がかけることなどがある。このことの理解は論理的な考察をするた

めの基礎となり，小学校算数科においても三角形の構成要素を写し取ってかく活

動などを行っている。

Ｂ(2) 空間図形

(2) 空間図形について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 空間における直線や平面の位置関係を知ること。

(ｲ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や錐体，球の表面積と体積を
すい

求めること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されるものと捉えた

り，空間図形を平面上に表現して平面上の表現から空間図形の性質を

見いだしたりすること。

(ｲ) 立体図形の表面積や体積の求め方を考察し表現すること。

〔用語・記号〕

回転体 ねじれの位置 π

［内容の取扱い］

(6) 内容の「Ｂ図形」の(2)のイの(ｱ)については，見取図や展開図，投影図

を取り扱うものとする。

小学校算数科では，第１学年から身近な立体について観察したり，分類したり

して，ものの形を次第に抽象化して，図形として捉えられるようにしてきている。

また，第２学年から図形の構成要素に着目して立体図形を扱ってきている。第３

学年では球を取り扱い，第５学年までに，立方体，直方体，角柱，円柱を取り扱
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い，それらの見取図や展開図をかくことなどを通して立体図形についての理解を

深めてきている。

中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，空間図形に

ついての理解を一層深める。小学校算数科で立体図形として扱っていたものを，

中学校数学科では空間図形，すなわち，空間における線や面の一部を組み合わせ

たものとして扱うという点に留意する。また，図形の性質や関係を直観的に捉え

論理的に考察する力を養うために，例えば，立体の模型を作りながら考えたり，

目的に応じてその一部を平面上に表す工夫をしたり，平面上の表現からその立体

の性質を読み取ったりするなど，観察や操作，実験などの活動を通して図形を考

察することを基本にして学習を進めていく。図形の計量についても，計算方法を

導くだけでなく，図形について理解する一つの側面として位置付ける。なお，錐
すい

体は中学校で初めて取り扱う立体であることに留意する。

空間における直線や平面の位置関係(アの(ｱ))

小学校算数科でも，直方体などに関連して，直線や平面の平行や垂直の関係に

ついて学習しているが，これは具体的な立体の構成要素の位置関係を扱ったもの

である。中学校数学科では，小学校算数科における立体図形の学習を振り返り，

具体的な空間図形を扱いながらも，抽象化された直線や平面の位置関係を考察す

ることになる。

空間における直線を無限に延びているものと捉えることは，平面図形の場合と

同様に，空間における平面についてもそれが無限に広がっているものと捉える。

そして，空間における直線が２点によって決定されること，平面が同一直線上に

ない３点，一つの直線とその上にない１点，交わる２直線によって決定されるこ

となどを理解できるようにする。また，平面で考察したことを類推によって空間

に拡張し，空間についての豊かな感覚を育むことも大切である。例えば，平面が

一つの直線で二つの部分に分けられるように，空間は一つの平面で二つの部分に

分けられることなどである。

空間における直線や平面の位置関係については，直線や平面がどのような位置

にあるか，また，どのような交わり方をするかを考察する。

空間における直線と直線の位置関係には，二つの直線が交わる場合と交わらな

い場合とがある。交わらない場合には，平行な場合と平行でない場合とがあり，

平行でない場合，二つの直線はねじれの位置にあるという。そして，二つの直線

が交わる場合と平行である場合には，それらによって一つの平面が決定される。

すなわち，その二つの直線は同一平面上にある。

空間における直線と平面の位置関係には，直線が平面に含まれる場合，直線と

平面が交わる場合，直線と平面が平行である場合がある。直線と平面が交わる場

合の中で，特に直線が平面に垂直な場合については，直線が平面に対してどの方
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向にも傾いていないこと，すなわち，直線が

平面との交点を通るその平面上の全ての直線

と垂直であることを確かめる必要がある。し

かし「平面が交わる２直線によって決定され

る」ことを基にすれば，直線が２直線の交点

において，その２直線に垂直であれば，その

２直線によって決まる平面に垂直であること

が分かる。つまり，直線が平面と垂直である

かどうかを調べるには，平面上の交わる２直

線に垂直であることを調べればよい。

空間における平面と平面の位置関係には，二つの平面が交わる場合と交わらな

い場合とがある。交わるときの特別な場合として垂直があり，交わらない場合が

平行である。また，二つの平面の交わりは直線である。

直線や平面の位置関係についての内容は，空間図形を考察する際に基本となる

ものであり，空間図形について分析的に捉えるためには不可欠である。指導に当

たっては，観察や操作，実験などの活動を通して，直線や平面の位置関係の捉え

方が生かされるような具体的な場面を取り入れることが大切である。実際に立体

を作って観察したり，それを用いて説明したりする活動を通して，直線や平面の

位置関係を理解できるような機会を設けることに配慮する。このような活動の中

で，一つの直線に平行な二つの直線は平行であることや，一つの直線に垂直な二

つの直線は空間では平行とは限らないことなどにも気付かせる。

平面図形の運動による空間図形の構成(イの(ｱ))

空間図形は，平面図形の運動によって構成されたものとみることができる。例

えば，面の構成について，角柱の側面を一つの線分が平行に移動してできたもの

とみること，円柱や円錐の側面を一つの線分が定直線（軸）のまわりに回転して
すい

できたものとみることなどがあげられる。また，立体の構成について，角柱や円

柱をその底面である多角形や円が一定の方向に平行に移動してできたもの，円柱

を長方形がその１辺を軸として回転してできたもの，円錐を直角三角形が直角を
すい

はさむ２辺のうちどちらか１辺を軸として回転してできたもの，球を半円がその

直径を軸として回転してできたものとみることなどがあげられる。

空間図形を平面図形の運動によって構成されたものとみることで，空間図形の

性質を見いだし，日常生活の場面と空間図形を結びつける活動を大切にする。例

えば，ろくろを用いて作られた陶器を回転体として捉えて観察したり，カードや

ブロックを鉛直に積み重ねる場面で，どのような立体ができるかを調べたりする

場面を設定することが考えられる。

指導に当たっては，実際に直角三角形などの平面図形の１辺を軸として回転し

l⊥m，l⊥n ならば l⊥P

P

l

m

n
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て調べたり，線分や面の運動によってできる立体を分類したりするなど，観察や

操作，実験などの活動を通して空間図形の理解を深めることが大切である。

空間図形を平面上に表現し，性質を見いだすこと(イの(ｱ)，［内容の取扱い］(6))

具体的な空間図形の性質を理解するために，その図形の必要な部分を見取図や

展開図，投影図として平面上に表現して捉えたり，平面上の表現からその図形の

性質を見いだしたりすることを扱う。例えば，空間図形の模型を手元に置かなく

ても，その見取図をかいたり，見取図から性質を読み取ったりすることによって，

その空間図形のもつ性質を考察することができる。また，立方体や正四面体の模

型を作ろうとして展開図を用いることは，面と面や辺と辺の位置関係などに着目

して，立体の各面の様子を分析的に観察することを必要とする。あるいは，円柱

や円錐の側面積を求めようとするときには，曲面の面積をどのように捉えるかが
すい

問題になるが，これを展開図に表せば，長方形や扇形の面積として捉え直すこと

ができる。さらに，中学校数学科で初めて学習する投影図については，空間図形

を上から見た図（平面図）や前から見た図（立面図）などに表現して，その空間

図形のもつ性質を考察する。このようにして，一つの方向からだけではなく，自

分で視点を決めて観察し，分析的に考察することができる。

なお，空間図形を平面上に表したとき，もと

の空間図形の性質が保存されていないこともあ

る。例えば，右図のような立方体の見取図から，

立方体の性質を読み取ろうとするとき，見た目

で，二つの対角線の長さ（ＡＣ，ＣＦ）が等し

くないと判断してしまうことがある。このこと

は，展開図や投影図に表すことで「二つの線分

は合同な正方形の対角線であるから長さが等し

い」と論理的に考察することによって正しく判

断することができる。指導に当たっては，平面

上に表現された空間図形を読み取る際，見取図，

展開図，投影図を目的に応じて相互に関連付け

て扱うようにすることが大切である。このよう

にして，具体的な空間図形について，その見取

図，展開図，投影図を用い，図形の各要素の位

置関係を調べることを通して，論理的に考察す

る力を養うようにする。

扇形の弧の長さと面積(アの(ｲ))

中学校数学科では，円の周の長さや面積の求め方について小学校算数科での学

習を振り返るとともに，円の周の長さや面積を円周率πを用いて表すことを扱う。

Ａ

Ｈ

ＧＦ

Ｅ

Ｄ

Ｃ
Ｂ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｆ

Ｃ

Ｇ
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また，円の一部としての扇形について，同一の円の弧の長さと面積がその中心角

の大きさに比例することを理解し，扇形の弧の長さや面積を求めることができる

ようにする。

立体図形の表面積や体積の求め方を考察し表現すること(アの(ｲ)，イの(ｲ))

小学校算数科では，直方体の体積に帰着して，角柱や円柱の体積が底面積と高

さの積として求められることを学習している。中学校数学科では，角柱や円柱を，

その底面の多角形や円が高さの分だけ平行に移動することによって構成される立

体とみることと関連させて，小学校算数科で学習した角柱や円柱の体積の求め方

について理解を深めることができる。

中学校数学科で初めて学習する錐体の体積は，それと底面積と高さがともに等
すい

しい柱体の体積の である。球の体積は，それがぴったりと入る円柱の体積の１｜
３

２
｜
３

である。錐体や球の体積については，柱体の体積との関係を予想させ，その予想
すい

が正しいかどうかを，模型を用いたり実験による測定を行ったりして確かめるな

ど，実感を伴って理解できるようにする。

柱体や錐体の表面積については，実際にその立体を平面上に展開して求めるな
すい

どの活動を通して指導し，展開図の有用性も感得しつつ理解できるようにする。

球の表面積についても，模型を用いたり実験による測定を行ったりして，実感を

伴って理解できるようにすることが大切である。

このような立体図形の求積では，ある立体の表面積や体積を求めるためには，

どのような図をかいて，どの要素が分かればよいか，そのためにどのような性質

や関係を用いればよいかを調べていくなど，目的を明らかにして，そこから逆向

きに考えて解決していくことが考えられる。例えば，円錐の表面積を求める場面
すい

で，円錐の展開図をかき，側面の展開図が扇形になり，側面積を求めるには扇形
すい

の中心角の大きさが分かればよいことを確認し，その上で，底面の円周と扇形の

弧の長さが等しくなることに着目して，中心角の大きさを求めることが考えられ

る。このように，立体図形の表面積や体積の求め方について，見取図や展開図を

用いて筋道立てて説明することを通して，空間図形についての理解を一層深め，

論理的に考察し表現する力を養う。

なお，ここでは，三角形や円などその面積を求めることができる図形を底面に

もつ柱体や錐体を扱う。
すい

Ｃ 関数

Ｃ(1) 比例，反比例

(1) 比例，反比例について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ
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とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 関数関係の意味を理解すること。

(ｲ) 比例，反比例について理解すること。

(ｳ) 座標の意味を理解すること。

(ｴ) 比例，反比例を表，式，グラフなどに表すこと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラ

フなどを用いて調べ，それらの変化や対応の特徴を見いだすこと。

(ｲ) 比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。

〔用語・記号〕

関数 変数 変域

小学校算数科では，第４学年から第６学年にかけて，変化の様子を表や式，折

れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったり，伴って変わる二つの

数量を見いだして，それらの関係に着目し，変化や対応の特徴を考察したりして

きている。また，比例の関係を理解しこれを用いて問題を解決してきている。な

お，比例の理解を促すため，反比例についても学習してきている。

中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，具体的な事

象の中から伴って変わる二つの数量を取り出して，その変化や対応の仕方に着目

し，関数関係の意味を理解できるようにする。

比例，反比例の学習は，日常生活において数量間の関係を探究する基礎となる

ものである。これらの学習においては，一般的，形式的に流れることなく，具体

的に事象を考察することを通して，関数関係を見いだし考察し表現する力を養う。

また，数の拡張や関数の概念を基にして，小学校算数科で学習した比例，反比例

を関数として捉え直すことも必要である。

関数関係の意味(アの(ｱ))

関数関係とは，関係する二つの数量について，一方の値を決めれば他方の値が

ただ一つ決まるような関係を意味している。ここでは，二つの数量の関係につい

て，「…は…の関数である」などの表現を用いて捉え，変化や対応の様子に注目

して関数関係についての理解を深める。

関数についての学習の初期段階においては，小学校算数科で学習した比例，反

比例は関数の一例であることを確認したり，身近な数量の関係の中に関数関係に

あるものを確認したりすることを通して，関数の意味を理解できるようにするこ

とが大切である。

中学校数学科において，二つの数量の関係を表，式，グラフに表すのは，これ
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らを手だてとしてその変化や対応の特徴を捉え，関数関係について調べることが

ねらいである。

数量の関係を表に表すときは，対応する二つの値の組を明確に捉えることが大

切である。そのとき，一方の変数（独立変数）のとる値を，目的に応じて一定の

順序に並べて表をつくるという方法を理解することが重要である。

数量の関係を式に表すときは，変数と定数の違いを明らかにし，変数として何

を xとし，何を yとするかを明確にすることが必要である。式に表すことによっ
て，一方の変数のとる値を決めれば，それに対応する他の変数の値が決まること

が分かり，式を基にして表やグラフをつくることができるようになる。なお，式

に表すことができない関数関係があることにも留意する。

数量の関係をグラフに表すときは，対応する二つの値の組を座標とする点を座

標平面上にとればよい。また，グラフを用いて変数 xのとる値を一つ決めれば，
対応する変数 yの値が求められることを理解できるようにする。
表，式，グラフを用いて表すとき，これらを別々のものとして扱うのではなく，

これらの表し方を相互に関連付けて理解できるようにすることが重要である。例

えば，ある具体的な事象を考察するのに数量の関係を表に表した場合，それを式

やグラフに表すことによって，表には現れていない値の組を求めることができる

など数量の関係についての理解が更に深められる。また，数量の関係を式で表し

た場合，それを表やグラフに表すことによって，その式が表す数量の関係につい

て変化や対応の様子を具体的に捉えることができ，数量の関係の特徴を理解する

ことが容易になる。このような関数関係の意味について，中学校３年間の学習を

通して徐々に理解が深められるようにする。

比例，反比例(アの(ｲ))

小学校算数科では，第５学年で，簡単な比例の関係について学習し，第６学年

では，これらの学習の上に立って，比例の関係について理解し，簡単な場合につ

いて表，グラフなどを用いてその特徴を調べることをしてきている。また，反比

例については，比例についての理解を一層深めることをねらいとして，反比例に

ついて知ることとしている。

比例の意味については，小学校算数科では，次の三通りの意味の学習が行われ

ている。

・二つの数量があり，一方の量が２倍，３倍，…と変化するのに伴って，他方

の量も２倍，３倍，…と変化し，一方の量が 倍， 倍，…と変化するのに１｜
２

１｜
３

伴って，他方の量も 倍， 倍，…と変化する。１
｜
２

１
｜
３

・二つの数量の一方が m 倍になれば，他方も m 倍になる。
・二つの数量の対応している値の比（商）に着目すると，それがどこも一定に

なっている。
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また，反比例については，比例と対比させて，次の三通りの意味を知ることと

している。

・二つの数量があり，一方の量が２倍，３倍，…と変化するのに伴って，他方

の量は 倍， 倍，…と変化し，一方の量が 倍， 倍，…と変化するのに１
｜
２

１
｜３

１
｜
２

１
｜
３

伴って，他方の量は２倍，３倍，…と変化する。

・二つの数量の一方が m 倍になれば，他方は 倍になる。

・二つの数量の対応している値の積に着目すると，それがどこも一定になって

いる。

ただし，変域は負でない数の場合だけである。

中学校数学科では，これらの学習の上に立って，比例，反比例を，変域を負の

数にまで拡張し，文字を用いた式で表現する。比例については，一般的に，a を

比例定数として，y＝ axまたは， ＝ aという式で表される関係であること，反

比例については，一般的に，a を比例定数として，y ＝ または，xy ＝ a という

式で表される関係であることを学習する。

座標の意味(アの(ｳ))

小学校算数科では，第４学年で，座標の意味につながる平面上や空間にあるも

のの位置の表し方について学習している。また，変化の様子を折れ線グラフに表

すことを第４学年から学んでいるが，二つの数の組を用いて平面上の位置を表す

という座標の概念に基づいたものではない。

中学校数学科では，これらの学習の上に立って，座標を理解し，数量の関係を

座標を用いてグラフに表す｡

平面上にある点の位置は，一般に，交わる２本の数直線を軸として，その点に

二つの数の組を対応させることによって表現できる。これが平面における座標の

概念である。中学校数学科では，座標の意味として，原点Ｏで直交した２本の数

直線によって平面上の点が一意的に表されることを理解する。座標を用いること

によって，グラフを点の集合として表すことができるようにする。

比例，反比例の表，式，グラフ(アの(ｴ))

小学校算数科では，第５，６学年で，比例について学習している。

中学校数学科では，変数を明確に意識し，表から変数 x，y の間の関係を見い

だし，その関係を y ＝ ax または， ＝ a という式に表せること，これらの式に

おける比例定数 aの意味を理解する。グラフについては，変域が負の数まで拡張
された上で，原点を通る直線であることを理解し，比例定数 aの値によってどの

m
1

y
x

a
x

y
x



- 86 -

ようにグラフが変わるかということも学習する。

反比例については，小学校算数科では，第６学年で，比例についての理解を一

層深めることをねらいとして，反比例を知ることとしている。中学校数学科では，

変数を明確に意識し，表から変数 x，y の間の関係を見いだし，y ＝ または，

xy ＝ a という式に表せることを理解する。そして，式における比例定数 a の意
味を理解する。グラフについては，原点を通らない二本の曲線となることを理解

し，比例定数 aの値によってどのようにグラフの概形が変わるかということも学
習する。なお，グラフの学習においては，式を基に曲線をかくことは初めてなの

で，座標平面上に必要に応じて点をとることにより，グラフが滑らかな曲線にな

ることや，グラフが座標軸とは交わらないことを理解することが大切である。そ

の際，電卓等を利用することにより，対応する x，y の値を求める計算の能率化
を図ることも考えられる。

ここでの学習においては，小学校算数科で学習した表，式，グラフと，中学校

数学科で変域を負の数まで拡げ，座標を理解するなどして学習する表，式，グラ
ひろ

フとの違いを明確にすることが必要である。

比例，反比例の変化や対応の特徴を見いだすこと(イの(ｱ))

小学校第６学年においても，表，式，グラフを用いて，比例，反比例として捉

えられる二つの数量の関係について，変化や対応の特徴を見いだすことを学習し

てきている。こうした小学校算数科での学習を踏まえつつ，中学校第１学年の学

習では，次の二点が大切である。

第一は，数の範囲を正の数と負の数にまで拡張し，比例，反比例における変化

や対応の特徴を見いだすことである。数の範囲を正の数と負の数にまで拡張する

ことには，次の二つの場合が含まれる。一つは，変域を正の数と負の数にまで拡

張する場合である。もう一つは，比例定数が正の数や負の数になる場合である。

これら二つの意味での数の範囲の拡張に伴い，中学校第１学年では，関数という

視点から，文字を用いた式である y ＝ ax，y ＝ によって比例，反比例を定義

し，それらの変化や対応の特徴を一般的に考察することになる。

第二は，比例，反比例の変化や対応の特徴を考察するにあたって，表，式，グ

ラフを用いることである。小学校算数科における比例，反比例の学習は，正の数

の範囲に限定されている。そのため，比例については，x の値が増加すれば，y
の値もいつも増加するというイメージをもっている生徒が少なからずいる。反比

例についても，x の値が増加すれば，y の値はいつも減少するというイメージを
もっている生徒がいる。指導に当たっては，比例定数が正の数の場合と負の数の

場合の式とそれぞれのグラフの増減とを比較・検討するなどして，比例，反比例

a
x

a
x
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の意味や特徴を理解できるようにすることが大切である。

また，こうした表，式，グラフを用いた比例，反比例の学習では，それぞれの

表現の特徴を理解できるようにすることも大切である。実際，表は，実験や観察

の結果を記録したり整理したりするための手段としても有用である。その意味に

おいて，表は，比例，反比例の関係の特徴を見いだし考察するための基本となる

数学的な表現といえる。一方，表に表される数量の値は離散的である。そのため，

比例，反比例の関係を連続的かつ全体的に把握するためには，グラフによる視覚

的な表現が適している。さらに，比例，反比例の関係を簡潔に表現し厳密に考察

するためには，式による表現が有用になる。このような表，式，グラフの特徴に

ついて，漸次理解を深められるように指導し，目的に応じて数学的表現を適切に

選択できるようにすることが大切である。

比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること(イの(ｲ))

比例，反比例に関わる日常の事象は数多くあり，また，他教科，特に理科の内

容に関連した事象がある。さらに，比例，反比例は，長さと面積の関係など数学

の既習内容によって学習することもできる。二つの数量の関係を表，式，グラフ

で表し，その関係が比例，反比例であると理解できれば，二つの数量の変化や対

応について様々な特徴を捉えることができる。また，捉えた特徴を表，式，グラ

フを用いて，分かりやすく説明することもできる。例えば，比例に関して，半径

が r で周の長さがℓ の円について，「半径を２倍，３倍，…にすると，周の長さ
はどのように変化するか」を調べるためには，具体的な数で計算して調べること

をしなくても，ℓ ＝２π r という式の意味を読み取り比例の関係を見いだして説
明することができる。また，この円の面積を Sとするとき，「半径を２倍，３倍，
…にすると，面積も２倍，３倍，…になるかどうか」については，S ＝πr2

とい

う式からその関係が比例でないことが分かる。

また，日常の事象の中には，厳密には比例，反比例ではないが，ある問題を解

決するために比例や反比例とみなして結論を得ることがある。二つの数量の関係

を表やグラフで表し，その関係を理想化したり単純化したりすることによって比

例や反比例とみなし，それによって変化や対応の様子に着目して未知の状況を予

測できるようになることを知ることは重要である。この際，事象を理想化したり

単純化したりすることで，求めた結果の適用できる範囲に一定の制約が生じるこ

とについて理解することも重要である。

なお，具体的な事象を扱う際には，変数の変域に注意する必要がある。例えば，

長さと面積の関係を比例，反比例を用いて捉えるとき，長さや面積を負の数の範

囲で捉えることは現実的ではない。具体的な事象においては，変域を意識しなが

ら事象を捉え考察し表現できるようにする。
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Ｄ データの活用

Ｄ(1) データの分布

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。

(ｲ) コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを表やグラフ

に整理すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を

読み取り，批判的に考察し判断すること。

〔用語・記号〕

範囲 累積度数

小学校算数科では，統計的な問題解決の方法を知るとともに，棒グラフ，折れ

線グラフ，円グラフ及び帯グラフを学習し，度数分布を表やグラフに表したり，

データの平均や散らばりを調べるなどの活動を通して，統計的に考察したり表現

したりしてきている。また，第５学年では測定値の平均について学習し，第６学

年では，平均値，中央値，最頻値などの代表値を用いたりドットプロットなどを

用いたりして統計的に考察したり表現したりすることを学習している。ここで，

平均値はデータの個々の値を合計し，データの個数で割った値，中央値はデータ

を大きさの順に並べたときの中央の値，最頻値はデータの中で最も多く現れてい

る値のことである。また，ドットプロットとは数直線上の該当する箇所にデータ

を配置し，同じ値のデータがある際には積み上げて表したものである。

中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，データを収

集，整理する場合には，目的に応じた適切で能率的なデータの集め方や，合理的

な処理の仕方が重要であることを理解できるようにする。さらに，ヒストグラム

や相対度数などについて理解し，それらを用いてデータの傾向を捉え説明するこ

とを通して，データの傾向を読み取り，批判的に考察し判断することができるよ

うにする。

ヒストグラムの必要性と意味(アの(ｱ))

日常生活や社会においては，データに基づいて判断しなければならないことが

少なくない。目的に応じて収集したデータについては，大きく分けて，人口統計

における都道府県名のように質的な特徴に着目した質的データと，過去１ヶ月間
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の正午の気温のように量的な特徴に着目した量的データとがある。いずれのデー

タについても，適切な判断を下すためには，目的に応じて統計的な表現や処理を

行い，それを基にしてデータの傾向を読み取る必要がある。

データを整理する方法としては，質的データでは一次元の表や棒グラフ，帯グ

ラフなどがあり，量的データではドットプロットや度数分布表，ヒストグラムな

どがある。小学校算数科では，第６学年で，ヒストグラムを柱状グラフとして学

習しており，中学校第１学年で，その理解を深めていく。ヒストグラムを用いる

ことで，量的なデータの分布の様子を捉えることができる。データを幾つかの階

級に分け，ある階級に属する度数を明らかにすることで，全体の形，左右の広が

りの範囲，山の頂上の位置，対称性，極端にかけ離れた値（外れ値）の有無など，

直観的に捉えやすくなる。

ヒストグラムからデータの分布の傾向を読み取る場合，階級の幅の設定の仕方

に注意する必要がある。例えば，

図１はある中学校の第１学年の生

徒100人のハンドボール投げの記録

である。このデータから，階級の

幅を３ｍに設定したヒストグラム

と，２ｍに設定したヒストグラム

を作成すると，それぞれ図２と図

３のようになる。図２のヒストグ

ラムからは，データの分布の様子

は一つの山の形に見えるが，図３

では二つの山の形に見える。したがって，ヒストグラムから「ハンドボールを何

ｍくらい投げた人が多いのか」を読み取りたい場合，図２と図３のどちらのヒス

トグラムを基にするかで，生徒の判断は異なる可能性がある。

図２ 図３

16，12，27，18，18，23，22，24，15，13
26，12，24，24，15，10，18，15，18，18
18，18，15，16，21，11，12，20，26，27
16，20，25，21，18，18，23，16，18，24
16，18，14，18，14，14，18，15，14，18
23，23，23，14，14，21，21，27，25，23
20，22，27，18，18，14，18，18，27，24
15，25，15，24，23，21，25，25，15，16
24，11，25，23，13，13，20，15，20，26
18，20，25，22，23，23，21，22，16，22
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このように，同じデータについても階級の幅が異なるとヒストグラムから読み

取ることができる傾向が異なる場合がある。したがって，ヒストグラムからデー

タの傾向を読み取る場合，その目的に応じてデータの分布の傾向を的確に読み取

ることができるように，階級の幅の異なる複数のヒストグラムをつくり検討する

ことが必要である。

ところで，データの傾向を読み取る場合，度数分布表やヒストグラムだけでは

なく，目的に応じて代表値などを用いることも大切である。小学校算数科では，

第６学年で，代表値について学習している。代表値には，分布の特徴をある視点

に立って一つの数値で表す点に特徴があり，平均値，中央値（メジアン），最頻

値（モード）が用いられることが多い。一つの数値で表すことで，データの特徴

を簡潔に表すことができ，複数の集団のデータを比較することも容易になる。し

かし，その反面，分布の形や極端にかけ離れた値の有無などの情報は失われてし

まうので，データの分布全体を確認した上で代表値を用いるようにすることが大

切である。また，極端にかけ離れた値があると，平均値は中央値に比べて，その

値に強く影響を受けることに留意する必要がある。さらに，連続的なデータを取

り扱う場合，同じ値をとる測定値はあまり見られないため，小学校第６学年で学

習した最頻値が有効でないことがある。その際には，ヒストグラム等に整理し，

度数が最大の階級の真ん中の値を最頻値として用いるとよい。

代表値以外で，データの分布の特徴を一つの数値で表すものとして範囲がある。

範囲とは，データの最大値と最小値との差であり，データの散らばりの程度を表

す値である。平均値が等しい二つの集団のデータでも範囲が等しいとは限らない。

また，範囲は極端にかけ離れた値が一つでもあるときは，その影響を受けるので，

取扱いや解釈の仕方には十分注意する必要がある。指導においては，中学校第２

学年で学ぶ四分位範囲の基礎になることにも留意する。

相対度数などの必要性と意味(アの(ｱ))

大きさの異なる二つ以上の集団のデータの傾向を比較する場合，度数分布表の

各階級の度数で単純に比べることはできない。このような場合，相対度数を用い

ると，各階級の度数について，総度数に対する割合が明らかになるので，大きさ

の異なる集団の階級ごとの比較がしやすくなる。相対度数は，全体（総度数）に

対する部分（各階級の度数）の割合を示す値で，各階級の頻度とみなされる。こ

のことは，確率の学習の基礎になることにも留意して指導することが大切である。

また，特定の階級の度数に着目するだけではなく，小さい方からある階級まで

の度数の総和を見ることも大切である。例えば，ある病院の患者一人一人の待ち

時間についてのデータを整理した度数分布表（表１）から，待ち時間がどれくら

いかを知りたい場合，「何分間未満の人数が多い」という観点から調べていくこ

とが考えられる。その際，最小の階級から各階級までの度数の総和を表した，累
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積度数を用いるとよい。同様に，各階級までの相対度数の総和を求めると累積相

対度数が得られ，ある階級以下（以上）の全体に対する割合を知ることができる。

待ち時間(分間) 度数 相対度数 累積度数 累積相対度数

以上 未満

０ ～ 10 ３ 0.07 ３ 0.07

10 ～ 20 ４ 0.09 ７ 0.16

20 ～ 30 ６ 0.13 13 0.29

30 ～ 40 18 0.40 31 0.69

40 ～ 50 10 0.22 41 0.91

50 ～ 60 ３ 0.07 44 0.98

60 ～ 70 １ 0.02 45 1.00

合計 45 1.00

表１

データの分布の傾向を読み取り，批判的に考察し判断すること(アの(ｲ)，イの(ｱ))

目的に応じてデータを収集し，ヒストグラムや相対度数などを用いて，そのデ

ータの分布の傾向を読み取り，批判的に考察し判断することができるようにする。

指導に当たっては，日常生活を題材とした問題などを取り上げ，それを解決す

るために計画を立て，必要なデータを収集し，コンピュータなどを利用してヒス

トグラムなどを作成したり相対度数などを求めたりしてデータの傾向を捉え，そ

の結果を基に批判的に考察し判断するという一連の活動を経験できるようにする

ことが重要である。例えば，クラス対抗の大縄跳び大会で，あるクラスの選手が

１列に並んで跳ぶのと，２列に並んで跳ぶのとでは，どちらがより多くの回数を

連続で跳ぶと見込めるかについて考察することを考える。この過程で，２種類の

並び方で跳んだ回数の記録を用いて度数分布表やヒストグラムを作成したり，相

対度数などを求めたりして分布の状況などを調べることが考えられる。このこと

を基にして，「どちらの並び方の方が多く跳べているといえるのか」について批

判的に考察し判断する。ここで，批判的に考察することとは，物事を単に否定す

ることではなく，多面的に吟味し，よりよい解決や結論を見いだすことである。

具体的には，データに基づいて問題を解決する過程において，データの収集の仕

方は適切か，どの代表値が根拠としてふさわしいか，分布の形に着目しているか，

傾向を読み取りやすいグラフで表せているか，グラフの目盛りなどを加工して過

度に誇張していないか，分析した結果から得られる結論が妥当かなどについて検

討することである。このような検討の過程において，よりよい解決や結論を見い
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だそうとする態度を養うことが大切である。

なお，小学校算数科では，第５，６学年で，データに基づいて判断する統計的

な問題解決の方法を知り，その方法を用いて考察することを学習している。ここ

で，統計的な問題解決とは，次のような過程を含む一連のサイクルを意味する。

・身の回りの事象について，興味・関心や問題意識に基づき統計的に解決可能

な問題を設定する。

・どのようなデータを，どのように集めるかについて計画を立てる。

・データを集めて分類整理する。

・目的に応じて，観点を決めてグラフや表や図などに表し，特徴や傾向をつか

む。

・問題に対する結論をまとめるとともに，さらなる問題を見いだす。

コンピュータなどの情報手段を用いること(アの(ｲ)，イの(ｱ))

ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解することの指導において

は，手作業でこれらを作成したり求めたりすることが重要な意味をもつことに留

意する。一方で，手作業でデータを処理することが難しい場合もある。例えば，

大量のデータを整理する場合や大きな数，端数のある数を扱う場合，あるデータ

から多様なヒストグラムをつくる場合などである。このような場合には，コンピ

ュータなどを利用して作業の効率化を図ることが大切である。それにより，処理

した結果を基にデータの傾向を読み取ったり考察し判断したりすることに重点を

置いて指導できるようにする。

また，情報通信ネットワーク等を活用してデータを収集する場合は，二次的な

データが多くなると考えられるので，誰がどのようにして調べた結果であるのか

など，その信頼性についても批判的に考察する必要がある。

Ｄ(2) 不確定な事象の起こりやすさ

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の必要性と意味を

理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 多数の観察や多数回の試行の結果を基にして，不確定な事象の起こ

りやすさの傾向を読み取り表現すること。

小学校算数科では，第６学年で，具体的な事柄について起こり得る場合を順序
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よく整理して，落ちや重なりなく調べることを学習している。

中学校第１学年において，(1)では，相対度数は，全体（総度数）に対する部

分（各階級の度数）の割合を示す値で，各階級の頻度とみなされることを学習す

る。ここでは，これまで確定した事象を表すのに用いられてきた数が，不確定な

事象の起こりやすさの程度を表すためにも用いられることを知り，不確定な事象

の起こりやすさの傾向を読み取り表現することができるようにする。

多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の必要性と意味(アの(ｱ))

数学の授業では，確定した事象を取り扱うことが多い。しかし実際には，日常

生活や社会における不確定な事象も数学の考察の対象となり，その起こりやすさ

の程度を数値で表現し把握するために確率が必要になる。

ペットボトルのふたを投げる場合，表向き（ふたがかぶさる向き），裏向き，

横向きのどれが出るかを予言することはできない。しかし，多数回の試行の結果

を，それぞれの向きについて整理してみると，ある向きの出る相対度数には，あ

る安定した値をとるという傾向が見られる。例えば，あるペットボトルのふたを

投げ，表向きが出る回数を調べる場合を考える。ふたを投げる回数 nを大きくし，

表向きが出る回数 r を求めて，表向きの出る相対度数 の値を計算してみる。n

を次第に大きくしていくと，それに伴って r も大きくなるが， の値は次第にあ

る値に近づいていく。この が近づいていく一定の値を，ペットボトルのふたを

投げて表向きが出る確率という。指導に当たっては，実際に多数回の試行を行う

などの経験を通して，ある事柄の起こる相対度数が，一定の値に近づくことを実

感を伴って理解できるようにする。

不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現すること(イの(ｱ))

日常生活や社会においては，偶然に左右される不確定な事象は数多くある。多

数の観察や多数回の試行の結果を基にすることにより，不確定な事象の起こりや

すさの傾向を読み取ることができる。

多数の観察や多数回の試行の結果を基に不確定な事象について考察する際に

は，相対度数を確率とみなして用いることが考えられる。例えば，あるボウリン

グ場で，貸出し用の靴を全て買い替えることについて考える。「各サイズでどれ

くらいの数の靴を購入すればよいのだろうか」等の問題を見いだし，毎年ほぼ同

じ傾向が見られることから，過去１年で貸し出した靴の回数のデータを基に靴を

買い替える場合，各サイズの相対度数を求め，各サイズの購入足数を決定する際

の参考にすることが考えられる。

n
r

n
r

n
r
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ここで，過去１年のデータにおける相対度数は確率であるとはいえないが，過

去のデータから起こりやすさの傾向を予測するために，相対度数を確率とみなし

ていることになる。

不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現することを通して，「必ず

～になる」とは言い切れない事柄についても，数を用いて考察したり判断したり

することができることを知り，数学と日常生活や社会との関係を実感できるよう

にする。

〔数学的活動〕

(1) 「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」の学習や

それらを相互に関連付けた学習において，次のような数学的活動に取り組

むものとする。

ア 日常の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決した

り，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

イ 数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り

返って統合的・発展的に考察したりする活動

ウ 数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動

今回の改訂において，小学校算数科では，「算数的活動」を「数学的活動」と

改め，数学的な問題発見・解決の過程における様々な局面とそこで働かせる数学

的な見方・考え方に焦点を当てて算数科における児童の活動を充実することを目

指している。

中学校数学科において第１学年では，小学校算数科での経験を基にして，生徒
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が数学的活動に主体的に取り組み，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に

付けるとともに，思考力，判断力，表現力等を高め，数学を学ぶことの楽しさや

意義を実感できるようにすることを重視する。

ア 日常の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決したり，解

決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

日常の事象を数学と結び付けて考えたり判断したりするためには，問題を数学

の舞台に乗せることが必要である。その際，事象を理想化したり単純化したりす

ることによって，考察の対象が数量や図形などについての基礎的な概念や原理・

法則などに当てはまるとみなして，数学的な考察や処理ができるようにする。次

に，数学の世界で処理して，結果を導き出す。その過程や得られた結果の意味を

日常の事象に即して判断したり，解釈したりして，問題を解決していく。この際，

理想化したり単純化したりすることを伴う判断や解釈には制約が生じることにも

注意して指導することが必要である。

日常の事象を自ら数学と結び付けて考察したり処理したりする活動を通して，

数学を利用することの意義を実感できるようにすることが大切である。また，そ

のような活動を通して，既習の知識及び技能，数学的に考察し表現することなど

のよさを実感できる機会が生まれる。

第１学年における「日常の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題

を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動」として，例

えば次のような活動が考えられる。

○ヒストグラムや相対度数などを利用して，集団における位置を判断する活動

この活動は，第１学年「Ｄデータの活用」の(1)のイの(ｱ)「目的に応じてデー

タを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を読み取り，批判的に考察し判断

すること」の指導における数学的活動である。ここでのねらいは，例えば「自分

の学習時間は，同じ学年の生徒の中で長い方だといえるか」について，データを

収集し，ヒストグラムや相対度数などを基にしてデータの分布の傾向を読み取り，

批判的に考察し判断することとする。また，その過程において，ヒストグラムや

相対度数などを用いてデータの傾向を捉えることのよさを知り，データを整理し

て活用する際に生かせるようにする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，不確定な事象の考察における

ヒストグラムや相対度数，累積度数などについてその必要性と意味が理解できる

よう指導とその計画を工夫する。

こうした指導を踏まえ，ある中学校で，家庭で学習する時間（以下，家庭学習

時間）について，自分は他の人と比べて長い方かどうかを知るために，同じ学年

の生徒の家庭学習時間を調査し，コンピュータなどを利用してヒストグラムを作
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ったり相対度数を求めたりし，それらに基づいて判断する活動に取り組む機会を

設ける。その際，小学校第６学年で学習した代表値なども取り上げ，様々な視点

から多面的に分布を捉えることができるようにする。

調査する際には，家庭学習時間とは何を指すのかを明らかにしておく。例えば，

定期考査前の平日５日間の家庭学習時間の総和を「考査前の家庭学習時間」とし

て１年生全員に調査した結果，

自分の考査前の家庭学習時間が

600分で，平均値が594分である

ことを根拠として，「自分の考

査前の家庭学習時間は，平均値

を超えているから長い方であ

る」と判断することが適切であ

るかについて批判的に考察す

る。集団の中における位置は，

分布の状況に影響されるので，平均値だけで判断することは適切でない場合があ

る。ヒストグラムが図のような分布になる場合，「平均値を超えているから考査

前の家庭学習時間が長い方だ」という判断は正しいとはいえない。平均値だけで

判断している生徒には，平均値の特徴を振り返ったり，分布全体の状況を確認し

たりした上で，他の代表値を根拠として用いて考察するように促す。

考査前の家庭学習時間が長い方かどうかについては，例えば，中央値の650分

を根拠にして判断したり，相対度数や累積相対度数を用いて「自分の考査前の家

庭学習時間は，短い方から40％に入るので，家庭学習時間が短い方である」など

と，一層の確かさを伴って判断することが考えられる。

イ 数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り返って

統合的・発展的に考察したりする活動

数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り返って統

合的・発展的に考察したりする活動は，既習のことを確定的，固定的に見ないで，

新たな問題を見いだし，既習の内容を活用してそれを解決し，その過程や結果を

振り返ることで概念を形成したり，新たなものを見いだしたりするなど創造的な

活動といえる。この活動の中で見いだされるものは，概念，性質，定理など数学

的な事実，アルゴリズムや手続きなど多様である。もちろん，既習の数学はこれ

らを見いだす際にその支えとして重要な働きをすることになるので，既習の数学

のよさを再認識する機会にもなる。

この活動においては，試行錯誤すること，視点を変更して柔軟に考えること，

一般化したり特殊化したりすること，抽象化したり具体化したりすること，分析

したり統合したりすることなどが重要な役割を果たす。また，帰納的に考えたり
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類推的に考えたりすることで予測や推測をし，演繹的に考えることによりそれら
えき

を検証するといった数学的な推論を適切に用いて新たなものが見いだされること

にもなる。このように，過程全体を通して数学的な見方・考え方を働かせた活動

をすることが重要であり，そのことで数学的な見方･考え方は更に確かなものに

なっていく。

第１学年における「数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決の過程や

結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動」として，例えば次のよ

うな活動が考えられる。

○同じ符号の２数の加法の学習を基にして，符号の異なる２数の加法の計算の方

法について考察する活動

この活動は，第１学年｢Ａ数と式｣の(1)のイの(ｱ)「算数で学習した数の四則計

算と関連付けて，正の数と負の数の四則計算の方法を考察し表現すること」の指

導における数学的活動である。ここでのねらいは，同じ符号の２数の加法の学習

を基にして，「(＋５)＋(－２)や(－４)＋(＋３)のような符号の異なる２数の加

法の計算はどのようにすればよいだろうか」などの問題を見いだし，その計算の

方法について考察し表現することとする。また，その後の減法や乗法，除法につ

いても，同様の視点から計算の方法を考察し表現することができるようにする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，(＋５)＋(＋３)や(－２)＋(－

７)のような符号が同じ２数の加法の計算について，例えば，２数の加法の意味

を数直線上における動きと考えるなどして計算の意味を理解し，それに基づいて

計算できるよう指導とその計画を工夫する。その際，符号が同じ２数の加法は，

数直線上を同じ方向に動くことによってその和を数直線上に表せることに着目

し，計算の方法を説明できるようにすることが考えられる。その上で，符号の異

なる２数の加法については数直線上ではどのように動くのだろうかなどの新たな

問いを見いだすことができるようにし，その計算の方法について考察しようとす

るきっかけをつくることが大切である。

こうした指導を踏まえ，生徒が自ら符号の異なる２数の加法の計算の方法を考

察し，数直線や言葉，式などを用いて計算の過程をまとめ，符号が同じ２数の加

法の場合と同じように考えて計算できることを説明する活動に取り組む機会を設

ける。計算の方法を考えつかない生徒については，符号が同じ２数の加法の計算

の方法とその考え方について振り返り，符号の異なる２数の加法の計算に適用で

きないか調べるように促す。

ウ 数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動

数量や図形などに関する問題場面について思考した過程や，その結果得られた

事実や方法，判断の根拠などを数学的に表現するためには，言葉や数，式，図，
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表，グラフなどを適切に用いて的確に表現する必要がある。その際，数学的に表

現することと数学的に表現されたものを解釈することを対にして考えることが大

切である。

また，考えたことや工夫したことなどを数学的な表現を用いて説明し伝え合う

機会を設け，数学的に表現することのよさを実感できるようにすることも大切で

ある。さらに，説明し伝え合うことにより，お互いの考えをよりよいものにした

り，一人では気付くことのできなかった新たなことを見いだしたりする機会が生

まれることを実感できるようにする。

数学の学習では，見いだしたことを伝えること，計算の仕方や方程式を解く方

法などの手順を示すこと，見いだしたことが正しいことや妥当であることを説明

することなどが必要不可欠であり，その際に筋道立てて説明し伝え合うことが重

要である。

第１学年においては，はじめからうまく表現したり適切に解釈したりすること

を求めるのではなく，数学的な表現に慣れ，筋道立てて説明し伝え合う活動に取

り組むことを大切にして，数学的な表現のよさを実感できるようにし，漸次洗練

されたものにしていくことを目指す。

第１学年における「数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動」と

して，例えば次のような活動が考えられる。

○30ﾟや75ﾟなどの角を作図する方法を見いだし，その方法で作図ができる理由を

説明する活動

この活動は，第１学年「Ｂ図形」の(1)のイの(ｳ)「基本的な作図や図形の移動

を具体的な場面で活用すること」の指導における数学的活動である。ここでのね

らいは，いろいろな大きさの角の作図について，角の二等分線などの基本的な作

図を振り返って根拠として用いたり，小学校算数科で学習した図形の性質などを

根拠として用いたりすることで説明することとする。また，その過程において，

ある事柄について，根拠を明らかにして説明することの基礎を培うとともに，説

明し伝え合うことを通して自分とは異なる考えに気付き，自分の考えをよりよく

していくことに生かせるようにする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，角の二等分線や垂線などの作

図の方法を理解することや，それらの作図ができる理由を図形の対称性を根拠に

して説明すること，また，それら基本的な作図をもとに45ﾟ，60ﾟ，90ﾟなどの角

を作図することができるよう指導とその計画を工夫する。

こうした指導を踏まえ，実際に30ﾟや75ﾟなどの角を作図する方法を見いだし，

その方法で作図することに取り組む。その際，作図する方法を見いだすことがで

きない生徒には，既習である45ﾟなどの作図の方法や式（90ﾟ÷２）を振り返って，
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30ﾟなどの角をつくる方法を見いだすように促す。

それぞれの方法で作図した後に，その方法で作図できる理由を説明する活動に

取り組む機会を設ける。30ﾟの角が作図できる理由を説明する場面では「正三角

形の一つの角の大きさは，60ﾟになる」のように，小学校算数科で学習した事柄

を述べ，さらに，「大きさが60ﾟの角の二等分線を作図しているから」のように，

これまでに学習した作図を根拠として説明することが考えられる。また，30ﾟの

角を構成する方法は，大きさが60ﾟの角を二等分する以外にもあり，説明し伝え

合うことにより，その構成の仕方について考察したり，自分の作図の根拠を見直

したりする機会にもなる。なお，作図をすることができても説明することができ

ない生徒には，どのようにして角をつくったかということに着目するなどして説

明の根拠となる事柄を見いだすように促したり，何の作図をしたのかについて用

語を用いて表現するように促したりする。

ここでは，どの事柄を根拠とすることが優れているかを検討するのではなく，

それぞれの説明が根拠となる事柄を明確に示しているかどうかについて説明し伝

え合う活動を通して確認する。したがって，説明として形式的に整っているかど

うかよりも，角，直線，線分，垂直二等分線などの用語を用いて筋道立てて説明

しているかどうかや，記号を用いて対象を明確に表現しているかどうかを大切に

する。
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第２節 第２学年の目標及び内容

１ 第２学年の目標

(1) 文字を用いた式と連立二元一次方程式，平面図形と数学的な推論，一次

関数，データの分布と確率などについての基礎的な概念や原理・法則など

を理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的

に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力，数学的な推論の過程

に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察し表現する力，関数関係に着

目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，複数の

集団のデータの分布に着目し，その傾向を比較して読み取り批判的に考察

して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力

を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活

や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善し

ようとする態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度

を養う。

(1) 知識及び技能

「知識」に関しては，学習するそれぞれの内容についての基礎的な概念や原理

・法則などを，既習の知識と関連付けて確実に理解することが重要である。例え

ば，第１学年では，一元一次方程式の学習において，方程式の必要性と意味及び

方程式の中の文字や解の意味を理解できるようにしている。このような学習と関

連付けて，第２学年では，二元一次方程式や連立二元一次方程式の必要性と意味

及びその解の意味を理解できるようにする。

「技能」に関しては，学習するそれぞれの内容について，第１学年での学習を

踏まえ，問題発見･解決の基礎をなす技能を身に付けることが必要である。第２

学年では図形を中心に，数学的な推論を用いて論理的に考察し表現することにつ

いて本格的な学習が始まる。観察や操作，実験などの活動を通して見いだした図

形の性質や関係が成り立つことを，証明によって明らかにするときには，数学の

世界で考察することが必要になる。これは図形の学習のみでなく，他の領域にお

いても同様である。このように学年の進行に伴い，事象を数学化したり，数学的

に解釈したりすることを，一層自立的に進めることができるようにすることが大

切であり，その基礎をなす技能を身に付けることができるようにする。
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(2) 思考力，判断力，表現力等

第２学年において育成を目指す「思考力，判断力，表現力等」に関わる資質・

能力を具体的に示している。

数と式領域の学習では，式を目的に応じて見通しをもって的確に用いることが

できるようにし，数量の関係を一般的，効率的に処理し考察することができるよ

うにする。また，一元一次方程式と関連付けて，連立二元一次方程式を解く方法

を考察し表現したり，具体的な場面で連立二元一次方程式を活用したりできるよ

うにする。

図形領域の学習では，基本的な三角形や四角形の性質や関係などを観察や操作，

実験などの活動を通して見いだし，それを論理的に確かめることができるように

する。また，数学的な推論の過程に着目して自分の思考を振り返り，論理的に考

察したことを徐々に表現することができるようにする。

関数領域の学習では，具体的な事象について調べることを通して，変化や対応

の特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて具体的な事象を捉え考察

し表現することができるようにする。

データの活用領域の学習では，複数の集団のデータの分布に着目し，四分位範

囲や箱ひげ図を用いて分布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し判断でき

るようにする。また，場合の数を基にして得られる確率の求め方について考察す

るとともに，それを用いて不確定な事象を捉え考察し表現することができるよう

にする。

このようにして第２学年では，第１学年で養った資質・能力を基盤に，数学を

用いて論理的，統合的・発展的に考察したり，簡潔・明瞭・的確に表現したりす

る力を，引き続き養っていくことが大切である。

(3) 学びに向かう力，人間性等

第１学年の目標(3)では，育成を目指す「学びに向かう力，人間性等」に関わ

る資質・能力を，「数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，

数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しよ

うとする態度，多面的に捉え考えようとする態度を養う」としている。第２学年

では，このことを踏まえ，数学的活動の楽しさや数学のよさを「実感して」粘り

強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度を養うこととした。また，問

題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よ

りよく問題解決しようとする態度を養うこととしている。「学びに向かう力，人

間性等」に関わる資質・能力においても，「知識及び技能」，「思考力，判断力，

表現力等」と同様に学年進行に伴って質的な向上を目指している。
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２ 第２学年の内容

Ａ 数と式

Ａ(1) 文字を用いた式

(1) 文字を用いた式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をするこ

と。

(ｲ) 具体的な事象の中の数量の関係を文字を用いた式で表したり，式の

意味を読み取ったりすること。

(ｳ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解

すること。

(ｴ) 目的に応じて，簡単な式を変形すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関連付けて，整式の

加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算の方法を考察し表現するこ

と。

(ｲ) 文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕

同類項

第１学年では，正の数と負の数を用いて数量や数量の関係を表すとともに，文

字を用いて数量や数量の関係及び法則などを式に表現したり式の意味を読み取っ

たりすること，文字を用いた式が数の式と同じように操作できることなどを学習

している。また，一つの文字についての一次式の加法と減法を取り扱い，一元一

次方程式が解ける程度の簡単な式の計算について学習している。

第２学年では，これらの学習の上に立って，幾つかの文字を含む整式の四則計

算ができるようになることや，文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明

できることを理解し，文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取ったりする

力を養うとともに，文字を用いた式を具体的な場面で活用することを通して，そ

のよさを実感できるようにする。

第２学年での文字を用いた式の学習に当たっては，続いて学習する連立二元一
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次方程式，「Ｂ図形」や「Ｃ関数」の領域の内容などとの関連にも留意する必要

がある。

整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算(アの(ｱ)，イの(ｱ))

単項式と多項式の意味を理解し，例えば，(３x－２y)－(２x＋５y) 程度の簡
単な整式の加法や減法，２(４ x －５ y) 程度の整式に数をかける計算，また，単
項式どうしの乗法や除法の計算ができるようになることをねらいとしている。

その際，必要以上に複雑で無目的な計算練習にならないようにし，特に整式の

加法や減法については，連立二元一次方程式を解くのに必要な

２(３x－２y)－３(２x＋５y) 程度の簡単な式の計算ができるようにする。
また，第２学年で学習する整式の計算については，項の意味や計算の法則を振

り返るなど第１学年で学習した文字を用いた式の計算と関連付けて考察し表現す

ることができるようにする。

例えば，次のような誤りは，第１学年の式の計算の学習において，項の意味が

理解できていないために起こると考えられる。

(４x＋５)－(２x＋３) … ①

＝４x－２x＋５－３
＝２x＋２
＝４x

第２学年で学習する二つの文字を含む整式の加法や減法については，「x と y
は一つにまとめることができない」というように項についての理解が深まり，計

算の誤りが減っていく。

(４x＋５y)－(２x＋３y) … ②

＝４x－２x＋５y－３y
＝２x＋２y

このことを生かし，②のような式の計算についての学習を基に，①のような式

の計算を再度取り上げるなど，学び直しの機会を設定することが考えられる。

文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できること(アの(ｲ)，アの(ｳ))

数学の学習全般にわたり，文字を用いた式を積極的に活用していくことは重要

である。第１学年では，数量の関係や法則などを文字を用いた式で表すことを学

んでいる。第２学年では，その学習を更に深めて，文字を用いた式で数量及び数

量の関係を捉え説明できることを理解し，文字を用いて式に表現したり，式の意

味を読み取ったりする力を養う。

例えば，「二つの奇数の和は，偶数である」ことを説明する場合，その過程に

は次のような活動が含まれている。

① 二つの奇数を，整数を表す文字 m，n を用いて，２m＋１，２n＋１と表
す。
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② それらの和(２m＋１)＋(２n＋１)を計算し，その結果２m＋２n＋２を
２(m＋ n＋１)の形の式に変形する。

③ ②で得られた式を２×(整数)とみて，偶数を表していることを読み取る。

④ ③のことから，二つの奇数の和が偶数になるといえる。

このように，文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理

解できるようにするためには，文字を用いた式を使って，ある命題が成り立つこ

とを説明する場面で，文字を用いて表現したり，文字を用いた式の意味を読み取

ったり，計算したりする学習が総合的に行われることが重要である。

指導に当たっては，具体的な数で計算することから，成り立つ性質を生徒が見

いだしたり，見いだした性質について文字を用いて表現する方法を検討したりす

るなどの機会を設けることが大切である。

このような学習を通して，事象の中に数量の関係を見いだし，文字を用いた式

で表したり，その意味を読み取ったりする力を養うことはもちろん，数量の関係

を帰納や類推によって推測し，それを文字を用いた式を使って一般的に表現し説

明することの必要性と意味を理解し，文字を用いた式を具体的な場面で活用する

力が養われていく。なお，これらのことはその方法の理解も含めて徐々に時間を

かけて身に付くものと考えられるので，第３学年での文字を用いた式を活用する

ことの学習も見通して，漸次理解を深められるように指導する。

目的に応じた式の変形(アの(ｴ))

式の変形は，大きく二つに分けて考えることができる。

一つは，前述したように，数や図形の性質が成り立つことを説明するときに，

数量を表す式を目的に応じてきまりに従って変形することである。

もう一つは，関係を表す式を，等式の性質などを用いて目的に合うように同値

変形することである。例えば，三角形の面積を求める公式 S＝ ah から，底辺 a１
｜
２

を求める式を得るために，a について解くことなどがあげられる。等式の変形は，
いろいろな場面で活用されるので，上に述べた三角形の面積の公式から底辺の長

さを求める式に書き換えるような簡単な場合について，自由に行えるようにして

おくことが重要であり，取り上げる式が必要以上に複雑で無目的なものになるこ

とのないように留意する必要がある。

いずれの場合においても，無目的に式の変形を行うのではなく，具体的な場面

に即して目的に応じて式を変形することのよさを実感することに指導の力点を置

くようにする。

文字を用いた式を具体的な場面で活用すること(イの(ｲ))

文字を用いた式は，様々な事象における問題解決の場面において，数量や数量

の関係を簡潔，明瞭に表したり，能率的に処理したり，その意味を読み取ったり

する際に有効である。例えば，運動場に陸上競技用のトラックを作ろうとする場
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面において，このトラックを二つの半円と一つの長方形を組み合わせた形とし，

ゴールラインを同じにして１周するとき，各レーンが同じ距離になるように，隣

り合うレーンとのスタートラインの位置を調整する問題を設定することが考えら

れる。例えば，各レーンの幅を１ｍ，最も内側にある半円部分の半径を r ｍ，直
線部分の長さを a ｍとすると，第１レーンの内側の周の長さは，
a×２＋２π× r＝２a＋２πr(ｍ)，第２レーンの内側の周の長さは，
a×２＋２π(r＋１)＝２a＋２πr＋２π(ｍ)となり，その差は，
(２a＋２πr＋２π)－(２a＋２πr)＝２π(ｍ)となる。よって，第２レーンのスタ
ートラインは第１レーンのスタートラインより２π(ｍ)だけ前にずらす必要があ

ることが分かる。２πに文字 a や r が含まれていないことから第２レーンの内側
の周の長さから第１レーンの内側の周の長さを引いた差は，半円部分の半径や直

線部分の長さに関係なく決まることを読み取ることができ，半円部分の半径や直

線部分の長さを変えても常に差は２π(ｍ)になることを理解できるようにするこ

とも大切である。このように文字を用いた式を活用して，数量や数量の関係を簡

潔，明瞭で一般的に表現し，処理することができるようにする。また，処理する

ことによって得た結果を問題に即して解釈することができるようにする。

Ａ(2) 連立二元一次方程式

(2) 連立二元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 二元一次方程式とその解の意味を理解すること。

半円部分 直線部分 半円部分

１m
１m

第１レーン 第２レーン
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(ｲ) 連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解するこ

と。

(ｳ) 簡単な連立二元一次方程式を解くこと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 一元一次方程式と関連付けて，連立二元一次方程式を解く方法を考

察し表現すること。

(ｲ) 連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。

第１学年では，一元一次方程式について，その中の文字や解の意味を理解し，

その解き方を考察することや具体的な場面で活用することについて学習してい

る。

第２学年では，これらの学習の上に立って，二元一次方程式とその解の意味や

二元一次方程式を連立させることの必要性と意味及び連立二元一次方程式の解の

意味を理解し，解を求めることができるようにする。さらに，連立二元一次方程

式を具体的な場面で活用することができるようにする。

二元一次方程式とその解の意味(アの(ｱ))

二元一次方程式の学習では，二元一次方程式を成り立たせる二つの文字 x，y
の値の組が，二元一次方程式の解であることを理解できるようにする。方程式の

解の意味は，第１学年で学習した一元一次方程式と本質的に変わっていない。二

元一次方程式の中の二つの文字はいずれも変数であり，これらの二つの文字に，

その変域内の数値を代入して等式が成り立つとき，その値の組が二元一次方程式

の解である。例えば，２x＋ y＝７の解については，変数 x，yの変域が自然数全
体の集合であれば，その解は有限個であり，(１，５)，(２，３)，(３，１)であ

る。また，変域が整数全体であれば解は無数にある。つまり，二元一次方程式の

解は一つとは限らず，一元一次方程式の解が一つであったこととは異なる。この

ように，既習の一元一次方程式と対比させながら，二元一次方程式の解の意味を

理解できるようにする。

連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味(アの(ｲ))

二元一次方程式を連立させることは，二元一次方程式によって二つの条件を表

現することであり，連立させた方程式を解くことは，二つの方程式を同時に満た

す値の組を求めることである。連立二元一次方程式とその解の意味を理解できる

ようにするためには，変域を仮に自然数の集合にして，連立させた二つの二元一

次方程式のそれぞれの解を表などに整理し，二つの条件をともに満たす値の組を

解として見いだす活動を設定することが考えられる。このようにして解を見いだ

すことは能率がよいとはいえないが，解の意味を理解する上では重要である。

なお，連立二元一次方程式の解の意味については，一次関数と二元一次方程式
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のグラフとを関連付けることによって一層理解を深めることができる。

連立二元一次方程式を解くこと(アの(ｳ)，イの(ｱ))

連立二元一次方程式を解くには，既に知っている一元一次方程式に帰着させて，

二つの文字のうち一方の文字を消去すればよいことに気付き，加減法や代入法に

よる解き方について考察し表現することができるようにする。この際，方程式を

解くことについて，第１学年で学習した一元一次方程式と関連付け，学び直しの

機会を設けることにも配慮する。

このように一元一次方程式に帰着させて連立二元一次方程式について考察する

ことは，新たな問題解決において，その方法を既に知っている方法に帰着させる

という考え方に基づいている。連立二元一次方程式が解けるようになることとと

もに，こうした考え方に生徒自らが気付くように工夫し，加減法や代入法による

解き方を理解できるようにする。なお，連立二元一次方程式を解くことについて

は，具体的な問題の解決に必要な程度の方程式が解けるようにし，それを活用で

きるようにする。

連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること(イの(ｲ))

一元一次方程式を活用する場合には，事象の中の数量の関係を式に表現すると

き，一つの変数しか用いることができなかった。しかし，具体的な場面において

は，一つの変数よりは二つの変数を用いた方が式に表しやすい場合が多いため，

連立二元一次方程式を活用することにより，問題解決が容易になることが多い。

連立二元一次方程式を活用するに当たっては，一元一次方程式の活用と同様，

方程式を活用して問題を解決するための知識を身に付けるとともに，解決過程を

振り返り，得られた結果を意味付けたり活用したりしようとする態度を養うこと

が大切である。特に立式の段階においては，数量の関係を捉えて，例えば，個数

の関係，代金の関係，長さの関係，時間の関係，重さの関係など，ある特定の量

に着目して式をつくるようにしたり，捉えた数量を表や線分図などで表してその

関係を明らかにしたりすることも有効である。

また，方程式を用いて，具体的な問題を解決するに当たっては，着目する数量

によって様々な方程式が立てられることや，変数の数と方程式の数が一致してい

ることが方程式の解が一通りに定まるために必要であることなどに気付き，一元

一次方程式や連立二元一次方程式を見通しをもって的確に活用することができる

ようにする。
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Ｂ 図形

Ｂ(1) 基本的な平面図形の性質

(1) 基本的な平面図形の性質について，数学的活動を通して，次の事項を身

に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 平行線や角の性質を理解すること。

(ｲ) 多角形の角についての性質が見いだせることを知ること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にして

それらを確かめ説明すること。

〔用語・記号〕

対頂角 内角 外角

第１学年では，図形の作図や移動を取り扱っている。また，空間における直線

や面の位置関係を知り，空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されてい

るものと捉えたり，平面上に表現したり読み取ったりしている。さらに，扇形の

弧の長さと面積，基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積が求められるように
すい

している。これらの学習を通して，図形についての豊かな感覚を育み，図形につ

いての理解を深めるとともに，論理的に考察し表現する力を養ってきている。

第２学年では，三角形や四角形などの多角形の角の大きさについての性質を，

数学的な推論を用いて調べることができるようにする。その際，図形をよく観察

したり，作図したりする操作や実験などの活動を通して，その推論の過程を他者

に伝わるように分かりやすく表現できるようにする。

平行線や角の性質(アの(ｱ))

平行線の性質，平行線になるための条件としては，通常，次の二つの事柄が取

り上げられ，中学校では，これらを証明の根拠とすることになる。

・平行な２直線に他の直線が交わったときにできる同位角は等しい。

・２直線に他の直線が交わってできる同位角が等しければ，この２直線は平行

である。

平行については，小学校第４学年で取り上げられ，例えば，１本の直線に垂直

な２本の直線として捉えられている。その後，平行線をかくなど観察や操作，実

験などの活動を通して，上の二つの事柄が直観的，実験的に認められてきている。

小学校算数科の学習では，同位角が等しいことと，２直線が平行であることは，

同時に成り立っており，一方が他方の帰結ではない。中学校数学では，こうした
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小学校算数科での学びに配慮しつつ，例えば，２直線に１直線が交わってできる

角について，２直線の位置関係を変えたとき，同位角の大きさがどのように変わ

るかについて調べたり，逆に，同位角が等しいかどうかに着目して２直線の位置

関係を調べたりするなど観察や操作，実験などの活動を通して，一方が成り立つ

とき，他方は自ずと成り立つ体験をすることも大切である。このように平行線の
おの

性質などについて実感を伴って理解できるようにする。

「対頂角は等しい」ことと上の二つの事柄から，次のことを演繹的に導くこと
えき

ができる。

・平行な２直線に他の直線が交わったときにできる錯角は等しい。

・２直線に他の直線が交わってできる錯角が等しければ，この２直線は平行で

ある。

多角形の角についての性質が見いだせることを知ること(アの(ｲ))

小学校算数科では，三角形や四角形など多角形についての簡単な性質を理解し，

その性質を筋道立てて考え説明することを学習している。この学習を踏まえ，中

学校数学科では，多角形の内角と外角の性質について学習する。

多角形の内角の和については，結果も重要であるが，多角形を三角形に分割す

ることなどによってその結果が見いだせるということを知ることも大切なねらい

である。例えば，n 角形を三角形に分割することより，三角形の内角の和が180ﾟ
であることに基づいて，n 角形の内角の和を求めるとともに，その和を n を用い
た式で一般的に表すことができることを理解できるようにする。

また，多角形の外角の和についても，外角とその和の意味を理解し，多角形の

内角の和などに基づいてその和を求めることができるようにする。具体的には，

多角形の外角の和が各頂点における二つの外角の一方の和であることを理解でき

るようにし，その上で，一つの頂点における内角と外角の和が180ﾟであることと，

n 角形の内角の和に基づくなどして，n 角形の外角の和360ﾟを求めることが考え
られる。

基本的な平面図形の性質を見いだし，それらを確かめ説明すること(イの(ｱ))

演繹的に推論することについては小学校算数科でも素地的な経験をしてきてい
えき そ じ

ることに留意し，中学校第２学年では，観察や操作，実験などの活動を通して，

基本的な図形の性質を見いだすとともに，平行線の性質などを基にして確かめ説

明することができるようにする。論理的に説明することについて，この段階では

小学校算数科でも筋道立てて考え，理由を明らかにすることを経験していること

に留意し，平行線の性質など根拠を明らかにして説明できるようにすることが大

切である。例えば，「三角形の内角の和は180ﾟである」ことについて，観察や操

作，実験などの活動を通して三つの内角を集めると，その和が180ﾟになっている

ことを振り返るとともに，この方法ではその性質が常に成り立つことを示してい
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るとはいえないことを理解できるようにする。その上で，三つの内角が集まって

いる様子を注意深く観察することで，頂点を通り対辺に平行な直線を引けば，集

めた角と集める前の角が同位角や錯角の関係になっていることに気付くことがで

きるようにする。続いて平行線の性質などを基にして三つの内角の和が180ﾟであ

ることを導き，「三角形の内角の和は180ﾟである」が常に成り立つことを確かめ，

その理由を説明することができるようにする。

また，平行線の性質を用いて角の大きさを求める場面でも，単に角の大きさを

求めることのみで終わることなく，その過程について用いられている図形の性質

や関係を明らかにして説明することが大切である。このような活動を，後の証明

の学習につなげることができるような配慮が必要である。

Ｂ(2) 図形の合同

(2) 図形の合同について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解するこ

と。

(ｲ) 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性

質を論理的に確かめたり，証明を読んで新たな性質を見いだしたりす

ること。

(ｲ) 三角形や平行四辺形の基本的な性質などを具体的な場面で活用する

こと。

〔用語・記号〕

定義 証明 逆 反例 ≡

［内容の取扱い］

(1) 内容の「Ｂ図形」の(2)のイの(ｱ)に関連して，正方形，ひし形及び長方

形が平行四辺形の特別な形であることを取り扱うものとする。

(1)では，平面図形の角に関する性質を，平行線の性質を使って導き，根拠を

基にして筋道立てて考え説明することを経験した。ここでは，更に三角形の合同

条件を使って，図形の性質を演繹的に確かめ，論理的に考察し表現する力を養う
えき
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ことをねらいとしている。

小学校算数科において，第３学年では二等辺三角形の性質について，また，第

４学年では平行四辺形の性質について，それぞれ図形の角や辺に着目し，実験，

実測，観察などによって調べてきている。

中学校第２学年では，数学的に推論することによって，図形の性質を調べるこ

とができるようにする。さらに，調べる過程やその結果について説明し伝え合う

活動を通して，適切に表現できるようにする。

合同の意味と三角形の合同条件(アの(ｱ))

二つの図形は，次のそれぞれの場合に合同である。

① 一方の図形を移動して他方の図形に重ねることができる。

② 二つの図形の対応する線分と対応する角がすべて等しい。

①は，第１学年で学習した図形の移動という操作に基づいて，図形の合同を動

的に定義するものである。一方，②は線分で囲まれた図形の合同の静的な定義で

ある。第２学年ではこれらの定義によって，合同な図形の性質と三角形の合同条

件などを基に，図形の性質を演繹的に確かめ，論理的に考察し表現する力を養う
えき

ことをねらいとしている。

ここでは，三角形の合同条件も平行線の性質と同様に演繹的に導くものとせず，
えき

三角形の決定条件を基に，直観的，実験的に認める。

二つの三角形は，次のそれぞれの場合に合同となる。

・対応する３組の辺がそれぞれ等しい

・対応する２組の辺がそれぞれ等しく，その間の角が等しい

・対応する１組の辺が等しく，その両端の角がそれぞれ等しい

二つの三角形では対応する３組の辺と対応する３組の角があり，これら６組の

うち，対応する３組の辺，対応する２組の辺とその間の角，対応する１組の辺と

その両端の角のいずれかについて等しいかどうかを調べれば，二つの三角形が合

同であるかどうかを判定することができることを理解できるようにすることが大

切である。そして，これらを証明の根拠として用いることが重要である。

三角形の合同条件は，角を移す作図，角を二等分する作図などの正しいことの

証明にも使われるが，三角形の合同条件を適用する範囲は極めて広い。その適用

の度合いには，１組の図形が合同であることを示すものから，補助線をひくなど

して，複数の図形の組が合同であることの証明を重ねて結論を導く問題に適用す

るものまで，その程度の差は大きい。したがって，指導に当たっては，生徒の理

解の程度や発達の段階に応じた適切な取扱いが必要である。

なお，二つの三角形が直角三角形である場合には，次の条件を用いて二つの三

角形が合同であることを示すこともできる。

・斜辺と一つの鋭角がそれぞれ等しい
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・斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい

直角三角形の合同条件は，三角形の内角の和が180ﾟであること，二等辺三角形

の底角は等しいこと，そして三角形の合同条件から演繹的に導くことができる。
えき

数学的な推論

数学的な推論の必要性と意味及びその方法を理解し，これを用いる学習は，図

形の領域だけで行われるものではなく，他の領域でも必要に応じて行われるもの

である。しかしながら，特に図形の領域では，具体的な図形を通して推論の過程

等を視覚的に捉えやすいことなどから，この領域が，数学的な推論の必要性と意

味を理解し，その適用場面を設定するのに適している。

数学的な推論には，帰納，類推，演繹の三つの方法がある。帰納と類推は，小
えき

学校算数科でも多くの場面で用いられてきている。これらは，幾つかの場合につ

いての観察や操作，実験などの活動を通して，それらを含んだより一般的な結果

を導き出す際に用いられる。また，演繹も小学校算数科において用いられている。
えき

帰納や類推は，新たな事柄を発見するために大切である。演繹は，その発見され
えき

た事柄が常に成り立つことを説明するために大切である。こうした三つの推論の

役割を理解し，必要な場面に応じてそれらの推論の方法を適切に選択して活用で

きるようにする必要がある。

帰納や類推は，個々の具体的な図形を調べたり処理したりして，それに基づき

図形の性質や関係を推測する際に大切な働きをする。しかし，その推測が常に成

り立つことは演繹によって示される必要がある。また，推測は常に成り立つとは
えき

限らないので，その場合には反例を用いるなどして推測が常に成り立つとは限ら

ないことを示したり，推測を修正したりする学習に取り組む機会を設けることに

配慮する。

演繹的に推論するためには，証明の根拠を明確にしておかなければならない。
えき

「Ｂ図形」の領域で証明の根拠としては，対頂角の性質，平行線の性質，三角形

の合同条件などがあり，それらを基にして演繹的に推論し，図形の性質などにつ
えき

いて論理的に考察し表現する学習が中学校第２学年から本格的に始められる。

ただし，論理的に考察し表現していくことは，第２学年になって初めて学習す

るものではない。既に第１学年において，平面図形の作図の場面や空間図形の構

成等の場面でも，それまでに学習してきた事柄に基づいて筋道立てて説明してき

ている。つまり，第１学年においても部分的，局所的には演繹的に推論すること
えき

を経験している。

第２学年においては，数学的な推論の過程を簡潔・明瞭に表現する力を養うこ

とが指導の大切なねらいである。しかし，これは一挙に達成できるものではない。

そこで，はじめは，根拠を明らかにして説明し伝え合う活動を通して，数学的な

推論の過程を他者に分かりやすく表現することを大切にする。



- 113 -

証明の必要性と意味及びその方法(アの(ｲ))

命題は「仮定」と「結論」からなる。そこで，数学的な推論を行う前に命題の

「仮定」と「結論」をはっきりさせる。その上で，常に成り立つことが認められ

ている事柄を証明の根拠にして，「仮定」から「結論」を導くこと，それが証明

である。

証明の必要性を理解するためには，観察や操作，実験などの活動によって帰納

的に導かれたものと演繹的に導かれたものとの違いを理解することも大切であ
えき

る。幾つかの図形から帰納的に見いだした事柄が成り立つかどうかを同じ条件を

満たす他の図形で調べることで，その事柄の妥当性を高めることができる。しか

し，同じ条件を満たす全ての図形についてその事柄が成り立つかどうかを調べつ

くすことはできない。そこで，演繹的な推論による証明が必要であることを理解
えき

できるようにする。その際，「証明は，命題が常に成り立つことを明らかにする

方法であること」や，「証明をするためにかかれた図は，全ての代表として示さ

れている図であること」を理解できるようにする。

また，証明では，証明の根拠を明らかにすることが必要である。証明の根拠に

は，前述したように，対頂角の性質，平行線についての性質と条件，合同な図形

についての性質と三角形の合同条件などがある。第３学年になると，これらの事

柄に相似な図形についての性質と三角形の相似条件などが加わる。

証明をする際には，証明の方針を立てることが大切である。証明の方針を立て

るには，例えば，結論を導くために必要な事柄を結論から逆向きに考えたり，仮

定や仮定から導かれる事柄を明らかにしたりする。その上で，それらを結び付け

るには，あと何がいえればよいかと探ることが必要である。このような活動は，

いつもその順に進むわけではなく，試行錯誤をしながら方針は次第に明確になっ

ていくものである。

証明の方法について理解するためには，証明の方針を立て，それに基づいて証

明をすることが大切である。その際，「したがって」，「よって」などの言葉や用

語，記号を適切に用いて自分なりに表現することから始め，よりよい証明に改善

していくとよい。具体的には，何をどこに補えばよいか，それはなぜか，どのよ

うな順番で整理すると分かりやすくなるかなどの観点で証明を読み，よりよいも

のにしていくことが大切である。さらに，図形のある性質について，推論の過程

が異なる二つの証明を読んでその相違点を見つけたり，推論の過程に誤りのある

証明を読んでそれを指摘し改めたりするなど，証明を評価・改善する活動を適宜

取り入れることも考えられる。なお，証明を書くことについては，必要以上に証

明の書き方に拘ることをせず，第３学年までを見通し，次第に簡潔・明瞭なも
こだわ

のとなるように，段階的に指導していくように配慮する。
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反例

命題には常に成り立つ場合と，常に成り立つとは限らない場合がある。常に成

り立つことを示すには，命題を証明すればよい。これに対し，命題が常に成り立

つとは限らないことを示すには，反例を一つあげればよい。反例は，命題の仮定

を満たしているが，結論を満たしていない例である。証明の指導においては，命

題が常に成り立つことを示すばかりでなく，常に成り立つとは限らないことも示

すことができるようにすることが必要である。

例えば，命題「四角形の一組の対辺が平行

で，もう一組の対辺の長さが等しいならば，

その四角形は平行四辺形である」が常に成り

立つかどうかについて，図の四角形ＡＢＥＤの

ように，命題の仮定「四角形の一組の対辺が

平行で，もう一組の対辺の長さが等しい」を

満たしていても，その四角形が必ずしも平行四辺形になるとは限らないことを，

反例となる図形を作図して確かめることができる。このようにして，命題が常に

成り立つとは限らないことを示す際に，反例を一つあげればよいことを理解でき

るようにする。また，命題の「仮定」と「結論」を入れかえると，もとの命題の

逆の命題ができる。もとの命題が常に成り立っていても，その逆の命題が常に成

り立つとは限らないことを確かめ，理解できるようにする。

なお，「Ａ数と式」の領域などにおいても，幾つかの場合から推測した事柄が

常に成り立つとは限らない場合，反例を用いる必要があるので，場面に応じて適

宜指導することが大切である。

三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめること(イの(ｱ))

ここでは，既に学習した平行線の性質，三角形の合同条件などを基にして，演繹
えき

的に推論することによって三角形や平行四辺形の基本的な性質や条件について考

察し，図形についての理解を深めるとともに，論理的に確かめ表現する力を養う

ことが大切なねらいである。

三角形や平行四辺形について次のような図形の基本的な性質や条件などを扱

う。

・二等辺三角形の性質 ・直角三角形の合同条件

・平行四辺形の性質 ・平行四辺形になるための条件

・正方形，長方形，ひし形の性質

「二等辺三角形の性質」，「平行四辺形の性質」などは既に小学校算数科で学ん

でいるので，ともすると「分かりきっているのにどうして証明するのか」という

疑問を生徒が抱きがちである。そこで，これらの性質を論理的に確かめることを

通して，同じ条件を満たす全ての図形について，既習の性質などが常に成り立つ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ
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ことを明らかにするために証明が必要であることなど証明の必要性や意味及びそ

の方法について理解できるようにすることが大切である。

証明を読んで新たな性質を見いだすこと(イの(ｱ))

三角形や平行四辺形の性質の証明の学習においては，証明を書くこととともに，

証明を読むことも大切である。証明を読むことは，証明を評価・改善したり，証

明をもとに発展的に考えたりする際に必要である。

例えば，「二つの線分ＡＢ，ＣＤが点Ｏで交わり，

ＡＯ＝ＢＯ，ＣＯ＝ＤＯならば，△ＡＯＣ≡△ＢＯＤで

ある。」の証明から，△ＡＯＣ≡△ＢＯＤを示すために，

「ＡＯ＝ＢＯ，ＣＯ＝ＤＯ，∠ＡＯＣ＝∠ＢＯＤ」を用

いていることが読み取れる。三角形の合同条件は，三

角形の対応する辺や角の六つの関係のうち，三つの関

係で合同を示すものであるから，△ＡＯＣ≡△ＢＯＤ

を導く際に用いられていない三つの関係「ＡＣ＝ＢＤ，

∠ＡＣＯ＝∠ＢＤＯ，∠ＣＡＯ＝∠ＤＢＯ」を合同な図形の性質に基づいて新たに

見いだすことができる。さらに，新たに見いだした∠ＣＡＯ＝∠ＤＢＯから，

ＡＣ//ＢＤや四角形ＡＣＢＤが平行四辺形であることを見いだすこともできる。
指導に当たっては，証明に用いた前提や証明の根拠，結論を整理するなどして

証明を振り返り，新たな性質を見いだす活動を取り入れることが大切である。こ

のように，証明を読むことを通して，論理的に考察し表現する力を養うようにす

る。証明を読んで新たな性質を見いだすことは，「Ｂ図形」の領域だけでなく，

「Ａ数と式」の領域において，文字を用いた式で数量の関係を捉え説明する際な

ど，他の場面においても必要である。

三角形や平行四辺形の性質などを具体的な場面で活用すること(イの(ｲ))

日常の事象における問題発見・解決では，形や大きさ，位置関係に着目して観

察し，事象を図形の問題として捉え，図形の性質などを用いて解決することがで

きる場合がある。例えば，スライド式の道具箱の上の段を動かしたときの様子を

観察して，「どのようにアームを取り付ければ上の段と下の段が平行に動くよう

になるのか」という問題を見いだし，【アームの取り付け方】について考察する

ことが考えられる。

【アームの取り付け方】

１ 同じアームを２本用意し，図１のよ

うに上の段に点Ａ，下の段に点Ｂをと

り，そこに１本のアームを取り付ける。

２ 図２のように，ＢＣが底面と平行に

なるように下の段に点Ｃをとり，そこ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｏ

図１

アーム Ｂ

Ａ
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にもう１本のアームを取り付ける。

３ 図３のように，点Ａを中心としＢＣ

の長さと等しい半径の円をかく。そし

て点Ｃを中心としてアームを回転さ

せ，円と重なった点Ｄにこのアームを

取り付ける。

このようにアームを取り付ける場面か

ら，「道具箱の上の段と下の段が平行に動

くのはなぜか」という日常の事象から問題

を見いだすことができる。その際，事象を

理想化したり単純化したりすることによっ

て２本のアームと留め金を線分や点として

捉え，その線分でできた四角形に着目し，

「四角形の２組の対辺の長さを等しくする

と，対辺がそれぞれ平行になるのはどうしてだろうか」という疑問から「四角形

ＡＢＣＤにおいて，ＡＢ＝ＣＤ，ＢＣ＝ＡＤ ならば，ＡＢ//ＤＣ，ＢＣ//ＡＤ は成り

立つだろうか」という問題を設定することができる。この問題について，平行四

辺形になるための条件を用いて解決し，その解決を道具箱の場面に戻して，道具

箱の上の段と下の段が常に平行に動く仕組みとして意味付けることができる。

こうした活動を通して，事象における図形に着目して数学的に表現した問題を

見いだす力，解決過程を振り返り，得られた結果を意味付けたり，活用したりす

る力を養うことが大切である。

正方形，ひし形，長方形が平行四辺形の特別な形であること(［内容の取扱い］(1))

「平行四辺形の性質」に関して，内容の取扱い(1)には，「正方形，ひし形，長

方形が平行四辺形の特別な形であることを取り扱うものとする」とある。小学校

算数科では，正方形，ひし形，長方形，平行四辺形について考察し，それぞれの

性質を見いだすとともに，その性質を基に既習の図形を捉え直すことを学んでい

る。これを踏まえ，中学校数学科では，正方形，ひし形，長方形，平行四辺形の

定義に基づき，「平行四辺形になるための条件」

などを手掛かりとして，正方形，ひし形，長

方形，平行四辺形の間の関係を論理的に考察

し，整理できるようにする。例えば，右のよ

うな図を用いて整理したり，平行四辺形で成

り立つ性質は，その特別な形である長方形や

正方形などでも成り立つことを確かめたりす

ることが考えられる。

図３

Ｂ

Ａ Ｄ

Ｃ

図２

Ｂ

Ａ

Ｃ

長方形 ひし形

正
方
形

平行四辺形
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Ｃ 関数

Ｃ(1) 一次関数

(1) 一次関数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 一次関数について理解すること。

(ｲ) 事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知るこ

と。

(ｳ) 二元一次方程式を関数を表す式とみること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 一次関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴

を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。

(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。

〔用語・記号〕

変化の割合 傾き

第１学年では，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べ，関数関

係について理解し，比例，反比例を関数として捉え直した。そこでは，変数と変

域や座標について理解するとともに，比例，反比例の関係を表，式，グラフなど

で表し，それらを関連付けながら変化や対応の特徴を考察することや，比例，反

比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することを学習している。

第２学年では，第１学年と同様に具体的な事象における二つの数量の変化や対

応を調べることを通して，一次関数について考察する。これらの学習を通して，

関数関係を見いだし考察し表現することができるようにする。

一次関数の学習は比例の学習の発展である。同時に，変化の割合に着目するな

ど，文字を用いた式によって関数をより深く学習する入り口ともなっている。

事象と一次関数(アの(ｱ)，アの(ｲ))

第２学年では，比例，反比例の学習を基に，一次関数について理解し，関数関

係についての理解を深める。

具体的な事象の中から関数関係にある二つの数量 x，y を取り出し，それらの
変化や対応を調べることを通して，それらの間に，次のような関係があることを

見いだす。

・x の値が k 増えるに従い，y の値が ak 増える。
このような学習の上に立って，その関係を文字を用いた式で表現する。こうし
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て，一次関数が，一般的に，a，b を定数として，y ＝ ax＋ b という式で表され
る関係であることを理解する。そして，事象の中には一次関数を用いて捉えられ

るものがあることを知る。

第１学年における比例，反比例の学習の上に立って，具体的な事象について伴

って変わる二つの数量を取り出し，それらの間にどのような関数関係があるか，

また，それがどのような式やグラフで表されるかなどを考察する。比例関係は，

一次関数 y＝ ax＋ b の特別な場合である。
二元一次方程式を関数を表す式とみること(アの(ｳ))

二元一次方程式 ax＋ by＋ c＝０を，二つの変数 xと y の間の関係を表した式
とみれば，この条件を満たす xと yの値の組が考察の対象となる。この式で x と y
の値の組を求める場合，b≠０ のとき，xのとる値を一つ決めれば，それに対応
して yの値が一つ決まることが分かり，このことから，ax＋ by＋ c＝０は，xと y
の間の関数関係を表す式とみることができる。

例えば，二元一次方程式 x－２y＋６＝０は，xと yの間の関数関係を表す式と
みることができ，またこの式を，y ＝ x＋3と変形することによって，y は x の１

｜２
一次関数であることが分かる。さらに，二元一次方程式のグラフが直線となるこ

とから，連立二元一次方程式の解は座標平面上の２直線の交点の座標としても求

められる。グラフを用いることにより，連立二元一次方程式の解の意味を視覚的

に捉えて理解することができる。

一次関数の表，式，グラフとそれらの相互関係(イの(ｱ))

第１学年では，生徒自らが関数関係にある二つの数量を取り出し，表，式，グ

ラフを用いてそれらの変化や対応に関する特徴を考察し表現することについて学

習している。第２学年では，これらの学習の上に立って，一次関数の特徴を表，

式，グラフで捉えるとともに，それらを相互に関連付けることで，一次関数につ

いての理解を深める。

これまでは，関数の変化の仕方を捉える際に，表を基にして対応する数量の比

を考えたり，増加するか減少するかを考えたりしてきた。一次関数の変化の仕方

については，更に明確に捉えるために，x の増加量に対する y の増加量の割合で
ある変化の割合について学習する。

一次関数 y＝ ax＋ b について， 変数 xの値が x１から x２まで変化すると，そ

れに伴って変数 y の値も y１から y２まで変化するものとする。このとき，変化の

割合 は，常に一定で a に等しい。これは，一次関数の特徴であって，

グラフが直線になることを意味している。

このような変化の割合についての考察を通して，x の係数 a は，x の値が１だ
け増加したとき，対応する yの値がどれだけ増加するかを表していること，さら

x2－x1

y2－y1
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に，x の値の増加に対しての y の値の増加分も，a の値を基にして求められるこ
となどを理解できるようにする。

一次関数 y ＝ ax＋ b の
グラフは直線であり，a は
直線の傾きを決めるもので

あるから，y のとる値の増
減については，傾き aの正，
負によって判断できる。ま

た，bは x＝０に対応する y
の値であり，それは，グラ

フと y軸との交点の y座標
であることも理解できるよ

うにする。

なお，変化の割合を指導する際には，形式的に変化の割合を計算して求めるこ

とに偏らないようにするとともに，変化の割合を事象の考察やその表現に適切に

用いることができるようにすることが大切である。

一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること(イの(ｲ))

第１学年でも指導したように，日常の事象や社会の事象及び数学の事象には，

関数関係として捉えられるものが数多く存在する。ここでは，一次関数を用いて

具体的な事象を捉え考察し表現することを指導する。事象を捉え考察し表現する

際には，何を明らかにしようとするかという目的意識をもち，事象をどのように

捉え，数学の対象にするのかを明確にした上で数学的に表現した問題を見いだす

ことが求められる。その上で問題を解決する際には，目的に応じて表，式，グラ

フを適切に選択し的確に表現することが大切である。

具体的な事象の中から観察や操作，実験などによって取り出した二つの数量に

ついて，事象を理想化したり単純化したりすることによって，それらの関係を一

次関数とみなし，そのことを根拠として変化や対応の様子を考察したり予測した

りすることができる。例えば，水を熱した時間と水温の関係を調べる際，実験を

基にグラフを作成して考察する。ここで，実験によるデータの点がグラフでほぼ

一直線上に並んでいることを基にして，一定の熱量で加熱しているなどと理想化

したり，熱した時間だけで水温が決まると事象を単純化したりすることによって，

二つの数量の関係を一次関数とみなす。その上で，一次関数を式に表し，それを

基にして水がある温度になるまでの時間を予測し，その根拠を説明する。また，

実験の結果と予測を比較・検討し，伝え合う活動を通して，結果と予測に違いが

ある原因について考えたり，よりよい予測のための手立てを工夫したりすること

もできる。

Ｏ
x

y

b
a

１傾き

＝a
－y２ y１
－x２ x１変化の割合

y
x ０… … …… x１ x２

b… … …… y１ y２ y＝ax＋b
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なお，関数として考察することによって，他の領域の学習における理解を深め

ることもできる。例えば，図形の領域において学習する n角形の内角の和を求め
るときに，n が増えていくときの内角の和の増え方を関数として考察すると，変
化の割合が180であることから，多角形の頂点が一つ増えると，三角形一つ分の

内角の和が増えていることが分かる。

Ｄ データの活用

Ｄ(1) データの分布

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解すること。

(ｲ) コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを整理し箱ひ

げ図で表すこと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み

取り，批判的に考察し判断すること。

第１学年では，ヒストグラムや相対度数などについて学習している。第２学年

では，これに加えて四分位範囲や箱ひげ図を学習することで，複数の集団のデー

タの分布に着目し，その傾向を比較して読み取り，批判的に考察して判断する力

を養う。

四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味(アの(ｱ)，アの(ｲ))

第１学年では，量的データの分布を捉える方法として，ヒストグラムや相対度

数などについて学習している。ヒストグラムは分布の形はわかりやすい一方で，

中央値などの指標が分かりづらい。二つ以上のデータを比較する際に，視覚的に

比較がしやすい統計的な表現として，箱ひげ図がある。

箱ひげ図とは，次のように，最小値，第１四分位数，中央値（第２四分位数），

第３四分位数，最大値を箱と線（ひげ）を用いて一つの図で表したものである。

四分位数とは，全てのデータを小さい順に並べて四つに等しく分けたときの三つ

の区切りの値を表し，小さい方から第１四分位数，第２四分位数，第３四分位数

という。第２四分位数は中央値のことである。なお，四分位数を求める方法とし

て幾つかの方法が提案されているが，ここでは四分位数の意味を把握しやすい方

法を用いる。
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例えば，次の九つの値があるとき，中央値（第２四分位数）は５番目の26であ

る。

23 24 25 26 26 29 30 34 39

この５番目の値の前後で二つに分けたときの，１番目から４番目までの値のうち

の中央値24.5を第１四分位数，６番目から９番目までの値のうちの中央値32を第

３四分位数とする。

箱ひげ図の箱で示された区間に，全てのデータのうち，真ん中に集まる約半数

のデータが含まれる。この箱の横の長さを四分位範囲といい，第３四分位数から

第１四分位数を引いた値で求められる。上の例では四分位範囲は32－24.5＝7.5

である。四分位範囲はデータの散らばりの度合いを表す指標として用いられる。

極端にかけ離れた値が一つでもあると，最大値や最小値が大きく変化し，範囲は

その影響を受けやすいが，四分位範囲はその影響をほとんど受けないという性質

がある。また，この図中に，平均値を記入して中央値との差を考えたり，第１四

分位数や第３四分位数と中央値との差を考えたりすることにより，データの散ら

ばり具合が把握しやすくなるので，複数のデータの分布を比較する場合などに使

われる。

四分位範囲や箱ひげ図を用いて批判的に考察し判断すること(イの(ｱ))

四分位範囲や箱ひげ図を用いて，複数の集団のデータの分布の傾向を比較して

読み取り，批判的に考察したり判断したことを説明したりすることができるよう

にする。

指導に当たっては，日常の事象を題材とした問題などを取り上げ，それを解決

するために必要なデータを収集し，コンピュータなどを利用してデータを整理し，

四分位範囲を求めたり箱ひげ図で表したりして複数の集団のデータの傾向を比較

して読み取り，その結果を基に説明するという一連の活動を経験できるようにす

ることが重要である。例えば，中学生の体力は以前に比べて落ちているといえる

かどうかについて考える。データとしては，生徒にとっての考察のしやすさから，

同じ学校の中学校２年生男子の体力テストの結果を用いることができるであろ

う。そこで，ハンドボール投げに焦点化し，2000年，2005年，2010年，2015年の

データから箱ひげ図（図１）を作成するなどして分布の傾向を比較して読み取り，

23 24.5 26 32 39
最小値

第１四分位数

第２四分位数（中央値）

第３四分位数

最大値
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これを基に，「中学生の体力は前に比べ

て落ちているといえるかどうか」につ

いて考察する。具体的には，「四分位範

囲を表す箱は，2005年からそれほど大

きく下がっておらず，中央値を中心と

する全体の約半数のデータはそれほど

下がっているわけではないので，体力

が落ちているとは言えない」と判断す

ることが考えられる。ここで，より詳

しく検討するために，範囲の違いに着

目して，2010年と2015年に絞ってヒス

トグラムを作成し，これらの分布を詳しく比較することが考えられる。それによ

り，かけ離れた値があるかどうかなど，範囲が大きく異なる理由について検討す

ることができる。また，５年ごとではなく毎年の中央値や平均値などに着目して

折れ線グラフ（図２）を作成することで，経年変化の様子を調べることができる。

さらに，「ハンドボール投げのデータだけで十分か」と批判的に考え，握力など

他の体力テストのデータから箱ひげ図（図３）やヒストグラムを作成するなどし

て，一層詳しい考察を加えることも考えられる。

このように，体力に対して多様なデータや統計的な表現を用いて多面的に吟味

することで，批判的に考察することの必要性に気付くことが大切である。また，

データの傾向を捉える場合，日常生活では，簡潔さの観点から箱ひげ図のみを用

いて説明することが予想される。しかし，そのことによって分布の形など，失わ

れる情報もあるので，必要に応じてヒストグラムなどと合わせて用いることが必
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要な場面もあることに留意する。なお，同じ学校のデータについての判断の結果

を，中学生一般について考察することは，第３学年で学習する標本調査に関わる

ことである。

Ｄ(2) 不確定な事象の起こりやすさ

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 多数回の試行によって得られる確率と関連付けて，場合の数を基に

して得られる確率の必要性と意味を理解すること。

(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 同様に確からしいことに着目し，場合の数を基にして得られる確率

の求め方を考察し表現すること。

(ｲ) 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること。

第１学年において，相対度数は，全体（総度数）に対する部分（各階級の度数）

の割合を示す値で，各階級の頻度とみなされることや，多数の観察や多数回の試

行の結果を基にして，不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現するこ

となどを学習している。第２学年では，これらの学習の上に立って，同様に確か

らしいことに着目し，確率を求める方法を考察するとともに，確率を用いて不確

定な事象を捉え考察し表現することができるようにする。

場合の数を基にして得られる確率の必要性と意味(アの(ｱ))

第１学年において，多数の観察や多数回の試行の結果を基にして確率を学習し

ている。しかし，身の回りにはこれらを基にせずとも，場合の数を基にして確率

を求めることができる事象が数多くある。

多数回の試行によって得られる確率は，試行回数を増やすにつれて，場合の数

を基にして得られる確率に近づくことが知られている（大数の法則）。さいころ

の目の出方には６通りあり，どの目が出ることも同様に確からしいとすると，場

合の数を基にして得られる確率は であることが分かる。実際にさいころを多数１｜
６

回振ると，「大数の法則」にしたがって，それぞれの目が出る回数の割合はどの

目についても に安定すると考えられる。１｜
６

確率を求めるには，実際に多数回の試行を行うよりも，場合の数に基づいて考

えた方が，時間も労力も節約できる。しかし，その反面，不確定な事象について

何が分かるのかという確率本来の意味が見失われてしまいやすい。例えば，「さ
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いころを振って１の目が出る確率が である」ことから，「さいころを６回投げ１
｜
６

ると，そのうち１回は１の目が必ず出る」と考えてしまうのは，確率の意味の理

解が不十分であることが原因であると考えられる。

指導に当たっては，実際に多数回の試行によって得られた確率と場合の数を基

にして求めた確率とを関連付けて，求めた確率を実感を伴って理解できるように

する。

簡単な場合について確率を求めること(アの(ｲ)，イの(ｱ))

起こり得る場合の数を基にして確率を求めるには，同様に確からしいと考えら

れる起こり得る場合全てを正しく求める必要がある。ここでは小学校第６学年に

おける指導を踏まえ，起こり得る場合を順序よく整理し，落ちや重なりがないよ

うに数え上げる。その際，樹形図や二次元の表などを利用して，起こり得る全て

の場合を簡単に求めることができる程度の事象を取り上げる。

簡単な場合の例として，２個の硬貨を投げたときの表と裏の出方がある。２個

の硬貨の表と裏の出方の全ての場合は(表，表)，(表，裏)，(裏，表)，(裏，裏)

の４通りであり，どの場合が起こることも同様に確からしいと考えられる。この

うち，２個とも表になる場合は，同様に確からしい４通りの場合のうちの一つで

あるから，その確率は になる。このとき，「確率が である」とは，先にも述１
｜
４

１
｜
４

べたように２個の硬貨を４回投げると，そのうちの１回は必ず二つとも表が出る

という確定的なことを意味するものではないことに注意する必要がある。

また，上の事例では，表と裏の出方の全ての場合が(表，表)，(表，裏)，

(裏，裏)の３通りであると考え，２個とも表になる確率は であると考える誤り１
｜
３

が起こりやすい。この場合，同様に確からしいことに着目し，起こり得る場合を

落ちや重なりがないように数え上げられるようにするとともに，実際に多数回の

試行を行ってその結果と比較し，実感を伴って理解できるようにする。

指導に当たっては，同様に確からしいことに着目し，樹形図や二次元の表など

の数学的な表現を用いて説明し伝え合うことを通して，場合の数を基にして得ら

れる確率の求め方を考察し表現できるようにすることが大切である。

確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること(イの(ｲ))

第１学年では，多数の観察や多数回の試行の結果を基にして，不確定な事象の

起こりやすさを読み取り表現することについて学習した。ここでは，場合の数を

基にして得られる確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現することについて

学習する。

指導に当たっては，確率を求めることだけを目的とするのではなく，不確定な

事象に関する問題解決を重視し，生徒が確率を用いて説明することを大切にする。

その際，日常生活や社会に関わる事象を取り上げ，確率を用いて説明できる事柄

を明らかにすることが必要である。



- 125 -

例えば，くじ引きをするとき，何番目に引くかで当たりやすさに違いがあるか

どうか，つまりくじ引きが公平であるかどうかについて，その理由を確率に基づ

いて説明することが考えられる。この場合，くじ引きのルールを明確にすること

の重要性や，ルールを変更すると判断も変わることがあることに気付くように指

導することも大切である。

確率を用いて不確定な事象を捉え説明することを通して，「必ず～になる」と

は言い切れない事柄についても，数を用いて考えたり判断したりすることができ

ることを理解し，数学と日常生活や社会との関係を実感できるようにする。

〔数学的活動〕

(1) 「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」の学習や

それらを相互に関連付けた学習において，次のような数学的活動に取り組

むものとする。

ア 日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問

題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

イ 数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり，解決の過

程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動

ウ 数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動

第１学年においては，各領域の学習やそれらを相互に関連付けた学習において，

「日常の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決したり，解決

の過程や結果を振り返って考察したりする活動」，「数学の事象から問題を見いだ

し解決したり，解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする

活動」，「数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動」に取り組む機会

を設けることで，生徒が数学的活動に主体的に取り組み，基礎的・基本的な知識

及び技能を確実に身に付けるとともに，思考力，判断力，表現力等を高め，数学

を学ぶことの楽しさや意義を実感できるようにすることを目指している。

第２学年では，こうした基本的な考えを一層重視するとともに，生徒の発達の

段階や学習の状況，第２学年で指導する各領域の内容との関係を考慮し，数学的

活動の質を高めていく。なお，提示されている三つの活動は第３学年と同じであ

る。これは，当該学年で指導する内容に即し，２年間をかけて継続した指導をす

ることが必要であると判断したためである。

ア 日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解

決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

第１学年における「日常の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題
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を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動」は，生徒に

とって身近なできごとなどを考察の対象として，数学を利用することを重視して

いる。第２学年においては，数学を利用する範囲を広げ，社会における様々な事

象なども視野に入れて活動に取り組む機会を設ける。

数学を利用する範囲を広げ，直接体験できないことについても自分のこととし

て考えながら活動に取り組むなどして，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感

できるようにすることが大切である。

なお，各領域の内容との関係を考慮して数学を利用する対象を適切に定め，こ

の活動の趣旨が実現されるようにすることが大切である。

第２学年における「日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・

処理し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動」

として，例えば次のような活動が考えられる。

○二つの数量の関係を一次関数とみなすことで未知の状況を予測する活動

この活動は，第２学年「Ｃ関数」の(1)のイの(ｲ)「一次関数を用いて具体的な

事象を捉え考察し表現すること」の指導における数学的活動であり，例えば，８

月に富士山の６合目まで登る予定を立て，服装を準備するために，「８月の６合

目付近の高さの気温はどれくらいだろうか」という日常の事象の問題を解決する

ために，入手できるいくつかの観測地点の気温に関するデータを基に，８月の６

合目付近の高さの気温を予測することをねらいとする。また，その過程において，

事象を理想化したり単純化したりすることで，実験や観察による数量の関係を一

次関数とみなし，表，式，グラフを用いて表現・処理し，それを基に予測できる

ことのよさを知り，様々な事象の考察に生かすことができるようにする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，一次関数の特徴を，表，式，

グラフで捉えるとともに，それらを相互に関連付け，一次関数について理解でき

るよう指導とその計画を工夫する。また，事象を理想化したり単純化したりする

ことで，数量の関係を一次関数とみなすことの意味を，例えば，線香に火をつけ

てから燃え尽きるまでの時間を予測するなどの事例を基に理解できるような機会

を設ける。その際，数量の関係を一次関数とみなして考察するときには，一定の

制約が生じることについても理解できるようにする。

こうした指導を踏まえ，富士山の６合目付近の高さの気温を予測する活動に取

り組む機会を設ける。まず，８月の富士山周辺地点や富士山の山頂地点の平均気

温のデータを調べて表やグラフに表す。次に，変化の割合がほぼ同じであること

や，グラフの点がほぼ一直線上に並んでいることなどを基に，気温が高さの一次

関数であるとみなし，それらの点を直線で結んだり，表の中の数値を基に一次関

数の式で表したりする。このことで，富士山の６合目付近の高さの気温を予測す
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る。その際，グラフには，おおよその数値を読み取ることができるというよさが

あるものの，グラフの直線の引き方によって予測した気温が異なる場合があるこ

とや，数値を用いて計算で求めるためには，高さと気温の関係を式で表すとよい

ことなど，解決の過程や結果を振り返って，表，式，グラフのそれぞれのよさに

ついて検討する機会を設けることも大切である。また，一次関数とみなしている

のはある変域においてのことであることや，一次関数とみなすことに無理のある

事象があることにも触れ，日常の事象や社会の事象から一次関数とみなすことで

解決できる問題を考察する際に生かせるようにする。

イ 数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり，解決の過程や結

果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動

数学科において主体的・対話的で深い学びを実現するためには，問題を解決す

ることと同様に，見通しをもって問題を発見することにも焦点を当てることが求

められる。第１学年における「数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決

の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動」は，数学の事

象から数学的に表現した新たな問題を見いだし，既習の内容を活用してそれを解

決し，その過程や結果を振り返ることで概念を形成したり，新たなものを見いだ

したりする過程を重視している。このことを踏まえ，第２学年においては，第１

学年で経験した問題発見・解決の過程について，更に見通しをもって遂行できる

ようにすることを重視する。

数学的活動の過程では，各領域の内容の高まりとともに，演繹による検証の必
えき

要性や数学的な推論を適切に用いて新たな事柄を見いだすことの重要性が増して

くる。このため，帰納や類推（予測や推測の構成）や演繹（正しさの確認や検証）
えき

などの数学的な推論の進め方の質を高め，より洗練されたものにしていくことが

大切である。

見いだした数や図形の性質などから統合的・発展的に考察するためには，例え

ば，仮定や結論に目を向けて，条件をかえたり，逆を考えたりするなどの見通し

をもって問題を見いだすことが必要になる。また，これまで進めてきた数学的な

推論がそのきっかけになることにも留意する必要がある。

第２学年における「数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり，

解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動」として，

例えば次のような活動が考えられる。

○ n角形の内角の和，外角の和を求める活動
この活動は，第２学年「Ｂ図形」の(1)のイの(ｱ)「基本的な平面図形の性質を

見いだし，平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明すること」の指導に

おける数学的活動である。ここでのねらいは，多角形の内角や外角に関する事象

から，n 角形の内角の和180ﾟ×(n －２)及び外角の和360ﾟについての問題を見い
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だし，既習の図形の性質などを用いて解決し，その過程や結果について統合的・

発展的に考察することとする。このことによって既習の内容に結び付けて考える

ことのよさを知ったり，新たな問題が見いだせることに気付いたりできるように

して，その後の図形の学習などに生かすことができるようにする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むこと

ができるようにし，深い学びの実現につなげること

が大切である。そのために，多角形を一つの頂点か

ら引いた対角線で三角形に分割する（図１）ことで，n
角形の内角の和が180ﾟ×(n －２)になることを理解
できるよう指導とその計画を工夫する。その際，三

角形，四角形などの内角の和を帰納的に調べ，そこ

には規則性がありそうなことに気付き，これまでに

学習してきたことを基に，「多角形の内角の和は式

に表すことができそうだ」などの見通しをもって問

題として表現することができるようにする。また，

見いだした内角の和を表す式が正しいといえるかど

うかについては，「多角形を三角形に分割すればよ

い」，「三角形の内角の和が180ﾟであることを証明の

根拠にすればよい」などを明らかにし，「n 角形の
内角の和が180ﾟ×(n －２)になる」ことを説明する
機会を設けるなど指導の計画を工夫する。

こうした指導を踏まえ，多角形を三角形に分割す

る仕方に着目して，内角の和を求める他の方法を考

察し表現する活動に取り組む機会を設ける。例えば，

多角形の辺上の１点から各頂点に引いた線分で三角

形に分割する（図２）ことや，多角形の内部の１点

から各頂点に引いた線分で三角形に分割する（図３）

ことから，三角形の内角の和が180ﾟであることを証

明の根拠にして n角形の内角の和を表す式を導くこ
とが考えられる。

これらの求め方について考察した後，それらの方法を比較し，「多角形を三角

形に分割していること」，「三角形の内角の和が180ﾟであることを証明の根拠にし

ていること」などの共通点や相違点に気付くことができるよう促す。さらに，共

通する考え「三角形に分割して内角以外の角は除けばよい」で三つの求め方を統

合することも考えられる。

図２

Ｐ

図１

Ｐ

Ｐ

図３
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次に，多角形の外角に着目し，その和について

問題を見いだすことができる。（図４）

ここでは，四角形や五角形などの外角の和を帰

納的に調べ，「どんな多角形でも外角の和は360ﾟ

になるのではないか」という推測から問題を設定

し，「一つの頂点で内角と外角の和が180ﾟになる

ことを使えばよい」などの見通しをもち，その説

明を考えることもできる。

ウ 数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動

第１学年における「数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動」は，

表現の簡潔さや形式などにとらわれ過ぎず，生徒が筋道立てて説明し伝え合うこ

とを重視している。第２学年においては，それらが洗練され，より実質的なもの

になるように，根拠を明らかにし論理的に説明し伝え合う活動に取り組む機会を

設ける。

数学の学習においては，学年が進むとともに，前提と結論を明示して見いだし

たことを的確に伝えること，計算の手順や方程式を解く方法などを順序よく分か

りやすく示すこと，見いだしたことの正しさや妥当性について根拠を明らかにし

て説明することなどの必要性が増し，論理的に説明し伝え合うことの重要性も高

まる。

また，数学的な表現を用いることに関して，数量や図形などに関する事実や処

理の仕方，思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現したり，表現されたもの

を解釈したりすることの適切さを高めるためには，言葉や数，式，図，表，グラ

フなどを相互に関連付けて適切に用いることが重要になる。特に，数学的な表現

を用いて伝え合う際には，相手に理解されやすくなるように説明することが重要

であることを理解し，数学的に表現することのよさを実感できるようにする。

第２学年においては，思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現するために，

数学的な推論とその過程について理解し，これらを適切に用いることを重視する。

第２学年における「数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動」とし

て，例えば次のような活動が考えられる。

○くじ引きが公平である理由を，確率を用いて説明する活動

この活動は，第２学年「Ｄデータの活用」の(2)のイの(ｲ)「確率を用いて不確

定な事象を捉え考察し表現すること」の指導における数学的活動である。ここで

のねらいは，例えば「くじ引きをするとき，先に引くか，後に引くか，どちらで

もよいか」について判断を求め，その理由について確率を用いて説明することと

する。またその過程において，求めた確率に基づいてどのような判断ができるの

かを知り，不確定な事象の考察に生かせるようにする。

図４
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この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，多数回の試行をしたり，起こ

り得る場合の数を求めたりして簡単な場合について確率を求めることができるよ

う指導とその計画を工夫する。

こうした指導を踏まえ，くじ引きが公平であるかどうかを説明する活動に取り

組む機会を設ける。まず，くじを引く順序によって当たりやすさに違いがあるか

どうかについて「先に引いた方が当たりやすい」，「後から引いた方が当たりやす

い」，「どちらも同じ」など直観的に予想を立てる。その上で，例えば「５本のう

ち２本の当たりくじが入っているくじを２人の生徒が引くとき，引く順番によっ

て当たりやすさに違いがあるか」と問題を焦点化する。実際に何回かくじ引きを

行うなどして試行の結果からも予想を立てておくようにするとよい。次に，予想

が正しいかどうかを調べるために，樹形図などを作って起こり得る場合の数を求

め，先に引いた場合と後から引いた場合で当たる確率をそれぞれ計算する。この

場合，どちらの確率も となり，確率が等しいことから「引く順序によって当た２
｜
５

りやすさに違いがない」と判断し，くじ引きが公平である理由を説明する。その

際，各自の説明を他者のものと比較し，不十分な点を指摘し合うなどして，協働

的に表現を洗練することが考えられる。確率を求めることができても説明するこ

とができない生徒には，確率の意味を見直すように促す。

また，焦点化された問題について，「問題の条件を変えても当たりやすさに違

いはないか」と発展的に考え，新たな問題を見いだすことができる。例えば「４

本のうち２本の当たりくじが入っているくじを３人の生徒で引くとき，何番目に

引いても確率は になるか」など，くじの総数や当たりくじの本数，人数を変え１
｜
２

てもくじ引きが公平であるかどうかについて，生徒の疑問に従って自立的に説明

し，レポートにまとめ発表する機会を設けることも考えられる。
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第３節 第３学年の目標及び内容

１ 第３学年の目標

(1) 数の平方根，多項式と二次方程式，図形の相似，円周角と中心角の関係，

三平方の定理，関数 y ＝ ax2
，標本調査などについての基礎的な概念や原

理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し

たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2) 数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて

数量の関係や法則などを考察したりする力，図形の構成要素の関係に着目

し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着

目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，標本と

母集団の関係に着目し，母集団の傾向を推定し判断したり，調査の方法や

結果を批判的に考察したりする力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活

や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善し

ようとする態度，多様な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度

を養う。

(1) 知識及び技能

「知識」に関しては，第３学年も他の学年と同様に，学習するそれぞれの内容

についての基礎的な概念や原理・法則などを，既習の知識と関連付けて確実に理

解することが重要である。例えば，二次方程式の必要性と意味，解の意味につい

て理解するときには，一元一次方程式や連立二元一次方程式の学習を基に，類似

点や相違点を明らかにしたり新たな視点を加えたりすることで，その理解をより

深めていくことができる。

「技能」に関しては，学習するそれぞれの内容について，第２学年と同様に，

問題発見･解決の過程を一層自立的に遂行できるよう，その基礎をなす技能を身

に付けることが必要である。

(2) 思考力，判断力，表現力等

第３学年において育成を目指す「思考力，判断力，表現力等」に関わる資質・

能力を具体的に示している。

数と式領域の学習では，既習の数や文字式の計算の方法と関連付けて，平方根

を含む式の計算の方法を見いだしたり，数の平方根を具体的な場面で活用したり

できるようにする。また，式の展開や因数分解をする方法を，既習の数や文字式
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の計算の方法と関連付けて考察し表現できるようにするとともに，文字を用いた

式で数量及び数量の関係を捉え説明できるようにする。さらに，一元一次方程式

や連立二元一次方程式などの既習の方程式に関する学習や，因数分解，平方根の

考え等を基に，二次方程式を解く方法について考察し表現できるようにするとと

もに，二次方程式を具体的な場面で活用できるようにする。

図形領域の学習では，三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を

論理的に確かめたり，平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確

かめたりできるようにするとともに，相似な図形の性質を具体的な場面で活用で

きるようにする。さらに，円周角と中心角の関係や三平方の定理を見いだし，そ

れらを具体的な場面で活用できるようにする。

関数領域の学習では，関数 y＝ ax2
として捉えられる二つの数量について，変

化や対応の特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察したり，関

数 y＝ ax2
を用いて具体的な事象を捉え表現したりできるようにする。

データの活用領域の学習では，簡単な場合について標本調査を行い，母集団の

傾向を推定し判断することができるようにする。また，調査の方法や結果を批判

的に考察する力を養う。

このようにして第３学年では，事象を，数学を活用して論理的に考察したり，

数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察したり，数学的な表現を

用いて簡潔・明瞭・的確に表現したりする力を一層伸ばしていくことが大切であ

る。

(3) 学びに向かう力，人間性等

第３学年の目標(3)は，第２学年と同一であり，「学びに向かう力，人間性等」

に関わる資質・能力は，第２学年と同様の視点で育成されるものである。方向性

は同じであっても，第３学年として目指す資質・能力は，義務教育９年間の集大

成としてのものであるから，生徒が自らの資質・能力の高まりを実感できるとと

もに，持続可能なものに達していることが大切である。数学的に考える資質・能

力は，生涯の生活を通じて，たとえ数学と直接関わりのない場面であっても汎用

性の高いものであることから，一層重視して育成されることが求められる。
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２ 第３学年の内容

Ａ 数と式

Ａ(1) 正の数の平方根

(1) 正の数の平方根について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 数の平方根の必要性と意味を理解すること。

(ｲ) 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。

(ｳ) 具体的な場面で数の平方根を用いて表したり処理したりすること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 既に学習した計算の方法と関連付けて，数の平方根を含む式の計算

の方法を考察し表現すること。

(ｲ) 数の平方根を具体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕

根号 有理数 無理数 √

［内容の取扱い］

(1) 内容の「Ａ数と式」の(1)などに関連して，誤差や近似値，a ×10n
の形

の表現を取り扱うものとする。

第１学年では，取り扱う数の範囲を正の数と負の数に拡張して，正の数と負の

数の必要性と意味を理解し，その四則計算について学習している。

第２学年では，文字を用いた式や方程式，関数，確率などについての学習を通

して，数についての理解を一層深めている。

第３学年では，二次方程式を解く場合や，三平方の定理を活用して長さを求め

る場合には，有理数だけでは不十分なので，数の範囲を無理数にまで拡張する。

新しい数として平方根を導入することで，これまで扱うことができなかった量を

考察の対象とすることができる。このような正の数の平方根の必要性と意味を理

解し，正の数の平方根を含む簡単な式の計算ができるようにするとともに，具体

的な場面で平方根を用いて表したり処理したりすることを通して，それを具体的

な場面で活用することができるようにする。
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数の平方根の必要性と意味(アの(ｱ))

第１学年では，数の範囲を拡張し，正の数と負の数の必要性と意味を理解でき

るようにしている。数の範囲を拡張することは，新しい数が導入され，これまで

数で表すことができなかったものが思考の対象になることを意味する。日常生活

には，例えば，１辺の長さが１ｍである正方形の対角線の長さのように，これま

での有理数では表すことのできない量が存在している。このような量を定めるた

めには新しい数が必要になる。また，数を２乗することの逆演算を考える場面で，

有理数ではない数が存在することの理解が必要となる。このような学習を通して，

正の数の平方根の必要性を理解できるようにする。

一般に，x2
＝ a（a ＞０）を成り立たせる x の値を a の平方根といい，x を記

号√を用いて 及び－ と表す。√ は新しい数を表す記号であり，これを

用いると，これまで十分に表し得なかった数を簡潔・明瞭に表現することができ

る。円周率3.14…をπを用いて表したのと同じように，数を記号√を用いて表し

ていく。このように，その記号のもつよさを知り，正しく用いることができるよ

うにすることは大切なことである。また，正の数 aの平方根には正と負の二つの
数があり， はその正の方を表していること，０の平方根は０であることな

どを理解できるようにする。

正の数の平方根，例えば， や は，これまでに学習してきた有理数とは

異なり，分数で表せない新しい数であり，無理数と呼ばれる数である。数の範囲

を無理数に拡張することによって，二次方程式の解が得られるようになり，三平

方の定理を活用して長さを求めることもできるようになる。また，有理数や無理

数という新たな観点で数を分類することができるようになる。

正の数の平方根の近似値は，√キーのついた電卓を用いれば求めることができ

るが，正の数の平方根の意味を理解する上で，はじめに近似値を定めて，これを

基に更に精度のよい近似値を求め，逐次この操作を繰り返して，近似値の精度を

高めていくことも必要である。

例えば，0.1だけ異なる数に着目して，1.4
2
と1.5

2
を電卓などで計算し，そ

れぞれの値を２と比べることによって，1.4＜ ＜1.5という関係を見いだす。

さらに，同じような手続きによって，順次， のより正確な近似値を探し続け

ることができる。実際にこのような経験をすることは，正の数の平方根の理解を

深める上で，また未知の数を逐次近似的に求める方法を知る上で重要である。

数の平方根を含む式の計算(アの(ｲ)，イの(ｱ))

正の数の平方根を含む式の四則計算では，交換法則，結合法則や分配法則はそ

のまま成り立つ。

a a

a

2 5

2

2
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正の数の平方根の乗法は × ＝ ，除法は ＝ (a＞０，b＞０)

を基にして計算できる。

× ＝ となることについては，a と b に具体的な数を当てはめて考
察することが考えられる。例えば × の結果が になると予想し，電卓

等を活用して，

× ＝1.414…×1.732…

＝2.449…

と計算し，その結果が ＝2.449…と近い値になることから × ＝ と

なりそうなことを予想できるようにすることが考えられる。

このような活動の上で，平方根の乗法の計算の方法については， × を

２乗して，その結果の平方根を調べることで， × が と等しくなるこ

とを確かめる。除法についても同様の視点から計算の方法を考察し表現すること

ができるようにする。

正の数の平方根の加法についても，乗法と同様に ＋ ＝ となると予

想し，考察することが考えられる。しかし，この予想は成り立たない。

＋ ＝ が成り立たないことを示すには，例えば，反例を一つあげれ

ばよい。このように，反例をあげることで，ある事柄が常に成り立つとは限らな

いことを説明できることは第２学年の「Ｂ図形」の領域で学習しているが，繰り

返し確認することが大切である。

＋１や ＋ などは，これ以上簡単には表せない数であり，それぞれ

一つの無理数を表している。このことは，文字を用いた式において aや bが数を
表すとき，a＋１や a＋ b もそれぞれ一つの数を表すものとみることと同様であ
る。正の数の平方根を含む加法や減法の式の計算の方法について，文字を用いた

式の計算の方法を振り返りつつ考察することが必要である。なお，ここで取り上

げるのは，二次方程式や三平方の定理を活用する場面で必要な程度の計算であり，

必要以上に複雑で無目的な計算練習にならないようにする。

平方根を具体的な場面で活用すること(アの(ｳ)，イの(ｲ))

様々な事象における問題解決の場面において数の平方根を用いて表したり処理

したりすることができるようにする。その際，正の数の平方根を用いることによ

って，数を用いて表したり処理したりする範囲が広がることを理解できるように

する。

例えば，日常生活においてもよく利用されるＡ判の紙は，２辺の長さの比が

１： になるようにつくられている。このことは，図のように紙を折ってい

くと，はじめの折り目（点線）と，長い辺が一致することから確かめることがで

a

b

a
b

a b

a b

2

2

2

2

2

2 2

3

3

3

3

3

3

a b

6

a b

a+b

a+b

2

a× b

a× b

2× 3

2× 3

2× 3
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きる。

また，例えば，半径２ｃｍの円と半径４ｃｍの円があるとき，面積がこの二つ

の円の和になるような円の半径を求めるために，平方根を用いて考察し表現する

活動を設定することが考えられる。

このように様々な事象を正の数の平方根を用いて考察し表現することで，それ

らを活用することができるようにする。

誤差や近似値（［内容の取扱い］(1)）

小学校算数科では，第４学年で，概数について理解し，概数で見積もったり，

計算の結果を概数で表したりすることができるようにしている。また，十進位取

り記数法についても学習している。ここでは，誤差や近似値，数を a ×10n
の形

で表すことを取り扱う。

測定には誤差が伴う。誤差とは，測定値と真の値の差である。例えば，最小目

盛りがｍｍで表されている身長測定器を用いてデータを収集する際，ある生徒の

身長の測定値が157.4ｃｍということは，真の値が，157.35ｃｍ以上157.45ｃｍ未

満の間にあることを意味する。

すなわち，この生徒の身長を xｃｍとすると，真の値がある範囲は，
157.35≦ x＜157.45

と表される。さらに，これを数直線上に表すなどして，測定値には誤差が伴い，

近似値として157.4ｃｍを用いることなど，近似値と誤差の意味について実感を

伴って理解できるようにする。

また，数の表し方については，例えば，測定値として2300ｍが得られたとき，

この値が十の位の数字まで信頼できるならば，一の位の０は位を示しているに過

ぎないので，これを2300ｍではなく2.30×10³ｍのように表す。このことによっ

て，どの数字までが有効数字であるかを明らかにすることができ，近似値につい

て誤差の見積もりもできる。ここでの学習は，このような数の表し方について知

ることがねらいである。

なお，誤差や近似値，数を a×10n
の形で表すことについては，第３学年の「Ａ

数と式」の(1)での学習の他，正の数の平方根の近似値を求める学習の場面，直

接測定することが困難な高さや距離を相似な図形の性質や三平方の定理を用いて

求める学習の場面など「Ｂ図形」の(1)や(3)などの学習と関連付けて指導するこ

とが考えられる。
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Ａ(2) 簡単な多項式

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算をする

こと。

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や

因数分解をすること。

(a＋ b)２＝ a ２＋2ab＋ b ２

(a－ b)２＝ a ２－2ab＋ b ２

(a＋ b)(a－ b)＝ a ２－ b ２

(x＋ a)(x＋ b)＝ x ２＋(a＋ b)x＋ ab
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 既に学習した計算の方法と関連付けて，式の展開や因数分解をする

方法を考察し表現すること。

(ｲ) 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明すること。

〔用語・記号〕

因数

第２学年では，文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力を養うととも

に，簡単な整式の加法・減法，単項式の乗法と除法の計算について学習している。

また，数量や数量の関係を捉え説明するのに文字を用いた式が活用できることや，

目的に応じて簡単な式を変形することについて学習している。

第３学年では，これらの学習の上に立って，単項式と多項式の乗法，多項式を

単項式で割る除法及び簡単な一次式の乗法の計算ができるようにする。さらに，

公式を用いる簡単な式の展開と因数分解を取り扱い，これによって，文字を用い

た式で数量及び数量の関係を捉え説明する力を養うようにする。

単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法(アの(ｱ))

単項式の乗法と除法，数と多項式の乗法，多項式を数で割る除法については，

既に学習している。これらの学習を基にして，第３学年では，例えば，

２a ×(３a－５b)のような単項式と多項式の乗法，(４x2
＋６x)÷２xのような多

項式を単項式で割る除法について学習する。

特に，単項式と多項式の乗法は，第３学年における式の学習の中心であるので，

技能の定着についても十分な配慮が必要である。
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一次式の乗法，式の展開と因数分解(アの(ｲ)，イの(ｱ))

一次式と一次式の乗法では，既習の単項式と多項式の乗法と関連付けて考察し，

単に形式的に計算ができるようにするだけではなく，その方法が交換法則，結合

法則や分配法則などを基にしていることを理解できるようにすることが大切であ

る。例えば，(a＋ b)(c＋ d)を展開するのに 式 a＋ bを一つの文字 Mに置き換
えて，M(c＋ d)＝ Mc＋ Mdとすることで，既習の法則を用いて計算することが
できるようになることが分かる。

また，式の展開の公式としては，次のものを取り扱う。

(a＋ b)2＝ a2＋2ab＋ b2

(a－ b)2
＝ a2

－2ab＋ b2

(a＋ b)(a－ b)＝ a2
－ b2

(x＋ a)(x＋ b)＝ x2
＋(a＋ b)x＋ ab

これらは，今後の学習においてしばしば活用される典型的なものであり，公式の

もつ意味を理解し，式を能率よく処理することができるようにする。

因数分解の公式は，一次式の乗法や式の展開の公式の逆であることを理解し，

その方法を見いだすことができるようにする。

また，式の展開の公式や因数分解の方法の理解を深めるために数の計算と関連

付けて，そのよさを実感できるようにする。例えば，(a ＋ b)2
＝ a2

＋ 2ab ＋ b2

や a2
－ b2

＝(a＋ b)(a－ b)を用いて下のように計算することが考えられる。

【(a＋ b)2
＝ a2

＋ 2ab＋ b2
を活用】 【a2

－ b2
＝(a＋ b)(a－ b)を活用】

101
2

13
2
－12

2

＝(100＋１)
2

＝(13＋12)(13－12)

＝100
2
＋２×100×１＋１

2
＝25×１

＝10000＋200＋１ ＝25

＝10201

なお，ここで取り上げる式の展開や因数分解は，数や図形の性質が成り立つこ

とを，文字を用いた式で説明したり，二次方程式を解いたりする程度の式の計算

であり，必要以上に複雑で無目的な計算練習にならないようにする。

文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明すること(イの(ｲ))

乗法公式や因数分解の公式は，数や図形の性質などが成り立つことを，文字を

用いた式を使って説明したり，二次方程式を解いたりする場合にしばしば活用さ

れる。したがって，これらの公式を能率的に活用し，目的に応じて式を変形した

り式の意味を読み取ったりできるようになることが重要である。第２学年におけ

る指導を踏まえ，文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明することがで
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きるようにし，文字を用いた式を使うことのよさや必要性についての理解を一層

深める。例えば，「連続する二つの偶数の積に１をたすと，奇数の２乗になる」

ことを説明する場合，その過程は概ね次のようになる。
おおむ

① 小さい方の偶数を自然数を表す文字 nを用いて２nとすると，大きい方の
偶数は２n＋２と表すことができる。

② 「連続する二つの偶数の積に１をたす」ことは，２n(２n＋２)＋１を計算
することを意味する。

③ その計算結果が「奇数の２乗になる」ことを示したいのだから，

２n(２n＋２)＋１を(奇数)2という形の式に変形することを目指す。

こうした方針を明らかにした上で具体的な式変形の過程を示し説明すること

で，「連続する二つの偶数の積に１をたすと，奇数の２乗になる」理由が伝わり

やすくなる。ここで説明とは，単に説明が書けることだけを意味するものではな

く，その内容を，簡潔・明瞭・的確に表現し相手に分かりやすく伝えることも意

味する。

また，この学習では，２n(２n＋２)＋１＝(２n＋１)2
という式の変形を振り

返り，２n＋１が，連続する偶数２n と２n＋２の間の奇数であることから，「連
続する二つの偶数の積に１をたすと，二つの偶数の間にある奇数の２乗になる」

とその意味を読み取ることもできる。これは，第２学年の「Ｂ図形」の領域にお

ける「証明を読んで新たな性質を見いだすこと」と関わる内容であり，統合的・

発展的に考える力を養うことにつながる。

Ａ(3) 二次方程式

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 二次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること。

(ｲ) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと。

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 因数分解や平方根の考えを基にして，二次方程式を解く方法を考察

し表現すること。

(ｲ) 二次方程式を具体的な場面で活用すること。
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［内容の取扱い］

(2) 内容の「Ａ数と式」の(3)については，実数の解をもつ二次方程式を取

り扱うものとする。

(3) 内容の「Ａ数と式」の(3)のアの(ｲ)とイの(ｱ)については，ax ２＝ b(a，b
は有理数)の二次方程式及び x ２

＋ px ＋ q ＝0(p，q は整数)の二次方程式
を取り扱うものとする。因数分解して解くことの指導においては，内容の

「Ａ数と式」の(2)のアの(ｲ)に示した公式を用いることができるものを中

心に取り扱うものとする。また，平方の形に変形して解くことの指導にお

いては，xの係数が偶数であるものを中心に取り扱うものとする。

第１学年では一元一次方程式を，第２学年では，それとの関連を図りながら，

簡単な連立二元一次方程式を学習している。

第３学年では，二次方程式を解くことができ，それを具体的な問題解決の場面

で活用できるようにし，方程式をこれまでより多くの場面で問題の解決に活用で

きるようにする。

二次方程式の必要性と意味及びその解の意味(アの(ｱ))

具体的な場面では，二次方程式を用いることが必要となる問題がある。例えば，

正方形の一方の辺を１ｃｍ長くし他方の辺を１ｃｍ短くしたとき，できた長方形

の面積が24ｃｍ
2
になったとすると，もとの正方形の１辺の長さは，既習の一次

方程式や連立方程式では求められない。このような具体的な問題の解決を通して，

二次方程式の必要性を理解できるようにする。

連立二元一次方程式を，一元一次方程式から文字の種類と方程式を増やして生

み出された方程式とみると，二次方程式は一元一次方程式から文字の次数を増や

して生み出された方程式とみることができる。このように文字の種類や次数に着

目することは，更に新たな方程式が存在することに気付くきっかけともなる。ま

た，二次方程式の意味をこのように捉えてその解き方を考えると，連立二元一次

方程式についての「一つの文字を消去して一元一次方程式に帰着させる」という

解き方から，二次方程式については，「次数を減らして一元一次方程式に帰着さ

せる」という解き方があるのではないかと予想できる。このように二次方程式の

意味を理解することを通して，方程式自体の広がりを実感できるようにするとと

もに，統合的・発展的に考える力を養うことが大切である。

二次方程式の解の意味については，第１学年で学習した一元一次方程式や第２

学年で学習した連立二元一次方程式と本質的に変わっていないが，一般に解が二

つあることに注意する。
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因数分解したり平方の形に変形したりして解くこと(アの(ｲ)，イの(ｱ)，［内容の

取扱い］(2)，(3))

一般の二次方程式 ax2
＋ bx＋ c＝０を解くのに，次の二つの方法がある。

① 因数分解によって一次式の積に変形し，

「ＡＢ＝０ならば，Ａ＝０またはＢ＝０」であることを用いる方法

② 等式の変形によって，X 2＝ k の形を導き，平方根の考えを用いる方法
①は，二次方程式 x2

＋ px＋ q＝０の左辺が一次式の積に因数分解でき，
(x－ m)(x－ n)＝０の形に変形できるときに有効な方法である。この形から，
「ＡＢ＝０ならば，Ａ＝０またはＢ＝０」を用いて既習の一元一次方程式に帰着

させることで解を求める。①を用いる際，論理的な用語としての「または」につ

いての理解が必要となり，日常的な意味での「または」（どちらを選んでもよい）

と関連させながら，二次方程式を解く方法を論理的に考察し表現することができ

るようにする。

②は，二次方程式 x2
＋ px＋ q＝０を平方の形(x＋ m)2＝ k（k≧０）に変形し

たときに用いることができる方法である。この式の左辺 (x ＋ m)を X と置き換
えることで，X 2＝ kの式と表し，平方根を求める際の考えに基づいて解を求める。
この方法を用いることで，因数分解による方法では容易に解を求めることができ

ない二次方程式であっても，その解を求めることができるようになる。

このように二次方程式を解く方法について考察し表現することができるように

するとともに，この方法のよさを実感できるようにすることが大切である。

なお，この②の方法は，式変形が容易でないこともある。そこで，②の方法に

ついては，例えば，x2
＋４x－７＝０のように x の一次の項の係数が偶数である

ものを中心に取り上げ，平方の形に変形すれば，これを解くことができることを

理解できるようにする。xの一次の項の係数が奇数である二次方程式については，
次に示す解の公式を知ることと関連付けて取り扱うことが考えられる。

解の公式を知り，二次方程式を解くこと(アの(ｳ))

上記②の方法を用いれば，因数分解で解を求めることができないような二次方

程式でも，解を求めることができる。しかし，②の方法は式変形や操作が一般に

複雑である。解の公式は，このような式変形や操作の反復を省略し，能率的に解

を求めるためのものである。

二次方程式 ax2
＋ bx ＋ c ＝０の解の公式を導くためには，文字を含んだ分数

の形の式や，根号の中に文字を含んだ式を操作することになるので，形式的な変

形だけでは理解が困難である。したがって，係数が数字で表されている二次方程

式を②の方法によって解を求める手順と対比させながら，解の公式が導かれる過

程を知ることを重視する。

解の公式を用いて二次方程式を解く際には，ただ単に公式に係数の数値を代入
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するだけではなく，二次方程式 ax2＋ bx＋ c＝０の解が三つの項の係数 a，b，c
で定まること，つまり，解の公式を用いると，係数の演算操作によって解が求め

られることを知ることも大切である。また，因数分解で解くことができる二次方

程式については，解の公式を用いて求めた解をもとにして因数分解できることを

知ることも，先にあげた二つの方法による解き方と解の公式を用いた解き方の間

の関連を知ることにつながる。

二次方程式を具体的な場面で活用すること(イの(ｲ))

二次方程式を具体的な場面で活用できるようになることが，ここでのねらいで

ある。これまで解決できなかった問題も，二次方程式を活用すると解決できる場

合があることを知り，問題の解決に方程式がより広く活用できることを理解する。

このことについては，三平方の定理を活用する場面などでも，その理解を一層深

めることになる。

具体的な問題を二次方程式を活用して解決するためには，一元一次方程式や連

立二元一次方程式の活用と同様で，次のような一連の活動を行うことになる。

① 求めたい数量に着目し，それを文字で表す。

② 問題の中の数量やその関係から，二通りに表される数量を見いだし，文字

を用いた式や数で表す。

③ それらを等号で結んで方程式をつくり，その方程式を解く。

④ 求めた解を問題に即して解釈し，問題の答えを求める。

この一連の活動を通して，方程式を活用して問題を解決するための知識を身に

付けるとともに，解決過程を振り返り，得られた結果を意味付けたり活用したり

しようとする態度を養うことが大切である。特に，二次方程式については，その

解が二つあることや大きさが分かりにくい平方根を含む数になることがあり，問

題の答えとして適切ではない答えを出しても気付かない場合がある。こうした点

も踏まえ，具体的な問題解決の場面で二次方程式を活用する場合には，解決の過

程を振り返り，事象における数量の関係を的確に表した二次方程式がつくられて

いるかどうかを吟味したり，得られた解が問題の答えとして適切であるかどうか

をもとの事象に戻して調べたりすることなどが一層大切になる。

なお，日常の事象や社会の事象における問題を解決しようとしてつくった二次

方程式で，数値がやや複雑な場合には，必要な計算を電卓等を利用して行うこと

に配慮するものとする。

Ｂ 図形

Ｂ(1) 図形の相似
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(1) 図形の相似について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解するこ

と。

(ｲ) 基本的な立体の相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積

比との関係について理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確

かめること。

(ｲ) 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめるこ

と。

(ｳ) 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。

〔用語・記号〕

∽

数学的な推論の過程に着目して図形の性質や関係を論理的に考察し表現するこ

との意義は，一つには既習の図形の性質や関係を論理的に整理し，体系付け，組

み立てていくことにある。その際，合同と相似は重要な概念である。第２学年で

は，数学的な推論の過程に着目して，図形の合同に基づいて三角形や平行四辺形

の基本的な性質を見いだし，論理的に確かめ説明することを学習している。

第３学年では，三角形の相似条件などを用いて図形の性質を論理的に確かめ，

数学的な推論の必要性や意味及び方法の理解を深め，論理的に考察し表現する力

を養う。また，基本的な立体の相似の意味を理解し，相似な図形の性質を用いて

図形の計量ができるようにする。

相似の意味及び三角形の相似条件(アの(ｱ))

小学校算数科では，第６学年で，図形についての観察や構成などの活動を通し

て縮図や拡大図について学習し，二つの図形の形が同じであることを，縮図や拡

大図を通して理解してきている。これを踏まえ，中学校数学科では，三角形や多

角形などについて形が同じであることを，二つの図形が相似な関係にあることと

して理解を深めることになる。

相似の意味を理解する場合，いろいろな割合で拡大したり縮小したりして図を

かくことによって，相似な図形のイメージを豊かにすることが大切である。ここ

で，拡大，縮小は，「図形Ａを拡大して図形Ｂをかく」，「図形Ａを縮小して図形

Ｂをかく」のように，一つの図形を操作して新たな図形を作ることを意味する。

これに対して「図形Ａと図形Ｂは相似である」のように，相似は二つの図形を対
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象とし，その関係を表す概念である。

二つの図形は，次のそれぞれの場合に相似である。

① 一方の図形を拡大または縮小したときに他方の図形と合同になる。

② 対応する線分の比がすべて等しく，対応する角がそれぞれ等しい。

③ 適当に移動して相似の位置に置くことができる。

①は，第２学年で学習した合同を図形の移動という操作に基づいて，「一方を

移動して他方に重ねることのできる二つの図形は合同である。」と定義している

ものに対応する相似の定義となる。この定義は，相似な図形を作図する学習の導

入として分かりやすい。また，曲線図形にも適用でき，元の図形との対応が比較

的はっきりしている。この定義を基にすると，②は相似の性質とみることができ

る。②の定義は，証明の根拠として重要であり，これによって，演繹的に推論し，
えんえき

図形の性質を見いだしたり確かめたりすることが可能になる。③は，合同な図形

が「ぴったりと重ね合わすことができる図形」を意味するのに対し，相似な図形

は「１点から見通すことによって重ね合わすことができる図形」であるというこ

とを意味している。つまり，二つの図形の対応する点どうしを通る直線が全て１

点を通り，その点から対応する点までの距離の比が全て等しいとき，二つの図形

は，その点を相似の中心として，相似の位置にあるといえる。この定義は曲線図

形にも適用ができる。ただ，裏返さないと相似の位置に置けない場合があること

に注意する必要がある。

三角形の相似条件としては，次の三つを取り上げる。

二つの三角形は，次のそれぞれの場合に相似となる。

・対応する３組の辺の比がすべて等しい

・対応する２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい

・対応する２組の角がそれぞれ等しい

これらについては，第２学年で学習した三角形の合同条件と対比させながら，

初期の段階では作図を通して直観的に，そして学習が進むにつれて論理的に理解

できるように指導する。

図形の基本的な性質を論理的に確かめること(イの(ｱ))

三角形の相似条件を証明の根拠として位置付け，その相似条件などを基にして

図形の基本的な性質を論理的に確かめることを学習する。

例えば，直角三角形ＡＢＣの直角の

頂点Ａから対辺ＢＣに垂線ＡＤをひい

たときにできる△ＤＢＡと△ＤＡＣが，

△ＡＢＣと相似であることを，三角形

の相似条件などを用いて証明すること

が考えられる。

Ａ

Ｂ ＣＤ
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指導に当たっては，証明の方針を立てるにあたり，相似であることを示すには，

何がいえればよいかを考えたり，証明を振り返り，相似条件がどのようにして用

いられていたかを確かめたりすることなどを通して，論理的に考察し表現する力

を養う。

平行線と線分の比についての性質(イの(ｲ))

平行線と線分の比についての性質を観察や操作を通して見いだし，それが平行

線の性質や三角形の相似条件を用いて，演繹的に推論することによって導かれる
えき

ことを学習する。

平行線と線分の比についての指導では，見いだした性質を別々のものとしたま

まにせず，統合的・発展的に考えることが大

切である。

例えば，点Ｐ，Ｑが，線分ＡＢ，ＡＣ上に

あるとき，ＰＱ//ＢＣならば，
ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ

が成り立つことを推測し，三角形の相似条件

や相似な図形の性質に基づいて論理的に確か

めた後，点Ｐ，Ｑが線分ＡＢ，ＡＣの延長上

にあるときに，同じことが成り立つかと発展

的に考察し，その結果から平行線と線分の比についての性質を統合的に捉えるこ

とが考えられる。同様に，ここで中点連結定理を，平行線と線分の比の特別な場

合として，統合的に捉え直すことが考えられる。そして，この定理を基にして，

例えば，四角形の各辺の中点を結んでできる四角形は平行四辺形であるなど，新

たな図形の性質を発見することができるようにすることが大切である。

指導に当たっては，平行線と線分の比に関する内容を，点の位置を変化させる

ことで発展的に取り扱い，また，その結果を統合的に捉えることで，平行線と線

分の比についての性質の理解を一層深めることが大切である。このようにして，

図形に対する見方をより豊かにするとともに，図形の性質が成り立つ理由を数学

的な表現を用いて説明したり，統合的・発展的に捉えたりすることを通して，論

理的に考察し表現する力を養う。

相似比と面積比や体積比との関係(アの(ｲ))

平面図形についての相似の意味から類推して，立方体，直方体，柱体，錐体，
すい

球などの基本的な立体についての相似の意味が理解できるようにする。一般に，

相似な立体では，対応する線分の長さの比はすべて等しい。また，対応する角の

大きさもすべて等しい。対応する線分の長さの比が，相似な立体の相似比である。

相似な立体では，対応する面は相似で，対応する面の相似比はもとの立体の相似

比に等しい。相似な平面図形では，対応する線分の長さの比は相似比に等しいが，

Ａ

Ｐ Ｑ

Ｂ Ｃ

Ｐ” Ｑ”

Ｐ’Ｑ’
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それらの面積比は線分の長さの比に等しくならず，相似比の２乗に等しくなって

いること及び相似な立体の体積比は相似比の３乗に等しくなっていることを理解

できるようにする。また，相似な図形の相似比と面積比及び体積比との関係をこ

のように捉えることによって，ある図形の面積や体積が分かっているとき，その

図形と相似な図形の面積や体積を，元の図形との相似比を基にして求めることが

できるようにする。

相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること(イの(ｳ))

相似な図形の性質を活用する場面においては，与えられた図形の中の相似な三

角形に着目するなどして，線分の比を見いだしたり位置関係を捉えたりすること

が必要となる。

例えば「△ＡＢＣにおいて，∠Ａの二

等分線と辺ＢＣの交点をＤとするとき，

ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＣＤである」ことの証

明において，辺の比を示すために相似な

三角形に着目すればよいことはわかるが，

そのままでは相似な三角形を見いだすこ

とができない。そこで，ＡＢ，ＡＣ，ＢＤ，ＣＤの位置関係に注意して，相似条

件に着目しながら見通しをもって試行錯誤し，図のように△ＡＢＤと相似な三角

形を作図できるようにすることが考えられる。なお，ここで証明しようとしてい

る性質を推測する際には，第２学年で学習した「二等辺三角形の頂角の二等分線

は底辺を垂直に二等分する」という性質を振り返り，二等辺三角形を一般の三角

形に置き換えたらどうなるかと実測等を通じて調べていくことが考えられる。

日常生活で相似な図形の性質を利用する場面として地図がある。地図は縮図で

あり，現地まで出かけなくとも，地図上で実際の距離を求めることができる。ま

た，電気製品などの小さな部品の設計図は拡大図である。実際には大変細かな部

品でも，拡大することで正確に設計できる。このように日常生活で相似を利用し

ている場面を生徒が見いだし，利用の仕方を調べることも大切である。また，直

接測定することが困難な木の高さや，間に池などの障害物がある２本の木の間の

距離を求めることなども考えられる。測定が可能な距離や角を作業によって求め，

それをもとにして縮図を作成し，必要な高さや距離を求めるというような学習も

取り扱うことができる。なお，小学校算数科における縮図や拡大図の学習におい

ても上記のような課題を取り扱ってきている。したがって，相似について学習し

たことによって，活用の深まりを生徒が実感できるような配慮が必要である。

さらに，相似な立体の体積比に関連して，例えば，ある商品が相似な立体とみ

なせる二つの箱詰めで売られているとき，相似比から体積比を求め，体積比と価

格の比からどちらが割安かを調べていく学習が考えられる。

Ａ

Ｂ ＣＤ
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Ｂ(2) 円周角と中心角の関係

(2) 円周角と中心角の関係について，数学的活動を通して，次の事項を身に

付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知

ること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 円周角と中心角の関係を見いだすこと。

(ｲ) 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。

［内容の取扱い］

(4) 内容の「Ｂ図形」の(2)に関連して，円周角の定理の逆を取り扱うもの

とする。

円は，直線とともに最も身近な図形の一つであり，小学校から学習している。

例えば，小学校算数科では，円の中心，半径及び直径，円周率，円の面積を学習

してきている。中学校数学科においては，第１学年で円の接線について学習して

いる。

中学校第３学年では，これらの学習の上に立って，数学的な推論の過程に着目

し，円周角と中心角の関係について考察し，これによって円の性質の理解をより

深めるとともに，円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用できるようにする。

円周角と中心角の関係の意味(アの(ｱ))

円周角と中心角の間には，「一つの円において同じ弧に対する円周角の大きさ

は，中心角の大きさの である」という関係がある。この関係を，観察や操作，１
｜
２

実験などの活動を通して見いだし考察できるようにすることが大切である。この

円周角と中心角の関係を基にすると，「一つの円において同じ弧に対する円周角

の大きさは等しい」ことを見いだすことができる。これら二つの見いだした事柄

を，円周角の定理とする。

円周角と中心角の関係を見いだすこと(イの(ｱ))

「一つの円において同じ弧に対する円周角の大きさは，中心角の大きさの で１｜２
ある」という関係を，観察や操作，実験などの活動を通して見いだし，証明でき

ることを知ることができるようにする。また，円周角と中心角の関係を基にして，

「一つの円において同じ弧に対する円周角の大きさは等しい」ことを見いだすこ

とができるようにすることも必要である。
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例えば，円を一つかき，２点Ａ，Ｂを決めると，円周が二つの弧に分けられる。

この二つのうち弧をどちらかに決めると，２点Ａ，Ｂと円の中心Ｏを結んで，そ

の弧に対する中心角が一つ決まる。このとき，決めた弧ＡＢを除いた円周上に点

Ｐをとると∠ＡＰＢができ，これが弧ＡＢに対する円周角である。弧ＡＢを除い

た円周上で点Ｐの位置を変え，∠ＡＰＢの大きさを分度器等で測ることを通して，

弧ＡＢを除いた円周上であれば，一つの弧に対する円周角の大きさは，その弧に

対する中心角の大きさの半分であるという関係を推測することができる。また，

決めた弧ＡＢを除いた円周上に点Ｑをとり同様に測ることを通して，一つの円に

おいて同じ弧に対する円周角の大きさは等しいことも推測できる。その際，コン

ピュータなどを利用して，同一円周上の点を動かしたときの円周角と中心角の関

係を直観的に捉えてから分度器等で測り推測することも考えられる。

円周角と中心角の関係が証明できることを知ること(アの(ｱ)，［内容の取扱い］

(4))

生徒が証明の必要性やよさを感じ取るためには，今まで知らなかったことや，

推測したことが常に成り立つかどうかに疑いがもたれるようなことについて，証

明で明らかにできることを理解できるようにすることが大切である。

一つの円において同じ弧に対する円周角の大きさが等しいことを，観察や操作，

実験などの活動を通して見いだし，それを中心角との関係において考察すること

で，円周角についての性質を証明することができる。これらの学習を通して，数

学に対する生徒の興味・関心を一層高めることができる。例えば，実測を通して

見いだした「一つの弧に対する円周角の大きさは，その弧に対する中心角の大き

さの である」という関係について，既習である「二等辺三角形の底角が等しい１
｜
２

こと」，「三角形の一つの外角が内対角の和に等しいこと」などを証明の根拠とし

て証明することができる。このように，円周角と中心角の関係が証明できること

を知る際には，円周角と中心角の位置関係に関する場合分けの必要性を理解する

ことがねらいではなく，証明のよさを

理解できるようにすることがねらいで

あることに留意する。

さらに，｢２点Ｐ，Ｑが直線ＡＢの同

じ側にあり，∠ＡＰＢ＝∠ＡＱＢならば，

４点Ａ，Ｂ，Ｐ，Ｑは一つの円周上に

ある。｣という円周角の定理の逆につい

ては，それを具体的な場面で活用でき

るようにすることに指導の力点を置く。

Ａ B

Ｐ

Ｑ
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円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること(イの(ｲ))

円周角と中心角の関係の活用として，例えば，次の図のように円Ｏの外側にあ

る１点Ｐから円Ｏに接線を作図する活動が考えられる。円の接線はその接点を通

る半径に垂直であるから，点Ｐから円Ｏに接線ＰＱがひけたとすると，

∠ＯＱＰ＝90ﾟとなる。したがって，接点Ｑの位置を決めるには，線分ＯＰを直径

とする円Ｏ’をかき，円Ｏとの交点をＱとすればよい。これは，円Ｏ'の弧ＯＰ

の中心角∠ＯＯ'Ｐは180ﾟであり，円周角の定理より弧ＯＰの円周角∠ＯＱＰが90ﾟ

になるからである。このように円周角と中心角の関係を活用して，円の接線を作

図することは，見通しを立てて作図し，その作図が正しい理由を説明するよい機

会ともなる。

日常生活で円周角と中心角の関係を活用する場面として，例えば，中心の分か

らない丸い木材の直径を見積もる方法がある。大工道具の「さしがね」を使うと，

円の直径を定めることができ，それを基に，その木材からとれる角材の１辺を定

めることもできる。ここでは，丸い木材の断面を円とみなし，円周角が直角にな

る場合について円周角と中心角の関係が利用されている。

Ｂ(3) 三平方の定理

(3) 三平方の定理について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 三平方の定理を見いだすこと。

(ｲ) 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。

Ｐ Ｏ
Ｏ’

Ｐ Ｏ
Ｏ’

Ｑ

Ｑ
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三平方の定理は直角三角形の３辺の長さの関係を表しており，数学において重

要な定理であり，測量の分野でも用いられるなど活用される範囲が極めて広い定

理である。指導に当たっては，ただ単に様々な図形の性質を証明することの延長

として三平方の定理を扱うのではなく，直角三角形だからこそ成り立つ関係の美

しさに触れられるような工夫と配慮が望まれる。

三平方の定理の意味(アの(ｱ))

三平方の定理は，先にも述べた通り，直角三角形の３辺の長さの関係を表した

ものであるとともに，直角三角形のそれぞれの辺を１辺とする三つの正方形の面

積の間には，常に一定の関係が成り立つということも表している。したがって，

三平方の定理は，長さの関係とともに，面積の関係とみることもできる。つまり，

ここでの三平方の定理の学習は，図形と数式を統合的に把握することができる場

面の一つといえる。

三平方の定理を見いだすこと(イの(ｱ))

三平方の定理の導入に当たっては，例えば，古代エジプトでの縄張り師の話や，

古代ギリシャの数学者ピタゴラスによって定理としてまとめられたとされている

話など，この定理にまつわる歴史的な背景や逸話の紹介などを通して，生徒の興

味・関心を引き起こす工夫をし，三角形の３辺の長さについての観察や操作，実

験などの活動を通して，三平方の定理を見いだしていくことが大切である。

例えば，方眼用紙のます目を使って直角三角形をかき，その周りにできる正方

形の面積の関係に着目し，観察や操作，実験などの活動を通して三平方の定理を

見いだすことが考えられる。

三平方の定理を証明できることを知ること(アの(ｱ))

三平方の定理の証明については，図形による方法，代数的な方法など，様々な

方法が知られている。しかし，それらの証明の中には，生徒にとって技巧的とと

られる向きのものも見受けられる。したがって，三平方の定理を証明できること

を知る程度とし，生徒の興味・関心に応じて柔軟に取り扱うこととする。この場

合，生徒の理解を助けるために，コンピュータ，情報通信ネットワークなどを活

用して三平方の定理の証明のアイデアや仕組みを視覚的に提示する動画などの資

料を学習に用いることも考えられる。

また，三平方の定理の逆，つまり「三角形の３辺の長さを a，b，cとするとき，
a2
＋ b2

＝ c2
ならば，この三角形は直角三角形である。」については，その証明

に深入りするのではなく，むしろ直角三角形になるかどうかは３辺の長さの関係

によって決定されていることに着目できるようにすることが大切である。

三平方の定理を具体的な場面で活用すること(イの(ｲ))

三平方の定理を活用する場面では，例えば，求めたいものを直接測らなくても，

直角三角形に着目して三平方の定理を活用することによって求めることができる
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０ １ ２

１

ことを学習する。

数学では，座標平面における２点間の距離や，長方形の対角線の長さ，あるい

は，円錐の高さを求めることなど，平面図形や空間図形の計量について考察する
すい

際に，多くの場面で三平方の定理が活用される。一見して直角三角形が存在しな

いような場面においても，その中に解決に必要な直角三角形を見つけたり，補助

的に作り出したりすることで，必要な線分の長さを求めることができる。

日常生活や社会では，三平方の定理を利用する場面として，地図上に表された

標高差のある２地点間の距離，あるいは，山の頂上や人工衛星などの地上から離

れた地点から見える範囲を求めることがある。このように，求めたいものを直接

測らなくとも三平方の定理を利用することによって導くことができる。

三平方の定理を空間でも用いることや，日常生活や社会の事象で解決したい場

面を理想化したり単純化したりして，数学的に表現した問題を三平方の定理を用

いて解決する経験をすることが大切である。この際，現実の場面を理想化したり

単純化したりしたことによって，求めた結果の適用できる範囲に一定の制約が生

じることについても理解できるようにする。また，解決に必要となる直角三角形

に着目できるよう，解決に必要な図を自分でかいてみることも大切である。

なお，三平方の定理を活用して距離などを求める場合には，その結果得られる

値は平方根を用いて表されることが多い。これは，第３学年における平方根の学

習の必要性が実感できる一つの場面になる。例えば， や など正の整数の

平方根を表す線分は，次の図のような正方形と三平方の定理を活用して作図し，

数直線上に平方根を定めることができる。

･･･

さらに，例えば，地図上に表された標高差のある２地点間の距離を求めるとき

は，平方根をそのまま求める値とするのではなく，その値を近似値で求め，実感

を伴った理解につなげることによって，有効数字の学習の必要性を実感すること

もできる。

2 3

2 3
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Ｃ 関数

Ｃ(1) 関数 y＝ ax2

(1) 関数 y＝ ax2
について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 関数 y＝ ax2
について理解すること。

(ｲ) 事象の中には関数 y＝ ax2として捉えられるものがあることを知る

こと。

(ｳ) いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 関数 y＝ ax2
として捉えられる二つの数量について，変化や対応の

特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現する

こと。

(ｲ) 関数 y＝ ax2
を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。

第１学年では，比例，反比例を学習し，第２学年では，一次関数を学習してい

る。いずれにおいても，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に

関連付けて考察する力を漸次高めてきている。

第３学年では，この学習の上に立って，具体的な事象における二つの数量の変

化や対応を調べることを通して，関数 y ＝ ax2
について考察する。その際，表，

式，グラフを相互に関連付けながら，変化の割合やグラフの特徴など関数の理解

を一層深める。そして，これらの学習を通して，関数関係に着目し，その特徴を

表，式，グラフを相互に関連付けて考察することができるようにする。

また，日常の事象や社会の事象には既習の関数では捉えられない関数関係があ

ることを学習することにより，関数の概念の広がりを実感できるようにし，中学

校における関数についての学習内容を一層豊かにするとともに，後の学習の素地
そ じ

となるようにする。

事象と関数 y＝ ax2
(アの(ｱ)，アの(ｲ))

具体的な事象の中から二つの数量 x，y を取り出し，それらの変化や対応を調
べることを通して，二つの数量 x，y の間に，次のような関係があることを知る。
・x の値が m 倍になれば，y の値は m2倍となる。

また，表を用いて，xの値に対応する x2
と yの値を考察することでそれらの比

（商）が一定であることが分かる。このことから，「y は x の２乗に比例する関
数である」とみることができる。すなわち，２乗に比例する関数が，一般的に，a
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を定数として，y ＝ ax2 という式で表されることを理解する。そして，事象の中

には関数 y＝ ax2
を用いて捉えられるものがあることを知る。

いろいろな事象と関数(アの(ｳ))

第１学年において，既に関数関係の意味について学んでいる。第３学年では，

これまでの学習の上に立って，比例，反比例，一次関数，関数 y ＝ ax2
とは異な

る関数関係について学習する。ここでは，更に式に表すことが困難な関数を学ぶ

ことで，関数の概念の広がりを実感できるようにすることが大切である。例えば，

交通機関や郵便物の料金の仕組みを取り上げ，二つの数量の関係を式で表すこと

が困難な場合であっても，これまでに学習してきた表やグラフを用いて変化や対

応の様子を調べ，その特徴を明らかにすることができる。こうした経験を通して，

伴って変わる二つの数量の一方の値を決めれば他方の値がただ一つ決まるという

関数についての理解を一層深め，身の回りにある事象を関数関係として捉えたり，

その事象の考察に生かしたりしようとする態度を養い，後の学習の素地となるよ
そ じ

うにする。このように関数の概念については，中学校３年間を通して，繰り返し

指導していくことで，着実に理解できるようにすることが大切である。

関数 y＝ ax2
の表，式，グラフとそれらの相互関係(イの(ｱ))

関数 y ＝ ax2 については，これまでの関数の学習と同様に，表において x や y
の値の対応から関数の変化の様子をつかみ，更にグラフによって関数の変化や対

応の特徴を理解する。また，関数 y ＝ ax2
の特徴を表，式，グラフで捉えるとと

もに，それらを相互に関連付けることで，関数 y ＝ ax2
についての理解を深める

ことも，これまでの関数の学習と同じである。

式に表すことができる関数でグラフが曲線になるのは，第１学年で学習した反

比例に次いで二つ目である。関数 y＝ ax2
では，変化の割合が一定ではないので，

グラフが直線にならないことが分かる。このように，グラフの特徴を表と相互に

関連付けて明らかにすることができる。また，グラフの増減が原点を境にして変

わるのは，関数の式 y ＝ ax2
で，x が２乗されていることに関連付けて理解する

ことができる。同じように，グラフの開く方向と開き具合は，比例定数 aの符号
と絶対値の大きさに関連付けて理解することができる。

このように，関数の指導においては，第１学年や第２学年でも強調したように，

第３学年においても，表，式，グラフが，関数の変化と対応の特徴をつかむ手立

てとなるように，相互に関連付けて考察し表現することができるように指導する

ことが大切である。

また，変化の割合については，単に計算の仕方を覚えてその数値を求められる

ようになることのみをねらいとしているのではなく，その数値を求めることを通

して，比例や一次関数で変化の割合が一定でグラフが直線になったのに対し，関

数 y ＝ ax2
では変化の割合が一定でなく，それゆえグラフが曲線になることを理
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解するとともに，変化の割合の関数の考察における役割や，グラフでの見方を知

ることも大切である。

関数 y＝ ax2
を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること(イの(ｲ))

関数は，具体的な事象との関わりの中で学習することが大切である。関数

y ＝ ax2
に関わる具体的な事象として，例えば，理科で学習する斜面をころがる

物の運動や，車の制動距離，また，噴水の水が作る形，パラボラアンテナなど，

身近に感じたり目にしたりすることができるものがある。こうした事象を関数

y ＝ ax2
を用いて捉え説明することを通して，関数関係を見いだし考察し表現す

る力を養う。

関数 y ＝ ax2
を用いて具体的な事象を捉え考察し表現する際には，第１学年や

第２学年と同様に，観察や実験などによって取り出した二つの数量について，事

象を理想化したり単純化したりすることによって，それらの関係を関数 y ＝ ax2

とみなし，事象を捉え説明することができる。例えば，車のスピードと制動距離

の関係を考察する際には，観察や実験によるデータの点がグラフで放物線上にあ

ることから見当を付け，制動距離を車の時速の２乗で割った商がほぼ一定になる

ことなどから，制動距離が車の時速の２乗に比例するとみなして，与えられた速

度の停止距離を予測し，その理由を表，式，グラフを適切に用いて説明する活動

が考えられる。ここでも，第２学年と同様に，実験の結果と予測を比較・検討し，

説明し伝え合う活動を通して，その食い違いの原因を探ったり，よりよい予測の

ための手立てを工夫したりすることも考えられる。

また，数学の事象として，面積や体積を扱った具体的な場面で，関数 y ＝ ax2

について学ぶこともできる。例えば，円の面積を求める公式 S ＝π r2
を「S は r

の２乗に比例する関数」と読み取ることができれば，「半径が２倍になると面積

は４倍になる」ということが，数値を求めなくても分かり，相似比と面積比の関

係の理解を深めることもできる。

このように，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付け

て考察する力を伸ばすためには，数学的な表現を用いながら他者に説明するよう

な場面を意図的に設けることが必要である。その際には，表，式，グラフを適切

に選択したり，自分の表現を他者の表現と比較したりすることにより，事象の考

察を深めることを体験できるようにすることが重要である。

Ｄ データの活用

Ｄ(1) 標本調査

(1) 標本調査について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが
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できるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 標本調査の必要性と意味を理解すること。

(ｲ) コンピュータなどの情報手段を用いるなどして無作為に標本を取り

出し，整理すること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 標本調査の方法や結果を批判的に考察し表現すること。

(ｲ) 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断す

ること。

〔用語・記号〕

全数調査

中学校数学科において第１学年では，目的に応じてデータを収集して整理し，

ヒストグラムや相対度数などを用いてデータの傾向を読み取ることを学習してい

る。また，多数回の試行によってデータを集めることにより，不確定な事象の起

こりやすさに一定の傾向があることを調べる活動を通して，確率について学習し

ている。第２学年では，四分位範囲や箱ひげ図を学習し，複数の集団のデータの

分布に着目し，その傾向を比較して読み取り批判的に考察して判断する力を養っ

ている。また，同様に確からしいことを利用することで数学的に確率を求めるこ

とができる場合があることを学習している。

第３学年では，これらの学習の上に立って，母集団の一部分を標本として抽出

する方法や，標本の傾向を調べることで，母集団の傾向が読み取れることを理解

できるようにするとともに，標本調査の方法や結果を批判的に考察し表現したり，

母集団の傾向を推定し判断したりできるようにする。

標本調査の必要性と意味(アの(ｱ))

第１学年においては，全てのデータがそろえられることを前提に，ヒストグラ

ムや相対度数などを用いてデータの分布の傾向を読み取ることを学習している。

しかし，日常生活や社会においては，様々な理由から，全てのデータを収集でき

ない場合がある。例えば，社会の動向を調査する世論調査のために全ての成人か

ら回答を得ることは，時間的，経済的に考えて現実的ではない。また，食品の安

全性をチェックするために，製造した商品を全て開封して調べることはしない。

このような場合，一部のデータを基にして，全体についてどのようなことがどの

程度まで分かるのかを考えることが必要になる。このようにして生み出されたの

が標本調査である。国勢調査や進路希望調査などの全数調査と比較するなどして，

標本調査の必要性と意味の理解を深めるようにする。
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無作為に標本を取り出し，整理すること(アの(ｲ))

日常生活や社会では，母集団から標本を抽出する方法には様々なものがあり，

その目的，費用，精度などから選択，実施されている。その中で，標本が母集団

の特徴を的確に反映するように偏りなく抽出するための代表的な方法として，無

作為抽出を学習する。無作為に標本を抽出することにより，母集団における個々

の要素が取り出される確率が等しくなると考えられる。確率の学習を前提として，

乱数を利用することにより無作為抽出が可能になることを，経験的に理解できる

ようにする。

例えば，ある英和辞典に掲載されている見出しの単語の総数を標本調査で推定

することを考える。この英和辞典が980ページであるとすると，乱数さいやコン

ピュータなどを利用して，001から980までの乱数を発生させ，ある程度の数のペ

ージを無作為に抽出する。そして，抽出したそれぞれのページに掲載されている

単語の数を調べ，その平均値から，この英和辞典に掲載されている見出しの単語

の総数を推定する。英和辞典に見出しの単語の総数が示されるなどしてあれば，

その数と推定した見出しの単語の総数とを比較することができる。最初の10ペー

ジを抽出するというように無作為抽出をしない場合と比較したりして，無作為抽

出についての理解を深める。このような経験を基にして，無作為に抽出された標

本から母集団の傾向を推定すれば，その結果が大きくはずれることが少ないこと

を実感できるようにする。

また，無作為抽出で取り出すページ数を変えて何回か標本調査をしてその結果

を比較することで，標本の大きさが大きい方が母集団の傾向を推定しやすくなる

ことを，経験的に理解できるようにすることが大切である。例えば，取り出すペ

ージ数を10，20，30，･･･と変えて，それぞれについて見出しの単語の総数を何

回か推定し，その推定した値をデータとする。そのようにして得られたデータの

分布のばらつきを箱ひげ図などを用いて表し，標本の大きさが大きい方がその範

囲や四分位範囲が小さくなる傾向があることを理解できるようにすることが考え

られる。

なお，大量のデータを整理したり，大きな数値，端数のある数値を扱ったりす

る場合や，無作為抽出に必要な乱数を簡単に数多く得たい場合には，コンピュー

タなどを利用することが効果的である。

標本調査の方法や結果を批判的に考察し表現すること(イの(ｱ))

実際に行った標本調査だけではなく，新聞やインターネットなどから得られた

標本調査の方法や結果についても，批判的に考察し表現できるようにすることが

大切である。例えば，日常生活や社会の中で行われた標本調査の事例を取り上げ，

標本調査の結果をどのように解釈すればよいのかを考察する場面を設けることが

考えられる。その際，母集団としてどのような集団を想定しているのか，その母
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集団からどのように標本を抽出しているのか，抽出した標本のうちどのくらいの

人が回答しているのか，などを観点として話し合うことが大切である。

また，実際の調査においては，無作為抽出以外の標本の抽出方法が用いられる

こともあること，そのときには標本がどのような集団を代表しているのかを検討

することも考えられる。このような活動を通して，統計的な情報を的確に活用で

きるようにすることが大切である。

標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断すること(イの(ｲ))

簡単な場合について，標本調査から母集団の傾向を推定し判断したことを説明

できるようにする。指導に当たっては，日常生活や社会に関わる問題を取り上げ，

それを解決するために母集団を決めて，そこから標本を無作為に抽出して整理し，

その結果を基に母集団の傾向を推定し説明するという一連の活動を経験できるよ

うにすることが重要である。

標本調査では，母集団についての確定的な判断は困難である。社会で実際に標

本調査を利用する場合には，この点を補完するため，予測や判断に誤りが生じる

可能性を定量的に評価するのが一般的である。しかし，ここでは標本調査の学習

の初期の段階であることに留意し，実験などを通して，標本調査では予測や判断

に誤りが生じる可能性があることを経験的に理解できるようにする。

生徒が導いた予測や判断については，生徒が何を根拠にしてそのことを説明し

たのかを重視し，調査の方法や結論が適切であるかどうかについて，説明し伝え

合う活動などを通して相互に理解を図るようにする。

例えば，「自分の中学校の３年生の全生徒200人の，一日の睡眠時間は何時間く

らいだろうか」について調べる場合，次のような活動が考えられる。

① 「一日の睡眠時間」の意味を明らかにして（昨日の睡眠時間か，過去１週

間の平均睡眠時間かなど）質問紙を作成する。

② 標本となる生徒を抽出し，調査を実施する。

③ 調査の結果を整理する。

④ 調査結果を基にして，全生徒の睡眠時間を予測して説明する。

この場合，④で説明することには，予測だけでなく，①から③のような標本調

査に基づいて母集団の傾向を捉える過程が含まれている。また，これらを基に，

標本の抽出の仕方や予測の適切さについて検討する。

このように，標本調査を行い，母集団の傾向を推定し説明することを通して，

生徒が標本調査の結果や，それに基づく説明を正しく解釈できるようにする。例

えば，調査する標本が偏っていないか，アンケート調査の質問が誘導的でないか，

アンケートの実施方法が適切かどうかなどにも目を向けられるようにする。
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〔数学的活動〕

(1) 「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」の学習や

それらを相互に関連付けた学習において，次のような数学的活動に取り組

むものとする。

ア 日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問

題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

イ 数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり，解決の過

程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動

ウ 数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動

第２学年においては，各領域の学習やそれらを相互に関連付けた学習において，

「日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決

したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動」，「数学の事象から

見通しをもって問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察したりする活動」，「数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え

合う活動」に取り組む機会を設けることで，生徒が数学的活動に主体的に取り組

み，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けるとともに，思考力，判断

力，表現力等を高め，数学を学ぶことの楽しさや意義を実感できるようにするこ

とを目指している。

第３学年では，こうした基本的な考え方を引き続き重視する。第２学年と三つ

の活動の示し方が同じであるのは，第２学年と第３学年を通して数学的活動がよ

り充実したものになるように指導することが必要であると判断したためである。

ア 日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解

決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする活動

第３学年においては第２学年に引き続き，「日常の事象や社会の事象を数理的

に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返

って考察したりする活動」を更に充実することが必要である。この数学的活動の

例として，次のような活動が考えられる。

○三平方の定理を利用して，実測することが難しい距離などを求める活動

この活動は，第３学年「Ｂ図形」の(3)のイの(ｲ)「三平方の定理を具体的な場

面で活用すること」の指導における数学的活動である。山の頂上から見渡せる距

離について求める場面で，地球を球とみなしたり，視界を遮るものがないとした

りするなど事象を理想化したり単純化したりすることで，この具体的な場面を図

形として捉える。このようにすることで，「山頂からどこまで見渡せるのか」と

いう日常生活や社会に関わる問題を，「円の外の１点から接線をひくと，その点



- 159 -

から接点までの長さはどのように求めることができるか」と数学的に表現した問

題として捉え直し，三平方の定理や円の接線の性質などをもとにして解決するこ

とができる。このように具体的な場面を理想化したり単純化したりすることで数

学を利用できるようにし，日常生活や社会に関わる問題を解決できることや，解

決の結果や方法を具体的な場面に即して意味付けたり吟味したりすることができ

るようになることがねらいである。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，直角三角形の２辺の長さから

三平方の定理を用いて残りの１辺の長さを求めることや，２点間の距離を求める

ために直角三角形を見いだして三平方の定理を用いることができるよう指導とそ

の計画を工夫する。また，具体的な場面を理想化したり単純化したりすることで

数学を利用できるようにすることを図形領域に限らず，他の領域の指導において

も意図的に扱っておく。

こうした指導を踏まえ，山頂から見渡すことができる距離を求めるための見通

しを立てる。つまり，既に分かっていることを整理して，問題場面を図に表し，

山頂から見渡すことができる距離とはどの長さを意味するか，その長さを求める

ためには更に何を求める必要があるのか，これまでに学習した図形の性質のうち，

どれを用いればよいのかなどを明らかにしていく。

このような見通しに基づいて，地球の半径や山の高

さなどの必要なデータを集め，図形として捉えた場面

に直角三角形をつくり出し，三平方の定理や円の接線

の性質などを用いて見渡せる範囲を求める。

なお，対象となる山頂を遠くから撮影した写真など

を事前に準備して，求めた結果と比較・検討するとと

もに，一定の制約が生じていることを確認できるよう

にしておくことが必要である。また，授業で，三平方

の定理を用いて線分ＡＢの長さを求める際，山頂から見渡すことができる距離と

して妥当であるかについて解決の過程や結果を振り返ることが考えられる。

イ 数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり，解決の過程や結

果を振り返って統合的・発展的に考察したりする活動

第３学年においては第２学年に引き続き，「数学の事象から見通しをもって問

題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察

したりする活動」を更に充実させることが必要である。この数学的活動の例とし

て，次のような活動が考えられる。

○新しい数の性質を見いだし，文字を用いてその性質を明らかにする活動

この活動は，第３学年「Ａ数と式」の(2)のイの(ｲ)「文字を用いた式で数量及

r

h

r
O

B

A山頂

地球
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び数量の関係を捉え説明すること」の指導における数学的活動である。ここでの

ねらいは，例えば，「連続する二つの偶数の積に１をたすと，奇数の２乗になる」

ことを，文字式を用いて説明し，それを振り返って統合的・発展的に考えること

とする。また，その過程において，文字式を用いて数や数量などを一般的に表す

ことや目的に応じて式を変形すること，式の意味を読み取ることなどのよさを知

り，その後の方程式や図形の学習に生かすことができるようにする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，連続する数などを文字を用い

て表すこと，乗法公式や因数分解の公式を用いて式の変形ができるよう指導とそ

の計画を工夫する。

こうした指導を踏まえ，「連続する二つの偶数の積に１をたすとどのような数

になるか」を文字を用いて説明する活動に取り組む機会を設ける。

例えば，連続する偶数の積について，具体的な数を用いて計算し，幾つかの結

果から，「連続する二つの偶数の積に１をたすと，奇数の２乗になる」という予

想を立て，この予想が常に成り立つかという問題を見いだす。この予想が常に成

り立つことを説明するために，整数を表す文字 nを用いて二つの連続する偶数を
２n，２n＋２と表すこと，「二つの偶数の積に１をたす」ことは，文字式で
２n (２n＋２)＋１と表現できること，そして，「奇数の２乗になる」ことは，
２n(２n＋２)＋１の計算結果を(奇数)2

という形の式に変形すればよいことを確

認する。その上で，具体的な式変形の過程を示し，予想について説明できるよう

にする。

この学習では，２n(２n＋２)＋１＝･･･＝(２n＋１)2
という一連の式の変形を

振り返り，２n＋１が，連続する偶数２nと２n＋２の間の奇数に当たることから，
発展的に考えて，新たな性質として「連続する二つの偶数の積に１をたすと，二

つの偶数の間にある奇数の２乗になる」を発見することが大切である。

また，新たに発見した性質をもとに，問題の条件を偶数から奇数に変え，「連

続する二つの奇数の積に１をたすと，二つの奇数の間にある偶数の２乗になるの

ではないか」と新たな予想を立て，これを説明することが考えられる。

さらに，「連続する偶数の積から１を引いたらどのような数になるか」という

問題を見いだし，具体的な数を用いて計算し，幾つかの結果から，例えば，「連

続する偶数の積から１を引いたら素数になる」という予想を立てることが考えら

れる。連続する二つの偶数が10と12の場合は，10×12－１＝119＝７×17となり，

119は素数にはならない。このことから，予想が常に成り立つとは限らないこと

を示すには反例を一つ示せばよいことを学び直すことも考えられる。

ウ 数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動

第３学年においては第２学年に引き続き，「数学的な表現を用いて論理的に説
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明し伝え合う活動」を更に充実させることが必要である。この数学的活動の例と

して，次のような活動が考えられる。

○いろいろな事象の中にある関数関係を見いだし，その変化や対応の特徴を説明

する活動

この活動は，第３学年「Ｃ関数」の(1)のアの(ｳ)「いろいろな事象の中に，関

数関係があることを理解すること」の指導における数学的活動である。ここでの

ねらいは，例えば，身の回りにある交通機関の乗車距離と料金や郵便物の重さと

料金などを依存関係にある二つの数量として捉え，表やグラフを用いて，その変

化や対応の特徴を考察し説明し伝え合うことを通して，関数関係についての理解

を深めることとする。

この活動に生徒が主体的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学び

の実現につなげることが大切である。そのために，関数関係に着目し，その特徴

を表，式，グラフを相互に関連付けて考察することができるよう指導とその計画

を工夫する。

こうした指導を踏まえ，いろいろな事象の中にある関数関係の特徴を説明する

活動に取り組む機会を設ける。交通機関の乗車距離と料金の関係や郵便物の重さ

と料金の関係に着目してその関係を調べ，関数関係の意味に基づいて，それぞれ

の料金が距離や重さの関数であることを明らかにし，その関係を表やグラフに表

して変化や対応の特徴を説明する。また，複数の交通機関や異なる郵送方法を比

較し，どのような場合にどちらを利用すれば料金が安くなるかをグラフを用いて

説明することも考えられる。関数関係は必ず式で表すことができると考えている

生徒については，伴って変わる二つの数量について，一方の値を決めたとき他方

の値がただ一つに決まれば関数といえ

ることを確認し，この意味に基づいて

関数であるかどうかを判断するように

促す。グラフについては，連続した直

線や曲線にはならず，階段状の線分に

なることを明らかにし，このことは，

それぞれの区間の料金が一定であるこ

とを意味していることなどを説明す

る。グラフに表すことができない生徒

については，具体的な距離と料金の関

係などを座標平面上に点で示すこと

で，グラフの概形を捉えることができ

るように配慮する。

０

（円）

（kg）１

500

Ａ

Ｂ

0.5

２種類の輸送方法（Ａ，Ｂ）の

重さと料金の関係
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第４章 指導計画の作成と内容の取扱い

学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」では，今回の改訂にお

いてはその趣旨に鑑み，「指導計画作成上の配慮事項」，「第２で示した内容の取扱

いについての配慮事項」，「数学的活動の取組における配慮事項」及び「課題学習

とその位置付け」の四つの配慮事項で構成することとした。以下，これらの趣旨

について簡単な説明を加えることとする。

１ 指導計画作成上の配慮事項

(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の

育成に向けて，数学的活動を通して，生徒の主体的・対話的で深い学びの

実現を図るようにすること。その際，数学的な見方・考え方を働かせなが

ら，日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問

題を自立的，協働的に解決し，学習の過程を振り返り，概念を形成するな

どの学習の充実を図ること。

この事項は，数学科の指導計画の作成に当たり，生徒の主体的・対話的で深い

学びの実現を目指した授業改善を進めることとし，数学科の特質に応じて，効果

的な学習が展開できるように配慮すべき内容を示したものである。

数学科の指導に当たっては，(1)「知識及び技能」が習得されること，(2)「思

考力，判断力，表現力等」が育成されること，(3)「学びに向かう力，人間性等」

を涵養することが偏りなく実現されるよう，単元など内容や時間のまとまりを見
かん

通しながら，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこ

とが重要である。

生徒に数学科の指導を通して「知識及び技能」や「思考力，判断力，表現力等」

の育成を目指す授業改善を行うことはこれまでも多くの実践が重ねられてきてい

る。そのような着実に取り組まれてきた実践を否定し，全く異なる指導方法を導

入しなければならないと捉えるのではなく，生徒や学校の実態，指導の内容に応

じ，「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の視点から授業改善を図る

ことが重要である。

主体的・対話的で深い学びは，必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現さ

れるものではない。単元（題材）など内容や時間のまとまりの中で，例えば，主

体的に学習に取り組めるよう学習の見通しを立てたり学習したことを振り返った
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りして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設定するか，対話によって自

分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定するか，学びの深まりを

つくりだすために，生徒が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立て

るか，といった視点で授業改善を進めることが求められる。また，生徒や学校の

実態に応じ，多様な学習活動を組み合わせて授業を組み立てていくことが重要で

あり，単元（題材）のまとまりを見通した学習を行うに当たり基礎となる知識及

び技能の習得に課題が見られる場合には，それを身に付けるために，生徒の主体

性を引き出すなどの工夫を重ね，確実な習得を図ることが必要である。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに当たり，特に「深

い学び」の視点に関して，各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え

方」である。各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方である「見方・

考え方」を，習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせることを通じて，

より質の高い深い学びにつなげることが重要である。

数学科では，数学的な見方・考え方を働かせながら，事象を数理的に捉え，数

学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，学習の過程を振り返り，

概念を形成するなどの学習が充実されるようにすることが大切である。これは，

目的意識をもって生徒が取り組む営みというこれまで重視してきた数学的活動を

学習指導においてより明確に反映させ，学習活動の質を向上させることを意図し

ている。

授業の改善に当たっては，生徒自らが，問題の解決に向けて見通しをもち，粘

り強く取り組み，問題解決の過程を振り返り，よりよく解決したり，新たな問い

を見いだしたりするなどの「主体的な学び」を実現することが求められる。

また，事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり，よりよい考えや事柄

の本質について話し合い，よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたり

するなどの「対話的な学び」を実現することが求められる。

さらに，数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる事象について，数学的

な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形成したり，より

よい方法を見いだしたりするなど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合

し，思考，態度が変容する「深い学び」を実現することが求められる。

このような活動を通して生徒の「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」

が実現できているかどうかについて確認しつつ一層の充実を求めて進めることが

重要であり，育成を目指す資質・能力及びその評価の観点との関係も十分に踏ま

えた上で指導計画等を作成することが必要である。
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(2) 各学年で指導する内容について

(2) 第２の各学年の目標の達成に支障のない範囲内で，当該学年の内容の一

部を軽く取り扱い，それを後の学年で指導することができるものとするこ

と。また，学年の目標を逸脱しない範囲内で，後の学年の内容の一部を加

えて指導することもできるものとすること。

中学校数学科の指導に当たっては，生徒の実態に応じて適切な指導計画を作成

することが必要であり，指導計画作成に当たっては，教師の創意工夫をより一層

生かすためにも，弾力的な取扱いができるようにすることが重要である。

そのため，この項目では，各学年の目標の実現に支障のない範囲内で，各学年

で取り扱う内容の一部について，学年にまたがって指導順序を変更したり，前の

学年の復習を取り入れたり，後の学年の内容の一部を加えたりすることもできる

ものとして，弾力的な指導が行えるようにしている。

(3) 学び直しの機会を設定することについて

(3) 生徒の学習を確実なものにするために，新たな内容を指導する際には，

既に指導した関連する内容を意図的に再度取り上げ，学び直しの機会を設

定することに配慮すること。

学習指導要領においては，一度示した内容を再度示すことは原則としてしてい

ない。しかし，実際の指導においては，ある内容を取り上げる際にそれまでに指

導した内容を意図的に取り上げることが，生徒の理解を広げたり深めたりするた

めに有効な場合がある。例えば，第２学年において一次関数の変化の割合につい

て指導する際に，第１学年で指導した反比例を再度取り上げ，その変化の様子や

グラフの形状についての理解をより確かなものにするとともに，変化の割合が一

定でない関数が存在することを理解できるようにすることが考えられる。

このように，学び直しの機会を設定することは，単に復習の機会を増やすこと

だけを意味するものではないことに注意し，適切に位置付けることが必要である。

(4) 障害のある生徒への指導

(4) 障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに

応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。
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障害者の権利に関する条約に掲げられたインクルーシブ教育システムの構築

を目指し，生徒の自立と社会参加を一層推進していくためには，通常の学級，

通級による指導，特別支援学級，特別支援学校において，生徒の十分な学びを

確保し，一人一人の生徒の障害の状態や発達の段階に応じた指導や支援を一層

充実させていく必要がある。

通常の学級においても，発達障害を含む障害のある生徒が在籍している可能

性があることを前提に，全ての教科等において，一人一人の教育的ニーズに応

じたきめ細かな指導や支援ができるよう，障害種別の指導の工夫のみならず，

各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図，

手立てを明確にすることが重要である。

これを踏まえ，今回の改訂では，障害のある生徒などの指導に当たっては，

個々の生徒によって，見えにくさ，聞こえにくさ，道具の操作の困難さ，移動

上の制約，健康面や安全面での制約，発音のしにくさ，心理的な不安定，人間

関係形成の困難さ，読み書きや計算等の困難さ，注意の集中を持続することが

苦手であることなどを，学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留

意し，個々の生徒の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫することを，各

教科等において示している。

その際，数学科の目標や内容の趣旨，学習活動のねらいを踏まえ，学習内容

の変更や学習活動の代替を安易に行うことがないよう留意するとともに，生徒

の学習負担や心理面にも配慮する必要がある。

例えば，数学科における配慮として，次のようなものが考えられる。

・文章を読み取り，数量の関係を文字式を用いて表すことが難しい場合，生

徒が数量の関係をイメージできるように，生徒の経験に基づいた場面や興

味のある題材を取り上げ，解決に必要な情報に注目できるよう印を付けさ

せたり，場面を図式化したりすることなどの工夫を行う。

・空間図形のもつ性質を理解することが難しい場合，空間における直線や平面

の位置関係をイメージできるように，立体模型で特徴のある部分を触らせる

などしながら，言葉でその特徴を説明したり，見取図や投影図と見比べて位

置関係を把握したりするなどの工夫を行う。

なお，学校においては，こうした点を踏まえ，個別の指導計画を作成し，必要

な配慮を記載し，他教科等の担任と共有したり，翌年度の担任等に引き継いだり

することが必要である。

(5) 道徳科などとの関連

(5) 第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき，道徳科など
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との関連を考慮しながら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容につい

て，数学科の特質に応じて適切な指導をすること。

数学科の指導においては，その特質に応じて，道徳について適切に指導する必

要があることを示すものである。

第１章総則第１の２(2)においては，「学校における道徳教育は，特別の教科で

ある道徳(以下「道徳科」という。)を要として学校の教育活動全体を通じて行う

ものであり，道徳科はもとより，各教科，総合的な学習の時間及び特別活動のそ

れぞれの特質に応じて，生徒の発達の段階を考慮して，適切な指導を行うこと」

と規定されている。

数学科における道徳教育の指導においては，学習活動や学習態度への配慮，教

師の態度や行動による感化とともに，以下に示すような数学科と道徳教育との関

連を明確に意識しながら，適切な指導を行う必要がある。

数学科の目標にある「数学を活用して事象を論理的に考察する力」，「数量や図

形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力」，「数学的な表現を用いて

事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力」を高めることは，道徳的判断力の育成に

も資するものである。また，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強

く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度を養うことは，工夫して生活や

学習をしようとする態度を養うことにも資するものである。

次に，道徳教育の要としての特別の教科である道徳(以下「道徳科」という。)

の指導との関連を考慮する必要がある。数学科で扱った内容や教材の中で適切な

ものを，道徳科に活用することが効果的な場合もある。また，道徳科で取り上げ

たことに関係のある内容や教材を数学科で扱う場合には，道徳科における指導の

成果を生かすように工夫することも考えられる。そのためにも，数学科の年間指

導計画の作成などに際して，道徳教育の全体計画との関連，指導の内容及び時期

等に配慮し，両者が相互に効果を高め合うようにすることが大切である。

２ 内容の取扱いについての配慮事項

(1) 考えを表現し伝え合うなどの学習活動

(1) 思考力，判断力，表現力等を育成するため，各学年の内容の指導に当た

っては，数学的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現したり，互いに自

分の考えを表現し伝え合ったりするなどの機会を設けること。

中学校数学科においては，生徒が既習の数学を活用して考えたり判断したりす
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ることをよりよく行うことができるよう，言葉や数，式，図，表，グラフなどの

数学的な表現を用いて，論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考え

を深めたりする学習活動を充実させる。その際，数学的な表現を適切に用いるこ

とができるよう，具体的な事象を数学的に表現したり，処理したりする技能を高

める学習活動の充実を図ることが考えられる。また，数学的な推論を的確に進め

ることができるよう，思考の過程や判断の根拠などを数学的な表現を用いて簡潔

・明瞭・的確に表現して説明したり，数学的に表現されたものについて話し合っ

て解釈したりする学習活動の充実を図ることも考えられる。

このように問題解決の結果や過程，見いだした数や図形の性質などについて説

明し伝え合う機会を設け，お互いの考えをよりよいものに改めたり，一人では気

付くことのできなかったことを見いだしたりする機会を設けることに配慮する。

こうした学習を通して，数学的に表現したり，それを解釈したりすることのよさ

を実感できるようすることに配慮する。

(2) コンピュータ，情報通信ネットワークなどの情報手段の活用

(2) 各領域の指導に当たっては，必要に応じ，そろばんや電卓，コンピュー

タ，情報通信ネットワークなどの情報手段を適切に活用し，学習の効果を

高めること。

中学校数学科におけるコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段の

活用については，大きく分けて，計算機器としての活用と，教具としての活用，

情報通信ネットワークの活用が考えられる。すなわち，コンピュータや情報通信

ネットワークなどの使用方法についての指導ではなく，生徒が数学をよりよく学

ぶための道具としての活用である。各学年の「Ｄデータの活用」の(1)のアの(ｲ)

においては，その内容との関連を踏まえ，「コンピュータなどの情報手段を用いる

など」と記述しているが，他の内容においてもどのような指導にコンピュータな

どの情報手段を用いることができるかを検討して，積極的な活用を図ることが必

要である。

また，前述の「主体的・対話的で深い学び」の過程において，コンピュータな

どを活用することも効果的である。例えば，一つの問題について複数の生徒の解

答を大型画面で映して，どのような表現がよいかを考えたり，１時間の授業の終

わりにその授業を振り返って大切だと思ったことや疑問に感じたことなどをタブ

レット型のコンピュータに整理して記録し，一定の内容のまとまりごとに更に振

り返ってどのような学習が必要かを考えたり，数学の学びを振り返り「数学的な

見方・考え方」を豊かで確かなものとして実感したりすることの指導を充実させ
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ることもできる。

なお，「適切に活用し」とは，特にインターネットなどの情報通信ネットワーク

の活用において，情報を収集したり，他者とのコミュニケーションを図ったりす

る際に，生徒が的確に判断し対処することができるよう，メディア・リテラシー

の育成にも配慮する必要があることを意図したものである。

① 計算機器としての活用

計算機器としてのそろばん，電卓，コンピュータなどの活用について，例えば

電卓について考えると，基礎的な計算力を身に付けることは必要なことであるが，

複雑な計算を伴うものについては，電卓を活用することにより，学習効果を一層

高めることができる。特に，やや大きな数や小数が含まれている面積や体積を求

めるなどの数値計算に関わる内容の指導，あるいは観察や操作，実験などの活動

により得られた数量を処理する際に数値計算を伴う内容の指導などには，計算す

るために時間を多く費やすのではなく，電卓を積極的に活用し，考えたり説明し

たりする時間を確保することが望まれる。その際，簡単に計算結果が得られるが，

結果をそのまま書き写すのではなく，求めようとしている数値のおおよその大き

さと比較して確かめたり，どの程度まで詳しい数値であればよいのか考えて適切

に判断したりできるよう指導する必要がある。

また，電卓の手軽さとコンピュータの簡易機能をもち合わせたグラフが表示で

きる電卓を活用することも考えられる。こうした電卓の機能を使うことによって，

例えば，関数の学習で，表，式，グラフの関連を有機的に示したり，センサーを

取り付けて動的な事象に対するデータの収集に利用したり，あるいは日常生活や

社会に関わる問題解決において方程式の解を簡単に求めたりすることができる。

② 教具としての活用

教具としてのコンピュータは，それを活用して教師の指導方法を工夫改善して

いく道具であると同時に，観察や操作，実験などの活動を通して生徒が学習を深

めたり，数学的活動の楽しさを実感したりできるようにする道具である。

「Ｄデータの活用」に関わる活用の例は，既に第３章で紹介したが，それ以外

にも例えば，「Ａ数と式」の指導においては，文字を用いた式の計算の確実な定着

を図るために，個々の生徒に応じて補充，習熟といった学習に用いることができ

る。「Ｂ図形」の指導においては，三角形の２辺の中点を結んだ線分について，こ

の「２辺の中点を結ぶ」という条件が当てはまる図形を，ディスプレイ上でいろ

いろな形に変形することにより，形は変わっても長さの比が一定であることに気

付くなど，その中に含まれる図形の性質を見つけ，問題を設定することができる。

「Ｃ関数」の指導においては，グラフの x の値を細かく取って，その形状をより
正確に表示したり，x の値の変化に応じて座標上の点を動かし表示したりすること
ができる。また，一次関数 y ＝ ax＋ b について，b の値を固定し a の値を変化さ
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せる，あるいは a の値を固定し b の値を変化させることによってグラフの変化の
様子を考察するなど，条件設定を状況に応じて自在に変えながら考えを進めるこ

とができる。課題学習の指導においても，学習効果を高められると判断できるも

のについては，必要に応じてコンピュータなどを活用する。このように数学的な

性質の発見という場面で生徒が思考するための道具としてコンピュータを活用す

ることについても特に配慮する必要がある。

また，その活用の形態については，コンピュータ教室などで生徒一人が一台の

コンピュータを用いて学習するだけでなく，普通教室にノートパソコンと液晶プ

ロジェクタを持ち込んで提示器具として用いるなど，指導内容との関係で柔軟に

対応できるようにすることも考えられる。

③ 情報通信ネットワークの活用

教具としての活用のうち，特にインターネットなどの情報通信ネットワークの

活用については，その目的を明確にして積極的な活用を図る。例えば，三平方の

定理の証明方法，江戸時代の和算や算額の問題など，数学に関する歴史的な事柄

について調べたり，統計に関わるデータを集めたりして学習している内容の理解

をより深めるためには，参考書や事典類ばかりでなく，情報通信ネットワークで

検索することが有効である。また，電子メールや掲示板，動画通信などを用いて

遠隔地にいる者の間で問題を出し合ったり，解き合ったりして相互に伝え合い，

考えを共有するなど数学を楽しむことで数学を学ぶことに対する興味や関心を高

めることも考えられる。この際，何のために活用するのか，目的を明確にした活

動が求められるとともに，資料の収集や問題解決に当たってメディア・リテラシ

ーなどにも配慮する必要がある。

(3) 具体的な体験を伴う学習

(3) 各領域の指導に当たっては，具体物を操作して考えたり，データを収集

して整理したりするなどの具体的な体験を伴う学習を充実すること。

数学の学習では，観察や操作，実験などの活動を通して事象に深く関わる体験

を経ることが大切である。例えば，実際に立体模型を作りながら考え，構成要素

の位置関係を把握したり，図形の辺や角の大きさを測り，その関係を調べること

によって相似や三平方の定理などを考察したり，データをもとに統計的な処理を

して，その結果を考察したりするなど具体的な体験を伴う学習を充実していくこ

とに配慮する。このようにして，生徒が，数学に関わる基礎的な概念や原理・法

則などを実感を伴って理解できるように配慮することは重要である。
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(4) 用語・記号

(4) 第２の各学年の内容に示す〔用語・記号〕は，当該学年で取り扱う内容

の程度や範囲を明確にするために示したものであり，その指導に当たって

は，各学年の内容と密接に関連させて取り上げること。

この項目は，数学の学習における用語・記号，学習指導要領における用語・記

号の示し方について述べたものである。

① 数学の学習と用語・記号

用語・記号の重要性

用語・記号は，社会で共通に認められた内容を簡潔に表現し，それらを的確に

用いることによって，思考が楽になり，コミュニケーションの効率性が高まる。

数学においては，特に記号が大きな役割を果たしている。記号は，抽象的で形式

的であるだけに，操作がしやすく，しかも，より一般性をもっている。上手に記

号体系を作ることにより，現実の意味を離れて形式的な操作が可能になり，思考

を能率的に進めることができるようになるのである。このように，数学において

用語や記号の使い方に慣れることで，思考を，より正確に，より的確に，より能

率的に行うことができるようになることは，社会や文化の発展に貢献することに

もつながる。

数学の用語・記号は，その機能によって大まかに三種類に分けられる。第一は，

数学の考察の対象に関する用語・記号であり，第二は，対象に対する操作や演算

に関する用語・記号であり，第三は，対象間の関係に関する用語・記号である。

このような数学における用語・記号の機能を意識することによって，数学の理解

が一層深まるとともに，より正確に，より能率的に思考を進めることができるよ

うになる。

用語・記号の指導上の留意点

数学の用語・記号については，各領域における具体的な内容の学習を通して，

用語・記号の意味や内容が十分に理解でき，用語・記号を用いることのよさ，す

なわち，簡潔さ，明瞭さ，そして，的確さについて把握できるように指導する必

要がある。つまり，用語・記号が具体的な内容から離れ，形式的な指導に陥った

りすることのないようにしなくてはならない。用語・記号の指導については，例

えば，次のような点に配慮する必要がある。

用語には，数学と日常生活で同じ言葉遣いなのに，それらの意味にずれがある

場合がある。例えば，比例，反比例は，日常生活では伴って変わる二つの数量に

ついて単に一方が増えると他方が増える，一方が増えると他方が減るというよう

に使われる場面を見かけることもあるが，数学においては二つの数量の比として
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の関係が重要なのである。数学と日常生活における用語の使われ方の微妙な差異

を指導する側が意識する必要がある。

② 学習指導要領における用語・記号

数学の指導において使われる用語・記号は，基本的に次のようにまとめること

ができる。

ア 数学の学習に当たって，意味を理解し，それを使用することが必要である

と考えられる用語・記号

イ 内容と関連して，内容の取扱いを明確にするのに必要であると考えられる

用語・記号

ウ 内容を示すときに用いる用語・記号

エ 内容を示すときに用いられなくても，その内容と関連して取り扱われるこ

とが自明である用語・記号

学習指導要領に示す用語・記号は，内容の記述との関連で，上のアからエのう

ちからウ，エを除外したものである。内容が示されれば，それに伴う用語・記号

は当然含まれると考えるからである。

例えば，第１学年の内容の「Ａ数と式」の(1)については，符号や絶対値はアと

しての用語・記号に，自然数や項はイとしての用語・記号にそれぞれ該当するも

のとして示している。また，ウに該当するものとして，正の数，負の数，四則計

算があり，エに該当するものとして，プラス，マイナスなどがある。

学習指導要領において各学年段階で示した用語・記号は，その学年で指導が完

結して「用いることができるようにする」というのではなく，その学年からそれ

らの用語・記号の使用が始まることを示しているものである。したがって，その

学年以降において，それらの用語・記号を用いる能力をしだいに伸ばしていくよ

うに配慮して取り扱うことが必要である。

３ 数学的活動の取組における配慮事項

数学的活動とは，第１章でも述べたとおり，事象を数理的に捉え，数学の問題

を見いだし，問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行することである。

問題発見や問題解決の学習過程においては「日常生活や社会の事象を数理的に

捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決し，解決過程を振り返り得られた結果

の意味を考察する」ことと「数学の事象から問題を見いだし，数学的な推論など

によって問題を解決し，解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察す

る」ことの二つの過程が相互に関わり合っている。生徒が，目的意識をもってこ

れらの二つの過程を遂行できるようにすることが大切である。また，これらの基

盤として，各場面で言語活動を充実し，それぞれの過程や結果を振り返り，評価
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・改善することができるようにすることも大切である。

(1) 数学的活動を楽しみ，数学を学習することの意義や数学の必要性を実感する

こと

(1) 数学的活動を楽しめるようにするとともに，数学を学習することの意義

や数学の必要性などを実感する機会を設けること。

生徒が数学的活動の楽しさを実感することについては，中学校数学科の目標に

も示されており，数学的活動の指導に当たっても留意する必要がある。第２章第

１節でも述べた通り，数学的活動の楽しさを実感するには，単にでき上がった数

学を知るだけでなく，事象を理想化したり抽象化したりして数学の舞台にのせ，

事象に潜む法則を見つけたり，観察や操作，実験などの活動を通して，数や図形

の性質などを見いだしたりし，見いだした性質を発展させる活動などを通して数

学を学ぶことを重視することが大切である。さらに，自立的，協働的な活動を通

して数学を学ぶことを体験する機会を設け，その過程で様々な工夫，驚き，感動

を味わい，数学を学ぶことの面白さ，考えることの楽しさを味わえるようにする

ことが大切である。また，こうした経験を基にして，生徒が数学を学習する意義

や数学の必要性について自らに問いかけ，自分なりの答えを見いだすことができ

るようにすることにも配慮する。

(2) 見通しをもって数学的活動に取り組み，振り返ること

(2) 数学を活用して問題解決する方法を理解するとともに，自ら問題を見い

だし，解決するための構想を立て，実践し，その過程や結果を評価・改善

する機会を設けること。

数学的活動は，基本的に問題解決の形で行われる。その過程では，生徒が見通

しをもって活動に取り組めるよう配慮する。生徒が取り組む問題については，教

師が提示するものだけでなく，適切な場面を設け，生徒が既習の数学を基にする

などして自ら問題を見いだしたり，その問題から導かれるであろう結果を予想し

たりする機会を設けることが大切である。また，その解決の過程では，問題を解

決するために既習の何を用いてどのように表したり処理したりする必要があるの

かについて生徒が構想する場面を設けることが重要である。さらに，その構想に

基づいて試行錯誤をしたり，データを収集整理したり，観察したり，操作したり，

実験したりするなどの活動を必要に応じて選択し行いながら，結果を導くことが
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できるようにすることも重要である。このように生徒が見通しをもつことは，数

学的活動に主体的に取り組むことができるようにするために必要である。また，

見いだした問題を一旦解決し終えた後で，導いた結果やその価値を振り返って自

覚化することは，問題解決の意義や数学のよさを実感する上で大切である。同時

に，統合的・発展的な考察に向けた新しい問題を得る機会ともなる。

さらに，これらの一連の問題解決の過程を振り返ることで，数学を活用して問

題解決する方法を生徒が理解できるようにする。どのような場面で何をどのよう

に捉えて考察したり，どのように表現・処理したりすれば問題がよりよく解決で

きるのかといった各場面における方法に着目し，うまくいったことやうまくいか

なかったことを場面と関連付けて整理することが大切である。

このように，数学を活用して問題解決する方法を理解することは，生徒の数学

的な見方・考え方を豊かで確かなものに鍛えていくことにつながる。その後に出

合う新たな問題解決で見通しをもって主体的に取り組むためにも重要である。

(3) 観察や操作，実験などの活動を通すこと

(3) 各領域の指導に当たっては，観察や操作，実験などの活動を通して，数

量や図形などの性質を見いだしたり，発展させたりする機会を設けること。

中学校数学科においては，単にでき上がった数学を知るだけでなく，事象を観

察して法則を見つけたり，具体的な操作や実験を試みて数学的内容を帰納したり

するなどして，数量や図形の性質などを見いだし，発展させる活動を通して数学

を学ぶことが重要である。

例えば，連続する三つの整数の和をいろいろと求め，その値を観察することに

よって「連続する三つの整数の和は３の倍数になる」という事柄が帰納される。

帰納した事柄を演繹し，その事実が成り立つ理由を文字式を使って表現する。表
えき

現された式を観察することは新たな性質の発見にもつながる。さらに，見いだし

た性質をもとにして「三つの連続する偶数の和」や「三つの連続する奇数の和」

などについて具体的に調べ，評価・改善や発展する活動につなげることもできる。

このように，各領域の指導においては，観察や操作，実験などの活動を通して

数学的な事柄（命題）に気付き，確かな根拠を基にこれを論理的に考察し，数学

的に考える資質・能力が育成されるように配慮する。

(4) 数学的活動の成果を共有すること

(4) 数学的活動の過程を振り返り，レポートにまとめ発表することなどを通
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して，その成果を共有する機会を設けること。

数学的活動の取組においては，結果だけではなくその過程を重視する観点から，

レポートにまとめ発表することなどを通して，数学的活動の過程を振り返り，生

徒間でその成果を共有する機会を設ける。

「レポートにまとめ発表する」というと，それだけで膨大な時間が必要である

ように思われるかもしれないが，例えば，見いだした問題を一通り解決した場面

で，レポート用紙１枚程度に簡潔にまとめて説明し伝え合ったり，レポートを掲

示し観賞したりすることでも十分に可能である。共有するものとしては，活動の

成果だけでなく，例えば，途中までであっても自分なりに考えたことやその過程

で苦労したこと，結果そのものは間違いであったとしても問題を追究して感じた

成就感などが考えられる。

重要なことは，数学的活動に関わる思いや取組に対して，「どこがよかったか」

等のよさを評価したり，「新たに調べてみたいことは何か」等の疑問点を生徒間で

共有したりして，今後の数学的活動に生かすことができるようにすることである。

４ 課題学習とその位置付け

４ 生徒の数学的活動への取組を促し思考力，判断力，表現力等の育成を図

るため，各領域の内容を総合したり日常の事象や他教科等での学習に関連

付けたりするなどして見いだした問題を解決する学習を課題学習と言い，

この実施に当たっては各学年で指導計画に適切に位置付けるものとする。

課題学習については，今回の学習指導要領においても，そのねらいを踏まえ，

生徒の実態等に応じて各学年の指導計画に適切に位置付けることとした。

(1) 課題学習のねらい

課題学習のねらいは，「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」

の各領域の内容を総合したり日常の事象や他教科等での学習に関連付けたりする

などして見いだした問題を生徒が主体的に解決していくことを通して，数学的な

見方・考え方を更に豊かで確かなものにしていくことである。このため，課題学

習においては生徒の数学的活動への取組を促し，その楽しさを実感するとともに，

思考力，判断力，表現力等を高めることが大切である。これらが重要であること

は，通常の授業においても同様であるが，通常の授業では，主に領域ごとに指導

が行われるため，取り上げる問題はその領域の内容を中心としたものが多い。こ

のため，生徒は問題解決の場面で，直前に学習した内容をそのまま適用すれば解
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決できるだろうという見通しを立て，実行する傾向がある。それに対して課題学

習では，上記のような問題を取り上げるため，それまでに学習した内容のうち，

どれをどのように用いればよいか見通しがつきにくく，これまでの学習の振り返

りを基に，生徒の思考力，判断力，表現力等が発揮されやすくなる。これまでの

学習の積み重ねを基に構想を立て，実践し評価・改善する一連の過程を経験する

ことは，生徒の思考力，判断力，表現力等を高め，問題解決能力を一層伸ばす上

で大いに効果的であるとともに，数学のよさをより深く理解する機会となる。

(2) 通常の授業と課題学習

課題学習は，「実施に当たっては各学年で指導計画に適切に位置付けるものとす

る」とされている。実施に当たり，通常の授業では知識を一方的に教え込み，課

題学習では主体的な学習を促すということでは，これまで述べてきたような課題

学習の指導の実現は難しい。通常の授業においても生徒の「主体的・対話的で深

い学び」として問題解決的な学習を定着，充実させていくことが求められており，

課題学習では一層その実現を図る必要がある。つまり，問題解決的な学習と課題

学習とは，互いに独立した学習ではない。

指導計画においては，通常の授業における各領域の内容に関する問題解決的な

学習を継続し，各領域で学習した内容を総合したり日常の事象や他教科等での学

習に関連付けたりするなどして見いだした問題を解決する学習として課題学習を

位置付け，各領域の学習が一層深まりをもつように配慮することが大切である。

このような課題学習の指導は，教師にとって数学的活動の本質の理解を促し，

教材研究や指導法の改善，カリキュラム・マネジメントの必要性を理解する上で

よい機会になるとともに，他教科や異校種の教師，学校外の人材との連携を生か

す機会になり得る。教師自身が課題学習の位置付けに一層主体的に取り組んでい

くことが求められる。


